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第一章　魔王国ゼノアス







　春である。

　この世界には四季というものがある国と無い国がごちゃ混ぜになって点在するため、季節の移ろいを楽しむことはあまりしない。

　だがそれは、逆に言えば楽しむ人たちは楽しむということだ。イーシェンなんかはその最たるものである。

　ブリュンヒルドの国民は、現在全体の七割近くがイーシェン出身のため、当然ながらその気質が強い。そしてありがたいことに、ブリュンヒルドには四季があった。

　ゆえに城から城下町へ続く道に、試験的にイーシェンから移植した桜の並木道が見事なまでに満開になれば、やることはひとつ。宴えん会かいである。

　もともと冒ぼう険けん者しやたちはお祭り好きだ。あっという間に桜の下には飲めや歌えの集団が出来上がっていた。まあ、取り立てて問題を起こしていないなら、多少の騒さわぎは今回は大目に見ることにした。町の人たちも花見に繰くり出だし、楽しんでいるようだしな。むろん、行き過ぎた馬ば鹿か騒さわぎや乱暴狼ろう藉ぜきを働いた奴やつはブタ箱に入って一日反省してもらうが。

　そして人が集まれば当然ながら出で店みせも出るわけで。まさに花見真っ盛りといったブリュンヒルドです。

　もちろん、僕ぼくらもこれに乗らない手はない。フリオさんが植えた中庭の若桜や、僕がイーシェンから植うえ替かえたものも満開になっていた。はらはらと桜の花びらが城の堀ほりに落ちて、なんとも言えない風ふ情ぜいがある。

　ちょうど東西同盟の会議が終わったあとに、一席を設けた。

　同盟国ではないが、フェルゼンとライルの国王たちも誘さそえればよかったのだが、さすがに今日、今から、では無理があるだろうとやめておいた。

　それでもブリュンヒルド、ベルファスト、レグルス、リーフリース、リーニエ、ミスミド、ラミッシュ、レスティア、ロードメアの九ヶ国の代表が宴会など、豪ごう勢せい過ぎる顔ぶれだ。

　中庭に設置された食しよく卓たくには、クレアさん率いる厨ちゆう房ぼう部隊が腕うでを振ふるった力作が所ところ狭せましと並んでいる。

　代表として、盃さかずきを持ち、僕が音おん頭どを取ることになった。

「では皆みな様さまの益ます々ますのご発展と、ご多幸を祈き念ねんいたしまして……乾かん杯ぱい！」

『乾杯！』

　みんなの手元にある酒はイーシェンの家いえ泰やすさんから前に貰もらった差し入れだ。僕のは果実水のジュースだけど。いやいや、未成年ですから。実はこっちじゃ僕の歳としでも飲めるらしいけど。

　ウチの騎き士し団だんの人たちも交代ではあるが宴会に参加している。席は王様たちから離はなれてはいるが。もちろん、このあと警備の任務がある者は、飲酒を禁じているぞ。

　他国の騎士団もそれぞれ王様たちの警備をする数名を除いて、宴会に参加している。ただし酒を飲む者は武器を外してもらうけどな。もっとも僕の目の前じゃ何もさせないが。

「しかしちょっと前までは信じられない光景だな」

「まったくですな。ベルファストとレグルスの騎士たちが共に酒を飲んでいる。ミスミドの獣じゆう人じんとラミッシュの聖騎士が同じ皿で食べ物を分け合っている。いやはや、冬とう夜や殿どのと出会ってからいろいろと変化が激しすぎて、なにが普ふ通つうかわからなくなってきました」

　レグルス皇こう帝ていとベルファスト国王がそう話してるところへ、二人の娘むすめが横に座すわる。

「これが冬夜さんの普通ですわ、お父様。生まれや身分、種族や国家など、些さ細さいなことでしかないのです」

「冬夜様は皆様の仲を取り持ち、幸せにしてくれますわ。なにせ私わたくしたちの婚約者フイアンセですから！」

　ユミナとルーの言葉に苦く笑しようする父親二人。照れくさいからそれぐらいにして下さい……。

「冬夜殿！　ここにフレームユニットを出せんか？　ちょっと騎士王と対戦したいんだが！」

　そんなことを言ってきたミスミド獣王のリクエストに応こたえて、対戦のために数台のフレームユニットと大型モニターを中庭に設置した。機体は同じ設定なので、純じゆん粋すいに腕うで前まえで勝負が決する。まあ、武器の選せん択たくなどでも左右されるが。

　あっという間に騎士団たちの勝かち抜ぬき戦せんが始まり、それぞれが自分の腕前を披ひ露ろうしていく。他の国の人たちもけっこう操縦に慣れてきたよな。まあ、あれだけフレイズの激しい戦せん闘とうに放ほうり込こまれれば当たり前か。

　そのうち飲んでいた諸もろ刃は姉さんに、一手ご指南を、という者が出てきた。申し込んでいるのは他の国の騎士たちだ。同じ剣けんを持つ者として、ウチの最強剣士と戦いたいらしい。それを見てウチの騎士団の連中が苦笑したり、同情の眼まな差ざしを送ったりする。折られるぞ。自信という名の柱が。かわいそうに。

　一方、花か恋れん姉さんの方は女性騎士たちになにやら吹ふき込んでいる。おそらく、というか、それしかないだろうが、恋れん愛あい事ごとだろうなあ。

　相談に乗っているんだろうが……あれ？　あれってロードメアの騎き士し団だん長ちよう、リミットさんか？　ものすごい真しん剣けんな顔して花恋姉さんの話に喰くいついているけど……。誰だれか好きな人でもいるんだろうか。

　リミットさんのかわりに全州総そう督とくの護衛には別の人が付いていた。騎士団長もたまには羽を伸のばした方がいいとのことだ。

　僕と同じく全州総督も酒は飲んでいない。ラミッシュ教皇も合わせて女性二人は下戸なんだろうか。

「こう綺き麗れいな花を見ていると音楽が欲ほしいですね。そう言えば陛下。この国には楽団はいないのですか？」

　舞まい落おちる桜を見ながらロードメアの全州総督が尋たずねてくる。

「楽団はいませんね。いてもあまり仕事がないと思いますよ？　ウチはほとんどパーティーとかしないし」

　なにせ貴族とかいないからな。ベルファストやレグルスみたいに、公こう爵しやくや伯はく爵しやくとかを呼んだり呼ばれたりってのがないし。そのうち爵位とか考えた方がいいのかなあ。

　どっちにしろ楽団なんか雇やとうだけ無む駄だ……あ、でも音楽ならできるか。

【ゲート】を開き、ピアノを中庭に引っ張り出す。突とつ然ぜん現れた黒い物体に全州総督が驚いていた。

「わあ、なにか弾ひいてくれるんですか!?」

「おお、冬夜のピアノは大好きじゃ！　何の曲を弾いてくれるのじゃ？」

　ピアノの長なが椅い子すに座るとリンゼとスゥが駆かけ寄よってきた。鍵けん盤ばんをひとつふたつ押おし、音を確かく認にんする。その様子から、全州総督もこれが楽器だとわかったみたいだ。

　ちょこんとスゥが僕の隣となりに腰こし掛かける。そうだな……んじゃ、彼かの女じよたちに贈おくるってことで。

　静かに弾き始める。優やさしげなメロディが桜の花びらに合わせるように流れると、みんなが僕の方へ視線を向けた。

　イギリスの作曲家エドワード・エルガーが作曲し、婚こん約やく者しやへ贈ったとされる曲、『愛の挨あい拶さつ』。

　婚約者の女性が八歳も年上であることや、宗教や身分の違ちがいから、猛もう反はん対たいする親族を押し切きって結けつ婚こんしたという、そんなエピソードがある曲である。

　この人は他にイギリス第二の国歌とも言われる『威い風ふう堂どう々どう』なども作っているが、僕は『愛の挨拶』の方が好きだ。

　短い演奏が終わると、周りから拍はく手しゆが送られた。感激したのかスゥに突然飛びつかれ、なんとか抱だきとめる。危なっ。

「これはすごいです。演奏もそうですが、この楽器は素す晴ばらしい……。冬夜様、これは？」

「ピアノといいます。鍵盤を叩たたくことで様々な音がでる楽器ですよ」

　ピアノを眺ながめるラミッシュ教皇に笑いながら説明する。そうか、教会なら賛美歌とかあるのか？　スゥを地面に下ろし、尋ねてみる。

「ラミッシュでは教会の賛美歌に伴ばん奏そうとかあるんですか？」

「簡単な楽器でならございます。ここまで多た彩さいな音を一人で出せるようなものではないですが」

「じゃあ一台プレゼントしますよ。音楽家の方なら弾きこなせると思いますし」

「本当ですか!?」

『工こう房ぼう』で複製して、ちょちょいと魔ま法ほう付ふ与よすればできるからな。あいにくと弾き方かたまで教えるのは面めん倒どうなんで勘かん弁べんだが。

「王様……」

「ん？　どうした、桜さくら？」

　いつの間にか桜がピアノの横に来ていた。足元には琥こ珀はくが付き従っている。

「私も歌う。『あれ』弾いて」

「え？　『あれ』ってこの前教えたやつか？　でもあれって曲名が『九月』って意味で、季節に合ってないと思うんだけど」

「アレがいい。弾いて」

　歌のことになると押しが強いな！　けっこう難しいんだぞ、あの曲……。

　本来なら金管楽器かドラムくらい足したいところだが、仕方ない。本来はディスコミュージックなんだがなあ。

　無属性魔ま法ほう【スピーカー】を発動させる。空中に大きな魔ま法ほう陣じんと小さな魔法陣がふたつ浮うかび、直径十センチほどの小さな方は桜の口元とピアノの手前で静止した。

　椅い子すに座り直なおし、アップテンポで弾き始める。前奏の音を軽やかに刻んでいき、【スピーカー】の魔法陣からピアノの音が響ひびき渡わたる。ノリはいい曲なので自然と身体が動き、楽しくなってきた。桜も身体を左右に揺ゆらしていた。

　桜が小さな魔法陣に向けて歌い始める。いつもの軽かろやかな声じゃなく、腹に響くような声だ。

　引き込まれるように、聞いているみんなの身体が左右に揺れてきた。歌詞は英語だから意味はわからないはずなんだが、音楽に国境どころか異世界も関係ないようだ。

『土、風、そして火』というグループ名は異世界に合ってそうだが。

　サビになり、普ふ段だんの桜からは想像もつかないソウルフルな歌声が響く。ヤバい、こっちもますます乗ってきた。楽しい。

　桜が歌う歌詞に合わせて、わからないながらもみんなも声を出して歌う。自然と手て拍びよう子しも生まれ、みんな桜の歌にノリノリになっていた。まるでライブ会場のように、熱ねつ狂きようの渦うずがみんなを包つつんでいく。

　そして曲が終わると、先ほどよりも大きな拍手と歓かん声せいが僕らに送られてきた。桜もどこか嬉うれしそうだ。

「素晴らしい歌です！　この者は？」

「うちの歌うた姫ひめですよ」

　ラミッシュ教皇に答えると、いつもの無表情に戻もどって桜は小さくお辞じ儀ぎをすると、すぐさま僕の背中へ隠かくれてしまった。人見知りするくせになんであんな目立つことができるのかよくわからんなあ。少し照れているようにも見える。

「へ、陛下！」

　ん？　僕の所へ新人騎士団員のスピカさんが駆けてくる。ダークエルフである彼女はとても目立つ。いや、美人だってのもあるけどさ。魔硬病という病にかかり、行き倒れになっていた彼女もすっかりうちに馴染んだみたいだ。

「どうしました？」

「あのっ……！　桜様は記き憶おくを無くしているんですよね!?」

「そうですが？」

　僕の背後に隠れる桜をじっと見ながら、スピカさんが口を開く。

「ファルネ様なのですか……？」

「？」

　キョトンとしている桜を見て、肩かたを落とすスピカさん。なんだ？

「ファルネ様ってのは？」

「あ、ああ。すみません。魔王国ゼノアスで、私が仕えていたお方です。ファルネーゼ・フォルネウス様。歌がお好きな方で……今の歌声がそっくりだったのです。それで、思わず……。申し訳ありません。ありえないことを……。ファルネ様はもうこの世にはいらっしゃらない……顔も髪かみの色も違いますのに……」

　寂さびしそうに笑うスピカさんから、よほど大切な人だったことがわかる。その人が亡なくなったことと、スピカさんがゼノアスを出たことは、なにか関係があるのだろうか。

「桜様と同じ名前のこの花を見ているとファルネ様を思い出します。あの方の髪もこのような美しい薄うす桃もも色いろでありました」

　遠く離れてしまった人を想おもい、スピカさんが風に舞う桜の花びらを目で追いかける。

　そうか。そんなところにそっくりな歌声が聞こえてきたもんだから、思おもい違いを……って、んん？

「……ちょっと待って。『薄桃色』？　ファルネ様ってのは薄桃色の髪をしていたんですか？」

「そうですが……それがなにか？」

「いや、だってさっき桜とは『髪の色が違う』って」

「ええ。桜様の綺麗な黒髪と見み間ま違ちがえるなんて、どうかしてました」

　どういうことだ？　スピカさんには桜の髪が黒髪に見えている？　薄桃色と桜色、表現の違いはあれど、淡あわいピンクという点では同じだろう。

　なにかの力が働いている？　顔や髪の色など、認にん識しきを歪ゆがませるような魔法か？

　でも桜が魔法を使っているようには思えないんだが……。

「どういうことだ……？」

「あの……なにか……？」

　訝いぶかしげにスピカさんが僕の顔色を窺うかがう。それを無視して、僕は隣にいたスゥに声をかけた。

「スゥ。桜の髪の色って何色に見える？」

「？　桜色ではないのか？　この花の色と同じだから、冬夜がそう名付けたのだろ？」

「っ!?　あ、ひょ、ひょっとして……！　陛下！　桜様はなにかメダルのようなものを持っていませんでしたか!?」

　スゥの答えになにか思い出したのか、スピカさんがそんなことを尋ねてくる。

　メダルってあれか？　桜を助けた時に身につけていた銀色の……。

「……これ？」

　胸むな元もとから桜が紐ひもについた直径十センチほどの銀色のメダルを引っ張り出した。

「……それ、を……外して、もらえますか……」

　乾かわいた声でスピカさんが桜に声をかける。意図がわからず小首をかしげながらも、僕が促うながすと桜は素す直なおに首からそのメダルを外した。

「あ、ああ……」

　スピカさんの目から大おお粒つぶの涙なみだがとめどなく流れていく。桜の前に跪ひざまずき、その手を大切そうに取り、自らの額に押し付つけた。

「ファルネ様……。間ま違ちがいありません……この方はファルネーゼ・フォルネウス様です。生きて……生きておられた……」

「ファルネ……？」

　相変わらず首をかしげる桜の前で、スピカさんは涙を流し続けた。







◇　◇　◇







「結局、桜はそのファルネーゼ・フォルネウスって人物と同一人物なのか？」

「間違いありません。この方はファルネ様です。小さい頃ころより護衛をしてきた私が見間違えるはずがありません」

　城の広間の椅子に、僕の対面に座るスピカさんがキッパリと断言する。見間違えるわけがないって、思いっきりわからなかったよね、今の今まで。

「それはこの『変へん幻げんの瞳ひとみ』のせいです。これは特定の者たちの認識を歪ませて、存在を偽いつわるアーティファクト。その対象設定が魔ま族ぞくとなっていたのでしょう。おそらく他の魔族の方々にも、ファルネ様は黒髪に見えていたはずです」

　そう言ってテーブルの上にある、桜の持っていたメダルに視線を向ける。

　なるほど。こいつのせいで魔族には別の顔、別の髪に見えていたわけか。僕らは普通に見えていたけど。魔ま力りよくの波動が感じられなかったのも、僕は対象外だったからか。

「桜はどう？　ファルネーゼって名前に聞き覚えはあるかい？」

　僕の隣に座っていた桜がふるふると首を横に振る。

「何も。スピカのことも、この国で出会う前のことは思い出せない。断言する」

「そんな……いえ、生きていてくださっただけでも幸運と思わなければならないのでしょうね」

　スピカさんが落ち込む。うーん、こればっかりはなあ。

　そう言えばさっき、スピカさんはずっとファルネの護衛をしていたと言っていたけど……。あれ？

「ちょっと待って。確かスピカさんのフレンネル家って、代々ゼノアス王家の護衛を務める家系じゃなかった？　ってことは、ファルネーゼ、つまり桜はゼノアスの王女ってこと？」

　しまった、という顔をして目を泳がせるスピカさん。聞いちゃまずかったか？　隠しておきたかったことなんだろうか。

　そのうち大きく息を吐はくと僕へ向けて語り始めた。

「……そうですね。私はすでにゼノアスの人間ではないですし、事が事なので、話しても構わないと思います。確かにファルネ様は、魔王、ゼルガディ・フォン・ゼノアス様の庶しよ子しであらせられます」

　イマイチ自分のことと把は握あくできてないのか、桜は相変わらず僕の方を見て首を傾かしげている。

「庶子っていうと、正妻以外の子供ってことか。でも隠しておくようなことかな？」

　側室の子供だろうが関係ないと思うんだが。いや、正妻に内ない緒しよで側室でもない他の女との間にできちゃった子供なら隠すかな？　奥おくさんがめちゃくちゃ怖こわい人ならありえるか？

「ファルネ様の存在はごく一部の者しか知りません。それはファルネ様には魔王族の証あかしたる王おう角かくが無かったため、存在を抹まつ消しようされたからです」

「おうかく？」

「本来魔王の血を引く者は、男女関係なく角を持って生まれてくるのです。しかしファルネ様にはそれが無かった。魔力の質から間違いなく魔王様の子であるのに、魔王族の証を持たぬ忌いみ子。ファルネ様の存在は王家の記録から抹消され、存在しないことにされました」

　なんだそれ!?　角があろうが無かろうが自分の子供だろうが。存在を抹消ってのは酷ひどくないか？

　僕が顔を顰しかめていると、それを察したのかスピカさんがすかさずフォローする。

「魔王様はその方がファルネ様にも母上様であるフィアナ様にも良いとされたのです。角の無い魔王族など軽けい蔑べつの対象でしかありませんから……。奇き異いの目を向けられるよりも、普通の人間として生きた方が幸せになれるとお考えになられたのでしょう」

「人間？　桜……ファルネのお母さんは人間なのか？」

「はい。本来、魔王族との間に生まれる子は、配はい偶ぐう者しやがいかなる種族でも魔王族の子が生まれてきます。ですので角の無いファルネ様は母上様と同じ人間だと判断されました。おそらくなにかの突然変異で、母方の血が強く出たのだと。ですが……」

　スピカさんが桜をちらりと見て言いい淀よどむ。それから何かあったのだろう。

　スピカさんが言うには、なんでも桜のお母さんは側室になることを拒こばんだらしい。側室になったら桜とは離はなれ離ばなれになってしまうからだそうだ。そりゃ魔王の側室と、存在を消された子供じゃ一いつ緒しよにはいられないよな。

　それから数年間は母娘おやこ共々、表向きはフレンネル家の客人として暮らしていた。何事も無く平へい穏おんな暮らしだったという。

　しかし桜が十歳のとき、変化が起きた。無かったはずの王角が生えてきたのだ。これにはフレンネル家も魔王も驚おどろき、困こん惑わくした。何故なぜなら桜の王角が伸びるにつれて、その魔力も増大していったからだ。

　ゼノアス王家では男女関係なく魔力の最も高い者が次代の魔王となるそうだ。そして桜は王子たちよりもはるかに高い魔力を有してしまっていた。

　桜の母親は娘を魔王の後こう継けい者しやなどにさせる気はなかったが、貴族たちはそうは思ってはくれない。特に王子たちの母親である、王おう妃ひたちの実家の者は疑いの目を持つだろう。

　自分たちの王子を差し置いて魔王の座に着く気ではないか、と。

　第一王子、第二王子、共にそれぞれ母親を病気で亡くしていたため、その実家が王子の後うしろ盾だてとして幅はばを利きかせていた。

　そんな者たちにとって桜の存在は邪じや魔までしかない。

　桜の身を守るため、魔王は先ほどの『変幻の瞳』を渡した。魔力を吸い取り、周りの者に偽りの姿を見せるアーティファクト。桜が成長すれば王角は自らの意志で縮ませることができるようになるので、それまでの処置としてだったらしい。

　ところがある日、二人で買い物に出かけた桜とスピカさんは、突然仮面を被かぶった者たちに襲おそわれた。

　相手は武器を持った手て練だれの者たちで、スピカさんには剣はあったが得意とする盾が無かった。なんとか自らを犠ぎ牲せいにし、桜を逃にがすことができたが、そのあと仮面の襲撃者による自じ爆ばくに巻き込まれ、意識を失ったという。

「その仮面の襲撃者って……」

「あとでわかりましたがユーロンの暗殺者でした。それがユーロンの命令だったのか、なにかの取り引きによるものだったのかはわかりません」

　やっぱりか。そういや僕の場合は桜が助けてくれたっけ。あれは自分が襲われたときの記憶が一いつ瞬しゆんだけ蘇よみがえったとかなのだろう。だとしたら桜の記憶はいつか全すべて蘇るのかもしれない。

「その後、私が目を覚ますと屋や敷しきのベッドの上で……父からファルネ様の死を知らされました。屋敷の庭にファルネ様の身体の一部が投げ込まれていたのです。あの右みぎ脚あしと右手を見たときの絶望を私は未いまだに忘れられません」

　それから護まもるべき者を護れなかったという後こう悔かいを背せ負おい、スピカさんは家を出た。建前上はフレンネル家にはなんの落ち度もない。もともと存在しない魔王国の姫ひめが亡くなったところで、家名に傷がつくわけがないからだ。

　しかしスピカさんにはそれが許せなかった。なにより自分自身を許せなかったのだろう。だから家を出た。

　当然、自らの主を殺した奴らの足取りをスピカさんは追った。仮面をつけた奴らがユーロンの暗殺者だとわかるのにそう時間はかからなかったが、いざ、その核かく心しんに迫せまろうとしたところに、あのフレイズの大だい侵しん攻こうが起こったという。

　結果ユーロンは滅ほろびてしまい、黒幕はわからず終じまい。これからどうするべきかと自問自答していたところへ、追い打ちをかけるように魔ま硬こう病びようが発病し、死に場所を求めてこの国へ辿たどり着ついたということらしい。

「うーん、ざっと聞いたところで疑問がいくつかあるなあ」

「と、いうと？」

「まず、僕が手足を無くして、死にかけていた桜を拾ったのは、ゼノアスではなくイーシェンであるということ。暗殺者がユーロンの者だとして、ユーロンに桜を殺す理由があるのかということ。それと桜に角なんか初めからなかったということ……」

「あの、ね、王様。私、角出せる」

「は？」

　横に座っていた桜がもじもじと言いにくそうに口を開いた。

　桜が目を閉じる。すると彼女の耳の上あたりから白銀の角が少しずつ伸びてきた。これが王角ってやつか。

「やはり角を隠してましたか」

　桜をファルネだと断定したスピカさんにはわかっていたらしい。

「どうして黙だまってたの？」

「最初は……自分が他の人と違うことが怖かった。あとになってこの国では魔族も差別しないってわかったけど、言い出すきっかけが無くて……」

「行き倒だおれていたスピカさんを助けたのも魔族だったから？」

　こくりと桜は頷うなずく。自分にも感かん染せんするかもしれない魔硬病患かん者じやをよく……ってあのとき桜は接せつ触しよくはしてないのか。『銀ぎん月げつ』に運び込んだのは従業員だったらしいし。

　こうなってしまうともう間違いないな。スピカさんの言う通り、桜は魔王国ゼノアスのファルネーゼ・フォルネウスなんだろう。

「となると、桜……っと、ファルネか。ファルネはこれからどうしたい？」

「桜でいい。王様がくれた名前。気に入っているから」

　彼女がそう言うなら、桜でいいか。ウチの国にいるときはその方がいいかもしれない。

「記憶が戻ってないから、あまり実感が無い。ゼノアスに戻りたいとも思わないし、私を殺そうとした人たちに復ふく讐しゆうしようとも思わない。ただ……」

「ただ？」

「お母さん、には……会ってみたい」

　僕の方をじっと見上げて、桜がそう告げる。

「お父さんの魔王には？」

「よくわからないし、どうでもいい」

　バッサリだ。うーむ、まあ、話を聞いた限りではあまり接点がなさそうだったからな。記憶のない桜もそう感じたんだろう。それほど悪い人物でもないように思えるが……。

「桜のお母さんは今どこに？」

「多分、我わが家やに今もご滞たい在ざいかと。ファルネ様が亡くなられて、ショックのあまり、寝ねたきりになってしまいましたが……」

　無理もない、か。じゃあ会いに行って、元気なところを見せてあげないとな。記憶は失っているけど……。

「記憶を取とり戻す魔法があればなあ。【リカバリー】でもダメだったし。ゼノアスに行けば昔のことを思い出すかもしれないかな」

　生まれ育った都とかを歩けば、なにか記憶を呼び起こすきっかけになるかもしれない。あるいはお母さんに会えば。

　んじゃ、【リコール】でスピカさんの記憶を覗のぞかせてもらって、フレンネル家に直接【ゲート】を……って……あ……。

「ああ!?」

「おっ、王様……!?」

「どっ、どうしました!?」

　二人が僕の声に驚いて、こちらを心配そうに見ているが、僕の方はそれどころじゃなかった。なんてこった……。

「なん……って、馬ば鹿か野や郎ろうなんだ僕ぁ……！　記憶を取り戻す魔法あるじゃんか！　しょっちゅう使ってたじゃんか！　アホかぁ！」

　ガンッ！　と、テーブルに頭を打ち付ける。死にたい。馬鹿過ぎて死にたい。救いようがない大馬鹿野郎だ。

　記憶回収魔法【リコール】。相手の記憶を読み取り、自分の記憶に取り込む魔法。これで僕は行ったことのない所へも、記憶をもらって【ゲート】を開けるのだ。

　と、同時に、この魔法は相手が忘れているような細かい記憶も思い出させることができる。

　例えば一週間前の食事のメニュー、と言われてもなかなか思い出せない。そこでこの魔法を使い、僕がその記憶を覗くことで、相手にもそれを認識させることができるのだ。

　そもそも【リコール】って、『回収』とかって意味の他に『思い出す』って意味もあるだろうが。もう馬鹿過ぎて言葉にならない。殴なぐってくれ。歯が折れるほどに。

「……ごめん。桜、本当にごめん」

「別に構わない。気にしてない」

　いや、そっちが気にしなくてもなあ……。申し訳ない気持ちでいっぱいだ。はぁー……。

　穴があったら入りたい……。







◇　◇　◇







　追いかけて来る。仮面を被った黒装束の男（か女かわからないが）が、腰こしの湾わん刀とうを振りかざし、背中をバッサリと斬きられる。

　背中の衝しよう撃げきに倒れ込み、それでもまだ逃げようと立ち上がろうとしたところを、今度は横薙なぎに右足を斬られた。膝ひざから下が斬り落とされる。再び振り下おろされる刀を防ごうと無意識に上げた右手の手首から先が落ちた。真っ赤な鮮せん血けつが裏路地に飛び散り、視界を染める。

　死ぬ。殺される。嫌いやだ。死にたくない。逃げなきゃ。奴らが追ってこられないほどに遠くへ、遠くへ逃げなくては。死にたくないなら、逃げなくては。

　そう思ったとき、頭に浮かんだ言葉をとっさに桜はつぶやいていた。




「【テレ、ポート】」




　次の瞬しゆん間かん、桜は水の中に投げ出されていた。何が起こったのかわからぬまま、もがいて手足を動かすが、何もできない。身体が流れに逆らえず、息もできなくなり、痛みと苦しさの中で桜の意識はぷっつりと途と切ぎれた。










　桜の両手を握にぎり、額を合わせて【リコール】で記憶を辿っていた僕は、おもむろに目を開いた。

「なるほど。そういうことだったのか」

「……思い出した。私は……ファルネーゼ……ファルネーゼ・フォルネウス……。あの日、スピカと一緒に襲われて、私は……」

　自分の記憶を確認するかのように、桜は言葉を紡つむいでいく。

　桜がなぜイーシェンにいたのか見当がついた。おそらくは襲われた恐きよう怖ふから、無意識に無属性魔法に目覚めたんだな。【テレポート】とは、たぶん言葉そのままの転移魔法だ。それによりイーシェンへと転移し、川に落ちたんだ。角は魔力の消しよう耗もうにより、一時的に消えていたのだろう。

「記憶が……戻ったのですか？」

　恐おそる恐るスピカさんが桜に声をかける。

「まだぼんやりとだけど……わかる。スピカのことも、お母さんのことも。思い出した。いろんなこと」

「ファルネ様っ……」

　スピカさんがぽろぽろと涙を流す。それを見た桜は小さく笑っていたが、手をつないでいる僕には彼女が少し震ふるえているのがわかった。

「桜……ひょっとして怖いのか？」

「ん……少し……。斬られるところは思い出したくなかった、から」

　少し青ざめた顔でぎこちなく彼女は笑った。無理もない。自分が殺されかけた瞬間の記憶を、鮮せん明めいに甦よみがえらせてしまったのだから。記き憶おく喪そう失しつじゃなくても、忘れたい記憶のはずだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。桜のことを傷付けるような奴は、僕が片かたっ端ぱしからぶっ飛ばしてやる。もう怖がらないでいいんだ」

　そんな桜の頭を撫なでて、安心するように言い聞かせる。そう簡単に拭ぬぐえるようなトラウマじゃないかもしれないけど、なんとかしてあげたいな。

「ん……。王様なら安心……」

　微笑ほほえんだ桜が、ぎゅう、と抱きついてくる。

　あ、あの、桜さん？　そういうことされるとですね、目の前のスピカさんが、なんとも言えない顔を僕に向けて来るので、控ひかえていただけるとありがたいのですが……。

　はっ！　視線を感じる！

　ばっ、と部屋の扉とびらの方を見ると、少し開いた隙すき間まから、女の子の顔が八つ、縦に並んでいた。ひいい！　それなんてトーテムポール!?

『九人目……？』

　声を揃そろえてつぶやく僕の婚約者フイアンセたち。ちょ、やめて。そんな『あーあ……』みたいな、呆あきれたような目を向けないで！
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「【テレポート】は転移魔法の中でも扱あつかいが難しい魔法ね。正直、【ゲート】の方が使い勝手はいいと思うわ」

　紅茶を飲みながらリーンが説明してくれる。

「どこらへんが難しいんだ？」

「まず、【ゲート】だと移動する『場所』を思い浮かべるけど、【テレポート】は移動する『方向』、『距きよ離り』を把握してないといけないのよ。転移先に別の物体があると移動できないし、基本的には術者しか対象にならないの。手をつないだりしてれば同時に移動できるけど、せいぜい他に二人がいいとこ限界なんじゃないかしら」

「じゃあ桜がイーシェンに転移したときは……」

「『方向』はデタラメ、『距離』は魔力が尽つきるまで跳とんだんじゃないかしら。よかったわよね、海の真上とかじゃなくて」

　そうか。そういう可能性もあったわけだ。海や火山の火口、底なし沼ぬま、危険な場所は幾いくつもある。正確に距離や方向を把握してないと、そういった所へ飛び込んでしまう可能性もあるのか。

「逆に視界に入る位置なら【テレポート】の方が使い勝手はいいかもしれないわね。【ゲート】みたいにくぐる必要はないから、一瞬で移動できるわ。不意打ちや攻こう撃げき手段としては使えるんじゃない？」

　なるほど。『瞬間移動』だもんな。っていうか、そっちの使い方が本来の使い方なのかもしれない。

　ちょっと試ためしてみるか。

「【テレポート】」

　椅子の上から部屋の隅すみに転移する。おお、視界がいきなり変わるから違い和わ感かんが半はん端ぱないな。これは慣れないと戦闘に使うのは難しそうだ。身体に負担は特にない。これなら連続使用も可能か。

「……相変わらずムチャクチャね、私たちの旦だん那な様さまは。もう慣れたけど」

　あっさりと瞬間移動テレポートしてみせた僕ぼくにリーンがため息をつく。いや、こっちもそんな反応には慣れましたよ。

「桜さ……ファルネ、さんは使えるんですか？　【テレポート】」

「桜でいい。私は魔力の使い方がわからないから、今はたぶんできない」

　リンゼの質問に桜が答える。そうか、桜は魔法の使い方自体がわからないのか。襲われたときは無む我が夢む中ちゆうだったから使えたっぽいな。偶ぐう然ぜんの発動が結果、生命を救ったわけだ。ちょっと練習すればすぐに使えるようになると思うけど。

「無属性魔法って覚かく醒せいしたばっかだと、感覚がうまく掴つかめないのよね。気合い入れて発動しても失敗したり、適当に発動したら成功したり。そのうちコツみたいなものを掴めてくるんだけど」

　エルゼがクッキーをつまみながら、口を挟はさんでくる。どうやら彼女も【ブースト】をものにするまで、結構苦労したようだな。

「それで、どうするんですの？　桜さんはゼノアスへ帰るのですか？」

　ルーが核心を突ついてきた。そうなんだよな。結局は桜の気持ち次し第だいだけど、なんせ庶子とはいえゼノアスの姫なわけだし。しかも王位継けい承しよう者しやでもあるのか？　黙ってればここにいてもバレない気もするが。

　どっちにしろお母さんには会いに行った方がいいだろうな。

「……私はゼノアスに残るよりもこの国で暮らしたい。もし、できるのならお母さんとスピカと一緒に」

「わっ、私もファルネ様とこの国でこれまで通り騎き士しとして働きたいと思っています。どうせ実家は兄が継つぎますし、なんの問題もないです！」

　桜の言葉にスピカさんが立ち上がり、自分の意思を示す。

　とはいえ筋は通さないとなあ。最低でもスピカさんのご両親には説明しないとダメだろう。魔ま王おう陛下は……どうだろう？　結婚して側室だったりしないなら、別に桜のお母さんを連れて行くのに許可なんかいらんか？

　あとは……ユーロンの暗殺者のこととかが引っかかるんだよな。

　おそらく、だが。ユーロン側は誰だれかと取り引きをしたんじゃないかと思う。その取り引き内容が、桜の暗殺。その代わりにユーロン側に何か渡したんじゃなかろうか。それが金か情報かはわからないが。でなければ、ユーロンが動く意味がわからない。ただ、ゼノアスは他国との取り引きはしないはずなんだが。鎖さ国こく状態だしな。

　となると、桜を殺そうとした輩やからは、十中八九、ゼノアスの側の、それもかなりの地位にいる奴やつということになる。

　一番怪あやしいのは桜がゼノアスの姫と認められると魔王の椅子が遠のく、第一王子、第二王子だが……。

「桜には魔王を継ぐ気は無いんだよな？」

「無い。天地がひっくり返っても嫌」

　そこのところを明確に主張すれば、もう狙ねらったりはしないかな。いや、逆に危ないか。このまま死んだことにしてしまった方が安全かもしれない。王子たちは何も知らず、周りの側近が勝手に動いたって可能性もあるし。

「どっちにしろ一回ゼノアス……というか、桜のお母さんの所へ行く必要はあるな。つまりはスピカさんの実家、フレンネル家へ」

「そうですね。まずフィアナ様にこれからのことを相談するのがいいかと思います」

　スピカさんもこう言ってることだし、さっそく桜のお母さんに会いに行くか。

　メンバーは僕と桜、スピカさんに、連れん絡らく役やくとして琥珀について来てもらう。

　スピカさんにゼノアス王都にある実家の記憶をもらい、【ゲート】を開いた。

　まずスピカさんが【ゲート】をくぐり、次いで僕と桜、琥珀と、一気に転移する。

【ゲート】を抜ぬけるとそこは屋敷の玄げん関かんホールで、ここがスピカさんの実家であるフレンネル家だ。外で桜の姿を見られるとまずいかもしれないので、直接屋や敷しき内ないへと転移したわけだが。

　赤い絨じゆう毯たんが延びる正面階段の上には大きな絵画が飾かざられている。男性と女性の間に男の子が三人、椅子に座すわった女の子が一人。家族の肖しよう像ぞう画がかな。となると、あの女の子はスピカさんか。確かに面おも影かげがある。

「懐なつかしい……。思い出だした。私はここで暮らしていた」

　桜が小さくつぶやく。記憶がはっきりとしてきてるんだな。明確に記憶は甦っているようだ。

　突とつ然ぜん、辺りを見回していた桜が、廊ろう下かを右手の方へ全力で駆かけ出した。

「あっ、ファルネ様っ!?」

　スピカさんが慌あわててそれに続く。僕と琥こ珀はくもよくわからないが、とにかく駆け出した。

　廊下を駆けていく僕らを見て、通りがかった洗せん濯たく籠かごを持った若いメイドさんが目を丸くして立たち尽くす。

「ふ、ファルネ様っ!?　と、お嬢じよう様さまっ!?　え!?　ええっ!?」

　驚いているメイドさんを無視して、ある部屋の前で桜が立ち止まり、その扉を勢いよく開け放った。

　追いついた僕らが桜の肩かた越ごしに部屋の中を覗き込こむと、柔やわらかな光が差し込む白いカーテンの前、そこに置かれた大きなベッドの上で、一人の女性が上半身を起こし、こちらを見ていた。年としの頃は三十くらいか。真っ白な髪と青白い顔が儚はかなげな印象を与あたえる。たぶんこの人が……。

「ファル、ネ……？」

「おかぁ、さん……お母さんっ！」

　桜が真まっ直すぐにお母さんの下へ駆けていき、その胸に飛び込んだ。ぼろぼろと泣きじゃくりながら、母親に抱だきつく。

「そんな……本当にファルネなの？　生きて……本当に生きて……！」

「お母さん……！」

「フィアナ様。その方は本当にファルネ様です。生きておられたのですよ。ここにおられるブリュンヒルド公王陛下に救われたのです」

　スピカさんの声を聞き、本当に娘むすめが戻ってきたと確信したのか、涙を流しながらお母さんも娘を抱きしめた。

　死んだと思っていた娘が帰ってきたのだ。その喜びは計り知れないものがあるのだろう。邪じや魔ましちゃ悪いか。

　僕たちはしばらく二人を見守ることにした。

「で、あなた誰ですか？」

　僕の方はメイドさんに怪しい人物として見守られるハメになったが。なんだかなあ。
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「本当になんとお礼を言ったらいいのか……。娘を助けていただき、ありがとうございます」

「気にしないで下さい。当然のことをしたまでですから」

　さっきから頭を下げっぱなしの桜のお母さん、フィアナさんに僕は気にしないように声をかけた。

　体調が悪そうだったので【リカバリー】と【リフレッシュ】の回復魔ま法ほうをかけたら、ずいぶんと顔色が良くなった。

　もっとも一番効いたのは、隣となりに腰こし掛かけている娘の笑え顔がおだったことは、疑いようのないことだが。

「私わたくしも娘を助けてもらい、お礼の言葉もございません。娘共々感謝しております」

　同じように頭を下げてきたのは客間の椅い子すに腰掛けたダークエルフの女性。スピカさんの母である、スウェラさんだ。

　褐かつ色しよくの肌はだに銀ぎん髪ぱつ、長い耳と、スピカさんと同じような容姿だが、何よりも見た目が若過ぎだろ……。隣に座るスピカさんと姉妹にしか見えない。

　エルフもダークエルフも長命種だからなあ。リーンみたいに成長の過程で止まってないし。何なん歳さいなんだろう……。気にはなるが率直に聞くほど僕だって馬鹿じゃない。

　旦だん那なさん、スピカさんの父親の方は留守だそうで、今は僕と琥珀、桜母娘、スピカさん母娘でお茶をいただいているところだ。

「まさか魔硬病を治せる方がいたとは……」

「うちの国で病原体を研究したら、なんとか特効薬を作れるみたいなので、できたらお渡わたししますよ」

「重ね重ねありがとうございます」

　スウェラさんが頭を下げる。

　フローラがスピカさんの剥はがれ落おちた皮ひ膚ふから回復薬を作れそうだと言っていた。うちの国だって魔族は少人数ながらいるからな。いつ罹患したっておかしくはない。備えておくことは無む駄だじゃないはずだ。

　さて、それよりも本題に入ろう。

「それでですね。桜……ファルネの希望で、よろしければフィアナさんにブリュンヒルドへ来てもらえないかということなのですが……」

「私が、ですか？」

　フィアナさんが驚いたように目を見張る。

「事情はあらかたうかがいました。失礼ながら、ここにいてまた桜が襲われないとも限りません。脅おどすわけではないですが、逆に、肉親であるあなたが狙われる可能性もないとは言えませんし。今のところ、桜は死んだとされているので、大丈夫だとは思いますが……」

　この屋敷の人たちは味方だと思うが、どこから漏もれるかわからないからな。ま、漏れてもブリュンヒルドにいればそう簡単に手は出せないだろうが。フレイズ退治やら竜りゆう殺ごろしやらで、うちの国名もかなり轟とどろいているみたいだし。

　不安げな表情でフィアナさんは桜に語りかける。

「あなたはそうしたいの？」

「うん。ブリュンヒルドはとてもいい国。魔族だとか獣じゆう人じんだとか関係なく、仲良く暮らしてる。お母さんもきっと好きになる。断言する」

「そう」

　きっぱりと言い切った娘に微笑むフィアナさん。僕の方を向き、口を開く。

「その国で私にもなにかできることがありましょうか？」

「なにか得意なこととかは？」

「そうですね……。裁さい縫ほうや刺し繍しゆうを少々。それと昔、フェルゼンにいたときは子供たちに勉強を教えていましたが……」

　へえ、フィアナさんはフェルゼンの出身なのか。勉強を教えていたなら、ちょうどいいかもしれないな。

「実は今、うちの国の子供たちに勉強を教える施し設せつを作ろうかと考えているんですよ。よろしければそこで教えていただけると助かるんですが」

「専門的な学問で無ければ大丈夫だとは思いますが……」

「そうですね、読み書きに計算、歴史に道徳、そんなところですか。もちろん他にも教える人員は増やすつもりですが」

「それならなんとかなると思います」

　やっぱり学校は必要だからな。フィアナさんがそこの先生になってくれるならありがたい。

「ですが陛下。私たち母娘は、今までこの子の父親である魔王陛下に頼たよって生きてきました。その庇ひ護ごを離はなれるのなら、きちんと説明をしてこの国を去りたく思います」

「あー……やっぱりそうですよねえ……」

「それにあの人もファルネが生きていたことを知れば喜ぶはずです。亡なくなったと聞いたときは、それは荒あれに荒れたそうですから」

　ふうん。やっぱりそれなりに娘のことを心配はしていたのかな。僕だったらユーロンに殴り込みにいくが。

「魔王陛下に会うことってできますか？」

　スピカさんの隣に座るスウェラさんに聞いてみる。

「主人が帰ってきたら聞いてみます。たぶん大丈夫だと思いますけど」

　スウェラさんが言うには旦那さん、スピカさんのお父さんは、魔王陛下の護衛をしているんだそうだ。子供の頃ころから一緒らしく、気安い関係らしいので、おそらく会わせてもらえるとのことだ。

　まあ、僕も一応小さくても一国の王様なんだし、門もん前ぜん払ばらいってことはないと思うが。

「んじゃ、どうするかな。一回ブリュンヒルドに戻もどって……」

　と、言いかけたとき、ドガァァァァァァァァァァァァンッ！　と地面が大きく揺ゆれた。なにか大きな物が落ちたような衝撃に、部屋中のガラスがビリビリと震える。

「なんだ!?　地じ震しんか!?」

　突然の出来事に、僕らがその場で様子を窺うかがっていると、扉を勢い良く開けて、フレンネル家のメイドさんが飛び込んできた。

「お、奥おく様さま！　し、城が……万魔殿パンデモニウムが！」

　庭へ飛び出し、【フライ】で上じよう昇しようする。曇どん天てん模様の空の下、奇き怪かいな曲線を描えがいてそびえ立つ魔王国ゼノアスの王城、万魔殿パンデモニウムが炎ほのおを上げていた。

　右側の塔とうが崩くずれ落ちる。いったいなにが起きている!?

『琥珀、みんなを守れ。僕は城へ行って様子を見てくる』

『御ぎよ意い。どうかお気をつけて』

　念話で琥珀に言付けると、一気に城の方へ飛ぶ。

　上空から見える城は、至るところから煙けむりが上がり、そこらじゅうに屍しかばねが転がっていた。どうやら全部ゼノアスの騎士や衛兵らしい。

　地上に降りて息のある者を探そうとしたが、誰だれ一人ひとりとして生きてはいなかった。死し屍し累るい々るいとはこのことか。

　万魔殿パンデモニウムの中を、魔族の死体が転がっている方向へと駆けていく。これは一方的な殺さつ戮りくだ。どれもこれも心臓をひと突きにされている。

「ぎゃああああああああッ！」

　魂たま消げるような叫さけび声ごえ。それが聞こえてきた方へと僕は向かう。

　中庭のような開けた場所に、たくさんの魔族の騎士たちに囲まれて、そいつは立っていた。

　額から臍へそまで以外の身体が鋭えい角かくな結けつ晶しようで覆おおわれた『人型』。

　赤い眼めと、逆立った結晶化した髪かみ。

「支配種……！」

　このタイミングでこの場所って冗じよう談だんだろ……。

　以前見た支配種とは違ちがい、胸が膨ふくらんでおらず、どこか身体つきが筋肉質な感じがする。男性型か。

　なんだってこんなところに……！　感知板タブレツトは……ってそうか、ゼノアスにはギルドがないから……！

　正面に見えるそいつは笑っていた。笑いながら目の前の騎士たちに向けて、槍やりのように尖とがって伸びた右みぎ腕うでを繰くり出し、殺していく。止めなきゃ……！

「【シールド】！」

　ガィンッ！　と水晶の槍が不可視の盾に阻はばまれる。笑えみを消した顔がこちらに向けられた。

「#im＊@n+oh@o々m @〆ek@?」

「……なに言ってるかわからんよ。世界語で話せ」

　支配種の男は大地を蹴けり、一瞬にしてこちらへ接近してきた。速い！　だが……。

「【テレポート】」

　僕は覚えたての瞬間移動テレポートで支配種の背後に回る。

「からの……【パワーライズ】ッ！」

　そのままパワーを増加した蹴りを背中へと放つ。弾だん丸がんのように支配種は吹ふっ飛とび、中庭の壁かべへと激げき突とつ、壁がガラガラと崩れ落ちた。

　すぐさま瓦が礫れきが吹っ飛び、中から土で汚よごれた支配種が立ち上がった。効いてない、か。

「＊y@r€un#@、o×m=@〒e」

「だからわからんって言ってんだろ」

　支配種が近くに倒れていた死体の頭に、突とつ然ぜん右腕の槍を突き刺さした。それをすぐさま引ひき抜くと、その死体の頭からなにかが芽め吹ぶく。それは瞬またたく間まに育っていき、美しい結晶の花を咲さかせた。しかしその花もすぐに砕くだけ、花のあった中央にアーモンド状のなにかがぶら下がる。あれは……実……果実か？

　支配種はそれをもぎ取ると、口の中に放ほうり込み、バキバキと咀そ嚼しやくして飲み込んだ。

「+no#dom[image: ]o÷t u々ku=rik%@ene△eto€i k〆e n＊eek@」

　ゴキゴキと喉のどの辺りを左手で砕いたりしている。なんだ？

「# t€o、@、@……あー、こうか？ 」

「喋しやべった……」

「お、繋つながったか。俺おれ様の言葉がわかるな？」

　ニヤリと笑いながら支配種が僕の方へ赤い眼を向ける。

「やるじゃねェか、お前。殺しがいがある奴だ。面おも白しれェ」

「お前……支配種だな。どうやってここへ来た？」

「あ？　結界の綻ほころびをこじ開けたに決まってるじゃねェか。『揺り戻し』が起こる前に、ここの奴らを全員ぶっ殺す予定だったのによォ。ま、面白くなったから構わねェけどな」

『揺り戻し』？　『揺り戻し』ってなんだ？　そんな僕の疑問を無視するかのように、支配種の男は右腕の槍を薄うすい形状の剣けんに変形させる。それを見て、僕も腰からブリュンヒルドを抜き、ブレードモードに切きり替かえた。

「お前もフレイズの『王』の核かくを探しているのか？」

「おうよ。邪魔なこいつらを殺しまくって、『王』の核はこの俺様、ギラがいただく。誰にも邪魔はさせねェ。だから―――――死ね」

　飛び込んできたギラとやらの剣を紙かみ一ひと重えで躱かわす。諸もろ刃は姉さんの方が速い。そのまま半回転して、今度は僕が斬りつけるが、その刃はごとギラの左手で掴まれてしまう。竜の鱗うろこさえも容易たやすく斬り裂さく晶しよう材ざいの刃が通じない。

「ガンモード！」

　僕はすぐさま刀身の形を変形させ、その束そく縛ばくから逃にげると、ギラの胸めがけて、至近距きよ離りから晶材でできた弾丸を六発全部ぶち込んでやった。そのまま『リロード』し、今度は頭に全ぜん弾だんぶちかます。

　もんどりうって吹っ飛んだギラは、倒れながら笑みを浮うかべていた。

「はははッ！　いいねいいねェ！　久しぶりに熱くなれそうだぜ！　お返しだ、受け取れよ！」

　そう言って僕に向けた左手の指が、五本、弾丸のように撃うち出され、こちらへと飛んできた。四本までは躱せたのだが、最後の一本を躱し損そこね、それは深々と僕の左ひだり肩かたを貫かん通つうしていく。

　くっ、【テレポート】でよけるべきだったか。

　すぐさま左手の指を再生させて、ギラが斬りかかってくる。

「【テレポート】！」

　僕はそれを瞬間移動で回かい避ひし、城の屋根の上へと移動した。僕を見失ったギラが、辺りをうかがっている僅わずかな隙すきに回復魔法で肩の傷を塞ふさぐ。

　奴が僕を見つけたと同時に、僕は【ストレージ】から晶材でできた巨きよ大だいなハンマーを取り出した。

　それを頭上に振ふりかざし、屋根の上から飛び降りる。

「【グラビティ】！」

　ハンマーの重さを加重。ものすごい重さの一いち撃げきをギラに叩たたきつけた。

「潰つぶれろッ！」

「ぐ……っらあッ！」

　両手をクロスして防いでいたギラが、ハンマーを横へと押おし退のける。地面が陥かん没ぼつするほどの衝撃が大地を襲おそい、土ど砂しやが空中に舞まい上あがった。なんてやつだ。

　ハンマーの【グラビティ】を解除して横へ飛び退く。ギラの両りよう腕うではひび割れ、今にも折れそうな状態だったのだが、みるみるうちに再生してしまう。くそっ、やはりこいつもフレイズだ。

「てめェ、やってくれるじゃねェか。まさか俺様の腕を砕くとはよォ。こりゃあ本気を出さねェといけねェなァ」

　ガキャァァンッ！　というガラスの割れるような音と共に、ギラの左右の空間が割れ、コオロギ型の下級種が出現する。こいつ、他のフレイズを呼べるのか!?

　その二体を左右の手で掴むと、バキバキバキと、下級種がそれぞれの腕に取り込まれていく。融ゆう合ごうとでも言うのか、ギラの両腕は、某ぼう特とく撮さつ番組に出てくるセミ型宇宙人のようになっていた。むろん、アレよりも大きく、ハサミ状にはなっていなかったが。

　ドでかいアーモンド状の中にある下級種の核に、光が収束していく。まさか、これは……ッ……！

「吹っ飛びやがれッ！」

「【リフレクション】ッ！」

　とっさに大きな反射障しよう壁へきを真正面に四十五度の角度で展開する。

　間を置かず、ギラの両腕から放たれた光の奔ほん流りゆうが僕に襲いかかるが、障壁に弾はじかれて方向を変え、上空へと伸びていく。

「ぐ……くっ……この……ッ！」

　障壁を破は壊かいされないように魔ま力りよくを強化する。わずか十秒にも満たない時間だったが、とんでもなく長く感じた。完全に押さえ込むことはできず、障壁は破壊され光の大たい砲ほうは僕の後方にあった塔の一部を吹き飛ばして消えていった。

　腕を下ろしたギラと真っ向から対たい峙じする。

「てめェ……なにモンだ？」

「望もち月づき冬夜。お前たちフレイズの天敵だよ。覚えとけ」

　ガラガラとギラの両腕から下級種が砕け散ちる。その顔には先ほどまでの笑いは無くなっていた。

　不意にその姿が小さく揺れる。

「チ、『揺り戻し』が来やがったか。面白ェところだがここまでだな。トウヤ、だったな。次に会うときは必ずぶち殺してやンよ」

　理由はわからないが、結界外へと戻されるのだろう。壊こわれかけのテレビ映像のようにギラの姿が不ふ鮮せん明めいになってきた。

　くそっ、このまま逃げられたんじゃ勝ち逃げみたいで面白くない。

「【スリップ】」

「おアッ!?」

　すてーんッ！　とギラが勢い良くコケる。ククク、馬鹿め。大地を歩く以上、貴様も【スリップ】には逆らえんのさ！

「はン」

　転んだギラを思いっきりバカにしたような目で見下し、鼻で嗤わらってやった。

「てっ、てめェッ！」

　僕へ飛びかかろうとしたギラがふっ、と消え去る。

　後には砕けた下級種が残されたのみだった。

「ふぅぅぅ……」

　大きく息を吐はく。つっかれたぁ……。こんなに魔力を消費したのは初めてかもしれない。恐ろしいヤツだったな。【テレポート】が無かったらヤバかったかもしれない。

　周りを見回すと、今度は僕を怪しい人物だと様子をうかがっている騎士たちが目に入る。

「あー……ブリュンヒルド公国公王、望月冬夜です。ゼノアス魔王陛下にお目通りってお願いできます？」

　できないならできないで構わないけど。なんかもういろいろ疲つかれて、明日でもいいやって気になってるしさあ……。いっそ倒たおれたい。
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「ファルネーゼ！」

　バンッ！　と扉を開けた魔王国ゼノアスの魔王陛下、ゼルガディ・フォン・ゼノアスは、フレンネル家の居間にいたフィアナさんの隣に座る桜の姿を見て、喜びの声を上げた。

　そのまま娘を抱き締しめようと腕を広げて向かっていったが、桜に思いっきり躱され、頭からソファーに突っ込んだ。

「何故なぜっ!?」

「怖こわい。あと汚きたない」

　あー……まあ、涙なみだと鼻水でぐしゃぐしゃになった人に抱きつかれたくはないわな。

　すすす、と父親から離れるように、桜は後から室内に入ってきた僕の背に隠かくれる。

「ブリュンヒルド公王！　ファルネーゼを救ってくれたことに関しては心から感謝しているが、親の前でイチャつくのはどうかと思うが！」

「イチャついてねえよ」

　ビシィッ！　と指を突き立てながらまくし立てる魔王に正直ウンザリしていた。なにこの親バカ。

　真っ赤な髪から伸びる王角と青白い肌、尖った耳に、黒に金糸の刺繍が入ったマント。この人が桜の父親であるゼノアス魔王陛下だ。

　フレイズの支配種、ギラとの戦いのあと、事情説明と桜のことを伝えるため、魔王陛下に会った。一いつ緒しよにフレンネル家の家長であり、魔王陛下の護衛にしてスピカさんの父親でもあるシリウスさんにも。

　そこで今までの説明と戦せん闘とうの経けい緯い、そして桜のことを話し終えた瞬間、魔王陛下が万魔殿パンデモニウムを飛び出していってしまったのだ。いや、速いのなんのって。追いかけるのに苦労した。さすがに【ブースト】や【アクセル】を使ってまで止めようとは思わなかったが。行き先はわかってたし。

　で、そのままフレンネル家に飛び込んだってわけだ。

　突然入ってきた魔王に、スピカさんとスウェラさんもびっくりして動けないでいる。

「まあまあ、落ち着いて下さい、陛下」

「む……。シリウスは公王の肩を持つのか？」

「公王陛下の、というよりファルネーゼ様の、ですな」

　僕の背後から現れたダークエルフの青年がスピカさんの父親、シリウスさんだ。褐色の肌に綺き麗れいな銀の長ちよう髪はつを後ろでひとつにまとめている。相変わらずこの種族は若すぎる……。いや、魔王陛下も二十代に見えるんだけどな。魔王族ってのも長命種なのかな。ってことは桜もある程度大人になったら老化が止まるのかもしれない。

「それに公王陛下にはファルネーゼ様だけではなく、我わが娘、我が国くにをも救ってもらいましたし。それは陛下とてお認めになるでしょう？」
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「うぐぐぐ」

　渋しぶい顔をして黙だまり込む魔王陛下。この人が魔王で大丈夫なのか？　この国……。

　魔王陛下の前へフィアナさんが進み、膝ひざを折って言葉を紡つむぐ。

「陛下に申し上げます。ファルネーゼはもう一人前であり、自分のことは自分で決めることができます。娘はブリュンヒルド公王陛下の下へ行くことを願っており、私わたくしも娘と共に参ろうと思う所存にてございます。陛下の今までの厚き御ご恩おん情じようは深く感謝いたしておりますが、どうかお許し下さいますよう心よりお願い申し上げます」

　突然のお別れ宣言にポカンと口を開いたまま、魔王陛下は固まっていたが、やがて顔を震ふるわせて意識を取とり戻した。

「ちょ、ちょちょ、ちょっと待て！　ファルネーゼもフィアナもブリュンヒルドに行くというのか!?　許さん！　それは許さんぞ！」

「ですが陛下。私わたくしは陛下の妻ではございません。私わたくしの人生は私わたくしのものでございます」

「それはっ！　……そうだがっ……！」

　立ち上がり、凛りんとして宣言するフィアナさんにたじろぐ魔王陛下。うおお……怖え……。母は強しという言葉が脳のう裏りに浮かぶ。見た目だけだとフィアナさんの方が年上に見えるしな。

「で、では我が妃きさきとしてそなたを迎むかえよう！　すでに第一、第二王おう妃ひもおらぬゆえ、そなたを正室として……」

「お断りでございます」

「即答っ!?」

　にっこりと微笑ほほえみながらバッサリと魔王陛下のプロポーズを切り捨てる。こわあ。なんでこんなに強いの、このお母さん……。一国の王様にストレート過ぎんだろ……。

　この人が学校の先生になったら逆らえる気がしないな。ある意味、素す晴ばらしい逸いつ材ざいをゲットしたのかもしれない。

「陛下と私わたくしが結けつ婚こんすれば、ファルネーゼは魔王とならねばなりません。それは私わたくしも娘も望んではおりませんので」

「ぐ……しかし、ファルネーゼが余の娘であることは変わりないはず……」

「ええ。その通りです。ですからどうぞ娘に会いにいらして下さい。ブリュンヒルドへ」

「ぬ、ぐ……」

　魔王陛下はニコニコと笑みを浮かべているフィアナさんに言葉を詰つまらせていたが、やがて、はあっ、と深く息をついた。そしてやおら振り返かえり、僕の下まで来ると、深々と頭を下げた。どうやら折れたようだ。あんなキッパリ言われちゃなあ……。

「娘を、よろしく頼たのむ」

　そこには一国の国王ではなく、一人の娘を心配する父親の姿があった。これはきちんと返事をせねばなるまい。

「わかりました。お二人のことは任せて……」

　下さい、と言いかけた僕の肩をガシッと掴み、顔を上げた魔王陛下の視線が僕を貫つらぬく。人も殺せそうな、ギラリとした双そう眸ぼうがこちらへ向けられていた。怖いわ！

「娘を不幸にしたら許さんからな……？」

　え、なにこれ？　脅されてる？

　僕の後ろにいた桜がひょこっと顔を出し、魔王陛下へ向けて口を開く。

「私は王様と一緒にいられれば幸せ。みんなから許可はもらってるから、リンゼたちと同じお嫁よめさんになる。あと魔王ウザい」

「うえっ!?」

「あらあら。孫の顔が楽しみですわね」

　ちょっと待って!?　またこんな展開!?　つーか、許可もらってるってどういうこと!?　手回し早過ぎるだろ、嫁連盟！

　ニコニコするフィアナさんとは対照的に、膝をつき頽くずおれる魔王陛下。

「ウザ……ウザい……。ファルネーゼが、ウザいって……」

　ショック受けたのそっちかよ。

　使い物にならなくなった魔王は放っておいて、スピカさんの父親であるシリウスさんに向き直る。

「実はスピカさんもうちの国の騎き士し団だんに入ったのですが……」

　僕ぼくの言葉にスピカさんがシリウスさんの前へ出る。

「父上。私はブリュンヒルドで今度こそファルネーゼ様を守ります。フレンネル家の名めい誉よと盾たてにかけて必ずや……」

「わかっている。お前はお前の道を行きなさい。遠くにいても私たちはお前の幸せを願っているよ」

「父上……」

　涙ぐむ娘を抱きしめるシリウスさん。はたから見てると恋こい人びと同士が抱き合あってるようにしか見えんな。同じくらいの年代に見えるもんな。

　シリウスさんはずいぶんと理解のある父親らしい。それにひきかえ……。チラッとまだ復帰しないもう一人の父親に視線を向ける。

「……ウザい？　ウザくないよ？　だってほら父親だし？　心配するのは当たり前だし？　普ふ通つう。うん普通……」

　ぶつぶつとなにかつぶやき始めた魔ま王おう陛下を見ないようにして、ああはなるまい、と心に決めた。










「で、桜……ファルネを殺そうとした黒幕ってのはわかったのですか？」

「いや、忌いま々いましいが尻尾しつぽは掴つかめなかった。わかってたら八やつ裂ざきにしているところだ」

　僕の腕にしがみついている桜を見て、口くちの端はをひくつかせながら、魔王陛下が答える。僕が八つ裂きにされそうである。

「失礼ながら、さ……ファルネに魔王となってもらっては困る者たちの仕し業わざだったのではと考えますが……」

「公王の言いたいことはわかる。倅せがれたちのどちらかが企たくらんだことではないかと言うのだろうが、それは無いな」

「なぜです？」

　魔王陛下は深くソファーに座り直なおし、腕を組む。身体は僕の方を向いているのに、視線は未だにチラチラと桜の方へ向けていた。

「まず第一王子のファロンだが、こいつはよく言えば一本気な性格だが、悪く言えば頭が悪い。とても暗殺などという考えは思おもい浮かばんだろうよ。卑ひ怯きようなことを嫌きらう気質だから、誰だれかが暗殺をそそのかしても、逆にそいつが切り捨てられるな」

「第二王子の方は？」

「第二王子のファレスは臆おく病びよう過ぎる。暗殺などと大それたことをするくらいなら、魔王になどならなくてもいいと考えるような奴やつだ。あいつの頭には本、本、本のことしか無い。煩わずらわしいことは極力避さける性格だな」

　ずいぶん息子むすこに対して辛しん辣らつな評価だな。桜とは雲うん泥でいの差だ。そこんとこを突っ込むと、『なにが楽しくて息子に優やさしくせにゃならん。娘の方がかわいいに決まってる』と、身も蓋ふたもない返事が返ってきた。

　魔王陛下としては、桜に王角が出た時点で娘と宣言し、次期魔王と公表したかったのだろうが、フィアナさんがそれを許さなかったわけだ。そもそも桜にそんな気が無かったのだから仕方がない。面めん倒どうなことになるのは目に見えていたわけだしな。

　まあ、どっちみち面倒なことになってしまったわけだが……。

「では誰が黒幕だと？」

「亡くなった第一王妃の実家、リーブック家か……こちらも亡くなっているが、第二王妃の実家、アルノス家ってとこか。もちろんこの二家に付ふ随ずいする貴族って可能性もあるがな」

　自分たちが支持する王子が魔王となれば、いろんな面で有利になるだろうからなあ。疑わしいのは確かだ。

「それで今の状じよう況きようだと、どちらの王子が魔王の玉座に近いので？」

「わからん。二人とも同じくらいの魔力でな。その日の調子によって上だったり下だったり」

　うーん、ますますもって面倒だな。

「ユーロンと接せつ触しよくしそうな方はどっちです？」

「それもわからんな。第一王子派のリーブック家はユーロンとの国境を守る辺境伯はくだ。繋がりを持とうとすればできないことではないだろう。第二王子派のアルノス家は大商家だ。我が国は他国との取り引きはあまりしてはいないが、ツテがないわけではない。商人同士の繋がりを使えば交こう渉しようはできそうな気もする」

　どっちも疑わしいわけか。面倒だなあ。これ、教皇猊げい下か引っ張ってきて、嘘うそを見み抜ぬく魔ま眼がんで『あなたたちはユーロンの暗殺者を雇やといましたか？』って全員に聞いたら楽なんじゃね？

　ナイスアイディアな気もするが、一国の代表をそんなことで連れて来るのもなあ。容疑者全員ラミッシュ教国に連れて行くわけにもいかんし。

　嘘発見器キーラーポリグラフとか『蔵くら』にあったような気がするな。でも物的証しよう拠こにはならんか……。

　桜の記き憶おくを覗のぞいた限りでは、間ま違ちがいなくあれはユーロンの暗殺者だった。ただ、ユーロンは壊かい滅めつしてしまっているし、そっちからはたぶん辿たどれないだろう。

　桜が魔王を継つがないと公表すれば大人しくなるか？　いや、なるわけないよな。もう一人の王子を潰そうとするかもしれないし、下手すりゃ第三の『ファルネーゼ派』なんてのができるかもしれない。そうなったらますます桜の身が危なくなる。

　後こう顧この憂うれいを断たつ意味も込めて、徹てつ底てい的てきに叩いてからブリュンヒルドへ帰りたいところだが……さて、どうしたもんかね。
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　暗い路地を抜ぬけて、男は一人、その場所へと辿り着ついた。魔王国ゼノアスの王都、ゼノスカルの商業地区に位置する、寂さびれた倉庫街の一角である。

　この倉庫、以前は大商家のひとつが所有していたものだが、その商家が手放してからはずっと放置されていた。所々がかなり痛み、修復するのにも金がかかるので買い手がつかないというわけだ。

　そんな誰も寄り付かない倉庫に、フードがついた黒いマントをまとった男が近づき、重い扉とびらをこじ開けて、中へと入った。

　なにも無いガランとした倉庫の天てん井じようには大きな穴が空いていて、月の光が差し込んでいる。

　その月光の下、男は探していた相手を見つけた。

　黒装束に仮面を被かぶった男だ。

「どういうことだ。仕事が終わったらもう会わない約束だろう。それともユーロンがあんなことになったから、雇って欲ほしいのか？」

「……もう一人邪じや魔まな奴がいるんじゃないのか？」

　くぐもった仮面の男の声を聞き、やってきた小太りの男がフードを外しニヤリと笑う。青白い、メフィスト族だという三み十そ路じを過ぎた脂あぶらぎった顔がテカテカと光った。

「……ほう。お前たちが第一王子を消してくれるならありがたいが、見返りはなんだ？　前のように武器の横流しか？」

　そう言った小太り男の背後から、第三者の声が飛ぶ。

「……なるほど。それが取り引きの内容か。お前がゼノアスの武器をユーロンに横流しし、その見返りに仮面の黒装束らに依い頼らいした、というわけだ」

　倉庫内に響ひびいたその声に、驚おどろきのあまり後ろを振り返る小太り男。そこに立っていたこんなところにいるはずのない人物を見て、さらに目を見開いてしまう。

「ま、魔王陛下!?」

　倉庫の入り口に立つ人ひと影かげは、まさしくこの国の魔王、ゼルガディ・フォン・ゼノアスだ。

　そこで、僕も【ミラージュ】を解除して仮面の黒装束から元の姿へと戻る。

「なっ、き、貴様……っ!?」

「悪いけど引っ掛かけさせてもらったよ。えーっと、あんた。セブルス・アルノスだっけ？　親父おやじさんは何も知らないみたいだねえ。仮面と手紙を見ても首を捻ひねるだけで何もわからないようだったし」

　そう。結局僕らは怪あやしいと思われる奴ら全員へ、仮面と『前の仕事のことで話がある』という内容、そしてここの住所を示した手紙を、それぞれの個室へ忍しのばせておいた。もちろん、僕の召しよう喚かんしたハツカネズミに見張らせて、だ。

　大半はわけがわからず首を捻ったり、誰のイタズラだと家の者に怒いかりをぶちまけたりしたが、その中で一番挙きよ動どう不ふ審しんだったのがこの男、セブルス・アルノスだ。

　こいつだけは手紙を読んだ後、誰にも知られぬように仮面を机の引き出だしに隠し、そそくさと手紙をポケットにしまった。

　この男は第二王子、ファレスの母の実家である商家、アルノス家の嫡ちやく男なん、つまり第二王妃の弟、ファレスにとっては叔父おじに当たる。いずれアルノス商会のトップとなる男であった。

「貴様が犯人とはな。さぞかし父のアルノス商会長も残念に思っていることだろう。あの世にいるお前の姉もな」

「ち、違います、陛下！　私は姫ひめ君ぎみを殺害してなど！」

「ほう？　余は『殺害した』などとは一言も言っておらんが。それにファルネーゼのことをなぜお前が知っている？」

　全身が凍こおりついたように動けなくなるセブルス。語るに落ちたな。桜のことは一部の人間しか知らないし、知らないのだから殺されたなんて情報も入って来るはずが無い。

　確かに第二王子が魔王となれば、セブルスは魔王の叔父となる。その地位は商売人では収まらず、政務にも口を出せるほどの権力を持つかもしれない。そんな狙ねらいがあったのだろうが……。

　倉庫内に親衛隊長であるシリウスさんが率いた部隊が雪崩なだれ込んで来る。いよいよもって年ねん貢ぐの納め時だな。

「そいつを捕とらえろ。本来ならこの場で八つ裂きにしてやるところだが、まだ聞くことがあるからな」

「はっ！　縄なわを打て！」

　シリウスさんの命令により、呆ぼう然ぜんとしていたセブルスは抵てい抗こうすることもなくお縄になった。兵士たちがセブルスを連行して行く。

「これで一件落着ですかね」

「馬ば鹿かを言ってもらっては困る、ブリュンヒルド公王。ここからが本番だ。まず、あいつの罪状を決定的にするためには、ファルネーゼの存在を公表せねばならん。しかし、ファルネーゼが魔王になることはフィアナが許さんときた。ならば、公表と同時に王家から切り離さねばなるまい」

「えーっと、それってつまり……」

「公王陛下とファルネーゼ様の婚こん約やく発表ですな」

　シリウスさんがズバッと切り込んできた。ですよねー。うん、わかってた。

　この状況では回避は不可能か……。




　▼冬夜は逃げ出した！

　▼しかし魔王からは逃げられない！




　そんな心境。




「えーっとですね、すでに僕には婚こん約やく者しやが居まして……」

「ぬ……？　まあ、おかしいことではないか。余も二人いた。王たるもの妻の一人や二人……」

「八人、いるんですけど」

「はちぃ!?」

　と、驚いていた魔王陛下の目がすぐさま据すわる。力強く肩を掴まれ、引きつった笑みを浮かべて語りかけてきた。なにこれこわい。

「公王陛下。ちょおっと詳くわしくお話ししようじゃないか。なあに朝までには終わるよ。これから長い付き合いになるわけだし、酒でも飲みながらどうかね？」

　いえ僕は未成年ですので、と逃げようとしたが、こっちじゃ国によって違うが、だいたい十五で成人として扱あつかうんだった。飲まなくてもいいと思うけど、絶対絡からまれる。




　▼冬夜は再び逃げ出した！

　▼しかし魔王からは絶対に逃げられない！




　うぐう。
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　結局、桜の存在を公表すると同時に、僕との婚約も発表された。

　その裏ではセブルスの犯おかした罪が明るみとなり、これにより第二王子の祖父であるアルノス家当主は隠いん居きよ、家は末すえ娘むすめの結婚相手が婿むこに入って継ぐことになった。

　本来なら一族全員処しよ罰ばつされても文句を言えないほどの大罪であるのだが、仮にも第二王子の血けつ縁えんであり、第二王子自らが王位継けい承しよう権けんを放ほう棄きしたことにより、減げん刑けいとなった。

　第二王子はもともと魔王の座にはあまり関心が無いようで、それが逆にセブルスの焦あせりに繋がったのかもしれない。もちろん、セブルス本人は断頭台の露つゆと消えることになる。

　フィアナさんと桜の母娘は、すぐさまブリュンヒルドへと連れてきた。正直、長居して魔王陛下に絡からまれるのはもうごめんだった。結局、絡み酒だったし。

　ユミナたちは桜をあっさりと受け入れ、どこかホッとした顔をしていた。

「これで九人揃そろったわけだから、もうこれ以上は増えないってことよね」

「変な人が入ってこなくてよかったでござるよ」

「どうかしら？　嫁は九人でも愛人ポジションとかありそうよね……」

　エルゼ、八や重え、リーンがなんかひそひそと話しているがスルーした。変なフラグ立てるのはやめてください。

　魔王国ゼノアスは相変わらず他の国とは交流を持たない方向らしいが、ブリュンヒルドには人材派は遣けんという形で人をよこすようだ。

　未いまだ魔族差別が残る他国に比べ、うちの国なら安心して働けるからな。それにかこつけて、魔王陛下が直々に桜に会いにやって来ないかだけが、ちょっと心配ではある。







◇　◇　◇







「とりあえずここに学校を建てようと思ってるんですよ」

「いいですね。町に近いし、通うのにもちょうどよさそうです」

　僕はフィアナさんを学校の建設予定地に案内していた。建設責任者の内ない藤とうのおっさんとボディガードの紅こう玉ぎよくも一緒だ。

「まずは小さい校舎から始めて、少しずつ増築していこうと思います。教師はまだフィアナ様しかいませんし、大人数は無理でしょう？」

「そうですね。二十人ほどから始めたいと思います。それぐらいならなんとか」

　内藤のおっさんがフィアナさんの要望に応こたえて、細かいところを摺すり合わせていく。これで子供たちも将来の選せん択たく肢しが増えればいいのだが。

　しかし学校を作るとなると、もうひとつの学校の方もなんとかしたいところだな。

　冒ぼう険けん者しや学校。冒険者の初心者たちが技術を学べる学校。どちらかと言えばこちらの方が命に関かかわるので早さつ急きゆうになんとかしないといけないか。

　ついでだし、ギルドの方に顔を出してギルドマスターのレリシャさんと相談することにした。

　フィアナさんたちと別れ、ギルドへと向かう。ギルドは相変わらずの賑にぎわいで、ダンジョン攻こう略りやくも少しずつだが進んでいるようだ。もはや馴な染じみとなった受付の猫ねこ獣じゆう人じんのお姉さんに案内されて、ギルドマスターの執しつ務む室しつへと入る。

　ざっと思い描えがいている構想を話すと、レリシャさんは少し考え込んでいたが、やがて口を開いた。

「悪くない考えだと思います。授業内容はまだ少し考えないといけませんが、これには幾いくつかのメリットがあります。無む駄だに死んでしまう初心者を減らせることや、引退したベテラン冒険者が再び活かつ躍やくできることなどです」

「それにこの学校を卒業した者が成果を上げてくれれば宣伝にもなるし」

「そうですね。入学金はそれほど高く設定しなくてもいいでしょう」

　メモ帳に書き込みながらレリシャさんは考えをまとめていく。彼かの女じよの頭の中ではすでに壮そう大だいな計画が進められているようだ。

「それと年ねん齢れい別に分けた方がいいかもしれませんね。十三歳から十五歳、十六歳から二十歳はたち、あとは二十歳以上とか。ある程度人生経験積んでいる者といない者では教え方が違ちがってくるでしょうし」

「なるほど。確かに」

　レリシャさんの言葉に頷うなずく。一応この学校はギルドが主体となって運営することになる。僕はアイディアを出しただけに過ぎない。なので、教師や教官の手配はギルドの方でするだろう。

　おそらく二十歳過ぎて冒険者になろうなんて輩やからは少ないと思うけど、例えば騎士団の人間が騎き士しをやめて、冒険者になるってのもないとも言えないしな。冒険者の方が、一発当たれば儲もうけはデカいわけだし。

「わかりました。この案は次のギルドマスター会議で提案してみましょう」

「お願いします。何か必要な設備などあれば、うちの内藤に言えば手配できると思いますので」

　充じゆう分ぶんな手て応ごたえを感じ、正直ホッとする。冒険者の基本的な技術や、心構え、注意すべきこと、魔ま獣じゆうとの効率良い戦い方など学ぶべきことはたくさんあるだろうからな。

　普通ならそれを自分で経験し学んで行くのだろうけど、冒険者は一歩間違えれば死だ。そのノウハウを先達に教えてもらえるなら、それはかなり強力な武器となるだろう。

「ところで公王陛下におかれましては、魔王国ゼノアスの姫ひめと婚約なさったそうで」

「うぐっ、相変わらず情報が早いですね……」

　やんなっちゃう。まあ、ギルドは情報が命のところもあるからなあ。ゼノアスにも潜もぐり込んでる情報源がいるのだろう。正確には桜のお母さんであるフィアナさんが魔王陛下と結婚していないので、姫ではないのだが。

「それでですね、少々お願いがございまして」

「なんです？」

　レリシャさんが語った内容は、つまるところゼノアスにも冒険者ギルドの支部を置きたいということであった。その橋はし渡わたしをして欲しいとのことだが、またあの魔王陛下に会わないといけないと思うと少々げんなりしてしまう。

　確かにゼノアスに感知板タブレツトが無かったせいで、さしたる準備もなしにギラとやり合うはめになったわけだが。

　ゼノアスにもフレイズの襲しゆう撃げきが無いとも限らないからな。必要なことだろうなあ。

　結局レリシャさんの頼みを引き受け、後日、再びゼノアスへ向かうこととなった。

　ギルドのことは、レリシャさんと共に桜も連れて行ったので、あっさりと承しよう諾だくされた。チョロい。

　その後で魔王陛下が桜にいろいろと話しかけていたが、桜に『ウザい』と切り捨てられていた。

　凹へこむ魔王陛下を見ながら、将来、娘むすめを持つことに一いち抹まつの不安を感じてしまう。あれが未来の自分の姿かもしれない、と思うとなあ……。

　桜に魔王陛下になるべく優しくしてあげたら、と諭さとすと、これ以上どうしろと？　みたいな返事をされた。

　ぬ、う。







幕間劇　父と娘。







「さて、これで桜さくらさんも冬とう夜やさんの婚約者になったわけですが」

　切り出したユミナの言葉に桜が無言でこくんと頷く。

　バビロンの『庭園』には、お茶を楽しむための四阿あずまや……ガゼボがいくつか存在する。その中でもこの白い九角形の大きなガゼボは彼女たちのお気に入りだった。周囲を様々な花が百ひやつ花か繚りよう乱らんとばかりに咲さき乱みだれ、清せい涼りような水が水路を流れている。『庭園』の中でも一番華はなやかな場所であった。

「バビロン博士の予言した九人が揃ったということは、これで打ち止めということですよね？」

　どこかホッとした表情でヒルダが胸をなで下ろした。変な女が割り込んでこなかったことに安あん堵どしているのだろう。

「どうかしら。未来は揺ゆれ動うごくらしいから、安心はできないわ」

　すました顔で円えん卓たくの上の紅茶を飲むリーン。

「ずいぶんと余よ裕ゆうでござるなあ……」

　リーンの言葉を受けて、むむ、と八や重えが眉まゆ根ねを寄せる。

「油断するな、ということよ。私も色いろ恋こいには鈍にぶい方だけど、貴女あなたたちの数十倍は生きてきたから、そういった場面をいくつか見たわ。愛が冷めるところも裏切られるところもね。彼かれの愛を『当然のこと』と思ってはダメ。彼にずっと好きでいてもらいたいなら、好きでいてもらえる努力をしなさいってこと。ま、これは男女お互たがいにだけど」

「ふわ……。花か恋れんお義姉ねえ様みたいですわね、リーンさん……」

　感心したようにルーがため息を漏もらす。実はその花恋の受け売りだったりするのだが、リーンは素知らぬ振ふりで紅茶を飲む。ここらへんはちょっとした年上の見み栄えというものであった。なんだかんだいいつつも、自分だけ歳が離はなれていることが彼女にとって小さなコンプレックスなのである。

「何はともあれ、ここにいる九人は同じ冬夜さんの婚約者で同志です。お互いの足りないところを補って、夫を支えていきましょう」

「そうね。なんだかんだで抜けているところがあるからね、冬夜は」

「ですわね。それともうちょっと落ち着いてもらえると助かるのですけれど」

　ルーが頬ほおに手を当てて、はぁ、とため息をひとつついた。

「何かあったのでござるか？」

「いえ、冬夜様は【ゲート】を使えるからか、ほいほいと他国へ行ってしまうではないですか。そしてそこの国で起こった問題をさらりと解決してきたり。国としていろいろと、こう……手順というものがあると思うんですけれど」

　本来ならば交渉により、相手国から金銭なり有利な条件などを引き合いにできる立場にいながら、冬夜は一いつ切さいそういったことをしない。彼にとっては本当に『ついで』に解決したに過ぎないのだが、王家に育ったルーとしては思うところがあるのだろう。

「でもそういうところも含ふくめて冬夜さん、ですから」

「わかっておりますわ。私わたくしも冬夜様のそういうところを好ましく思っておりますし。ただ、利用されるようなことがあっては……と、ちょっと心配なだけですわ」

「お人ひと好よしじゃからのう、冬夜は。本来ならば国王など全く向かん性格じゃろ」

　スゥが中央に置かれた皿からクッキーを一枚手に取り、パクリと食くらいつく。

「ダーリンに王様らしくしろって方が土台無理なのよ。着る服からして冒険者時代のままだもの」

「あー、あれね。『キンキラした服は好みじゃない』とか言ってたわね、確か」

　エルゼがそれを思い出して苦く笑しようする。確かに一国の王が着る服は金銀の刺し繍しゆうが施ほどこされ、派手なものが多い。しかしそれは威い厳げんとか豊かさとかをアピールするものであり、必ずしも国王本人の趣しゆ味みというわけでもないはずだ。

「たまには、キチッとした格好の冬夜さんも見てみたいです、けど」

「そうですね。騎き士し鎧よろいとかお似合いかと」

「え、そっち……？」

　リンゼがヒルダの返しにびっくりしている。騎士王国レステイアではそれがスタンダードなのだろうか。

「鎧武者の姿なら先日見たでござるが、仮面が全部台無しにしてたでござるからなあ」

　腕うでを組み、むむむと首を傾かしげる八重。

「着き飾かざらぬ方が冬夜らしくて良いではないか。微び妙みように垢あか抜ぬけて、変な女がまとわりついたらそれはそれで面倒じゃ」

「ん。面倒」

　スゥの発言に大きく桜が頷く。これに関しては他の者も、確かに、と考えを改めた。

「ところで、その冬夜さんは今日はなに、を？」

「えっと、確か今日は魔王国ゼノアスの方へ。先日の支配種襲撃で万魔城パンデモニウムが壊こわれてしまいましたからその修しゆう繕ぜんにと。冬夜様もかなり壊したようですし」

　リンゼの質問にヒルダが答えながら苦笑を浮うかべる。冬夜とギラの戦いはゼノアスの王宮である万魔殿パンデモニウムに多大な被ひ害がいを与あたえた。改修工事はすぐに始められたが、その手伝いに冬夜が名乗りを上げたというわけだ。

「言ってるそばからこれですわ。本当に少し落ち着いていただきたいのですけれど」

　ふう、とルーが再びため息を漏らす。

「桜は付いて行かなかったの？」

「魔王がウザいから行かない。行ったら絶対面めん倒どうなことになる。断言する」

　桜がぶすっと顔を背そむける。やはりそう簡単に親子関係を構築できるものではないようだ。今まで父親として接してこなかった魔王の手のひら返し（それにもきちんと理由があるのは桜もわかっているのだが）に、正直戸と惑まどいを感じている部分もある。が、それ以上にベタベタと付きまとってくる魔王がウザかった。

「まあ、世の父親というものはそういった人も多いでござるから……」

「冬夜さんもあんな風になるんでしょうか、ね？」

「なるような気がするわね。みんなも気付いていると思うけど、ダーリンは身内にはとても甘あまいわ。娘なんかできた日には魔王以上に溺でき愛あいに溺愛しそう」

「あー、目に浮かぶわね。かなりの親バカになりそう」

　わいわいとその場にいない婚約者とうやを肴さかなに、女子だけのお茶会は続いていく。のちに、『王妃たちのお茶会クイーンズテイーパーテイー』と呼ばれる定期会の始まりであった。







◇　◇　◇







「なんとか終わりが見えてきたな」

　元どおりになりつつある万魔殿パンデモニウムの塔とうを見ながら僕は一人つぶやいた。

　あそこはギラの粒りゆう子し砲ほうで吹ふっ飛とんでしまったからなぁ……。人がいなくてよかったよ。

　バビロンの『工こう房ぼう』を使えばこれぐらいの修復、あっという間に終わらせられると思ったのだが、ブリュンヒルドの城やエンラッシュ島に架かけた橋のように、こちらで勝手にデザインするわけにもいかないようだったので、お手伝いするに留とどめている。

　具体的に言うと石材を時間制限付きの【グラビティ】で軽くしたり、細かい装そう飾しよくを【モデリング】で加工したりといった感じだ。

「さすが公王陛下。瞬またたく間まに万魔殿パンデモニウムも元どおりですな」

「あ、ども」

　振り返かえり、声の主に頭を軽く下げる。ダークエルフのシリウスさんだ。ウチの騎士団に入ったスピカさんの父親で、魔王国ゼノアス五大貴族のひとつ、フレンネル家の当主でもある。見た目はすごい若いんだけどな。

　フレンネル家は代々『盾』を用いた特とく殊しゆな武術を操あやつる家系で、その技は常に魔王家を守護するために使われてきた。いわばボディガードの一族なのである。

　王家の者にそれぞれ一人ずつ、同年代、同性の者がその任に当たる。桜の護衛はスピカさんが務めていた。

　当然、当主であるシリウスさんにもその対象はいる。で、そのご本人は苦虫を噛かみ潰つぶした顔で、シリウスさんの後ろから僕を睨にらんでいた。

「なあ公王……。なんでだ？　なんでファルネーゼが来ていない？　魔王国に来るのだから、そこは貴き殿でんが気を利きかせて連れて来るのが筋ってもんじゃないのかねぇ？　母親であるフィアナも一いつ緒しよに連れて来るとか考えつかなかったか？　まったく気の利かない若造だ……」

「あのなあ……」

　呪のろいの言葉を吐はくように、魔王陛下がさっきからブツブツと愚ぐ痴ちを繰くり返している。

　そんなんだから娘が避けるんだよ。いや実際、僕もちゃんと誘さそったよ？　魔王国ゼノアスに行くけど、桜も一緒に来る？　って。そしたら『魔王がいるからヤダ』って言われたんだよ。原因はアンタです。

「まあまあ、魔王陛下。公王陛下のおかげで早く万魔殿パンデモニウムが元に戻もどったではありませんか。感謝しなくては」

「む。それについては感謝している。公王よ、助かった。ありがとう」

「いえいえ、僕が壊したところもありますし」

　ほとんどはギラのアホがぶっ壊したんだけどな。あの野や郎ろう、暴れまくりやがって。

　その後の調査によると、ギラが出現した場所はここから北にある山中らしかった。山がひとつ吹き飛び、そこから一直線にここへやってきたらしい。

　フレイズは人の心音を感知できるらしいから、それを求めて人が多いここへ来たんだろうな。

「ともかく万魔殿パンデモニウムが元に戻ったのです。もうすぐお昼ですし、お祝いに食事といこうではありませんか」

「うむ、そうだな。公王には娘のこともゆっくりと聞かねばならぬしなぁ……」

　ゆらり、と魔王陛下が僕ぼくの肩かたをポンと叩たたく。目が笑ってないんスけど！










　迂う闊かつ。

　自らの迂闊さを呪う。ホイホイと会食なんかに乗るんじゃなかった。三十分前の自分を殴なぐってやりたい。

「どうした公王。食事が進んでおらぬようだが」

「いえ、なんでもありません。ははは、美味おいしそうです、ねぇ……」

　目の前に置かれたスープを掬すくった匙さじを持ったまま、僕は固まっていた。紫むらさき色いろの液体の中をかき混ぜて匙を持ち上げると、ビー玉くらいの大きさの目玉が一緒に持ち上がってきたのだ。匙を放ほうり投なげなかった自分を褒ほめてやりたい。

　会食にはゼノアスにおける郷土料理が振る舞まわれた。……郷土料理が振る舞われた。大事なことなので二回言いました。

　ゼノアスは生物が生きていくには過か酷こくな環かん境きようである。当然農作物もあまり育たない。そういった背景もあってか、食えるものはなんでも食う、食えなくてもなんとか食えるようにする、といった風潮があった。味など二の次、食えるならそれで満足というスタンスだ。

　だから魔獣などの肉も平気で食う。食える部分は全すべて利用する。僕の目の前にある、『パープルリザードのとろとろスープ～目玉添ぞえ～』もそういった中で生まれた料理なのだろう。

　とりあえず目玉は無理。食べたら美味うまいのかもしれないが、ビジュアル的に無理。ヘタレですが、なにか!?

　匙を下げ、目玉をスープの海に沈しずませる。そして今度はスープだけを掬う。紫色で毒の沼ぬま地ちみたいな色をしてますけど……。匂においもなんかツンとくる匂いなんですが！　練習後の柔じゆう道どう部員が横にいるような気がするんですが！

「どうした？　飲まんのか？」

　魔ま王おう陛下のせっつくような声に、えいや！　とばかりに覚かく悟ごを決めて、匙を口の中へと運び入れた。

　瞬しゆん間かん、目の前の風景がグニョリと歪ゆがんだ気がした。なんだこの味は。苦い？　いや、しょっぱい？　酸すっぱい？　わからん！　ニガじょずっぱい！

「どうだ？　なかなかの味だろう？　ゼノアスでも滅めつ多たに食べられぬ珍ちん味みだぞ」

「……なかなか……。震ふるえが止まらないほどの味で……」

　手がカタカタと震え、変な汗あせが出てきた。これ以上は命に関わるかもしれん！

　こっそりと【ストレージ】を開き、テーブルクロスで隠かくれた足あし下もとに木製の深皿を取り出す。次に小さな【ゲート】を自分の口の中に気付かれぬように開き、飲むフリをして木皿の方へと転移させた。味はクリアできるが匂いがキツい！

　黙もく々もくとスープを片付けていると、食堂の扉が開き、シリウスさんが入ってきた。

「遅おくれて申し訳ありません。片付けねばならぬ書類がひとつありまして……おや？」

　遅れてきたシリウスさんが僕の方の皿を見て動きを止める。

「それ、『パープルリザードのとろとろスープ』ですか？」

「あ、はい。いただいてます……」

「よく食べられますね。魔族でもほとんど食べられないのに」

「…………なんですと？」

　シリウスさんの言葉にピタリと匙を止める。

「ゼノアスの郷土料理で滅多に食べられない珍味なんじゃ？」

「珍味……まあ、好きな者は好きでしょうが、ほとんどの魔族は食べませんよ。千年以上も昔の話ですけど、とある部族では成人の儀ぎでこれを飲み切らないと大人として認められなかったとか聞きますね。ま、一種の度胸試しだったんでしょうけど」

　度胸試し？

　シリウスさんが笑って答えるのを聞きながら魔王陛下に視線を向けると、そっぽを向いて口笛を吹いてやがった。にゃろう……確信犯か！

「余は好きだぞ、このスープ。うん、美味い美味い。公王も気に入ってくれたようでなにより」

「魔王陛下の一族は味覚をある程度カットできる技を持っているからでしょうが。私たちダークエルフはそんなマネできませんよ」

　こんにゃろ……。単なる嫌いやがらせか！　ようし、そっちがその気なら……。

「おっと、そういえば昼食にと桜から弁当を渡わたされていたのを忘れてた」

　ピクッと魔王陛下の手が止まる。

「ほ、ほぅ～……。ファルネーゼの手作り弁当とは……は、は、は……羨うらやましいことだな……」

　引きつった笑えみを浮かべ、魔王陛下が顔を上げる。おお、動どう揺ようしとる動揺しとる。僕は【ストレージ】からバスケットに入ったサンドイッチを取り出した。

「よかったら魔王陛下もどうですか？」

「そ、そうか!?　それほど言うのならひとついただくとするかな！　ファルネーゼの手作りとなれば、父親である余が食べるのは当然のことであるし！」

　嬉うれしそうにいそいそとこちらへやってくる魔王陛下。ふっふっふ。娘からの手作りと言えば味覚をカットなどできまい。

「その唐から揚あげなんか自信作って言ってましたよ」

「おお、そうか！」

　バスケットを覗のぞき込む魔王陛下に、仕切られたところに詰つめられた鶏にわとりの唐揚げを指し示す。

　魔王陛下は楊よう枝じが刺さされたそれを手にすると、嬉しそうにパクリと口に入れた。

「ッ……！　ふっ、ふぁいあぁぁァァァァァァ――――――――――ッ!?」

　口から火を吐かんとばかりに魔王陛下が天に向けて絶ぜつ叫きようする。顔は歪み、涙なみだを流して、犬のように舌を出していた。

「あっ、その唐揚げはエルゼが作ったやつだった。いっけねー」

　てへぺろ、と舌を出して魔王陛下に謝罪する。

　エルゼの作った例の唐揚げは拷ごう問もん級の辛からさを誇ほこる。そんな危険物でも婚約者の作った料理を捨てるなんてことは僕にはできない。有効活用？　ができてよかった。だがエルゼには内ない緒しよにしとこう。

　テーブルにあった水差しから直接グビグビと水を飲む魔王陛下。追っつかないのか、水差しに入っていた氷をも口に含み、ボリボリと噛み砕くだく。味覚カットの能力も限度があるらしいな。

　いや、確か味覚とは苦味、甘あま味み、酸味、塩味、旨うま味みの五つで、『辛味』というのは味覚ではなく痛覚だ、とか聞いたことがあるな。それか？

「ふ、ふふ……。なかなか……個性的な味ではないか……」

「いやいや。このスープほどではないと思いますけどねぇ……」

　引きつった笑顔で感想を交かわし合う。義父となる人物の中で、この人が一番年上のはずだが、どうにも同年代のような気がしてならない。この人とはこういったことを何度もする間あいだ柄がらになりそうだ。

「一国の国王同士がなにやってるんですか……」

　呆あきれたようにシリウスさんがため息をついた。







◇　◇　◇







「よし、みんな揃ったね」

「はい。少しの間でしたが里帰りができて嬉しかったです」

　僕の目の前には、魔王国ゼノアス出身のみんなが揃っていた。ヴァンパイア族のルシェード、ラミア族の双ふた子ご・ミュレット＆シャレット、オウガ族のザムザ、アルラウネ族のラクシェである。

　桜には断られたが、どうせゼノアスに行くのだからと他ほかのゼノアス出身者に声をかけたのだ。ちなみにダークエルフのスピカさんにも聞いたのだが、桜が行かないのであれば行く理由はないと断られた。

　わずか数時間の帰郷では悪いので、有給休きゆう暇かを与えて、一昨日からゼノアスに【ゲート】で連れて来ていたのである。

「お、おら、母ちゃんにお土産みやげ持ってったら喜ばれたです。ブリュンヒルドの騎士だって言ったら、弟たちも、すげえ、すげえって」

「そりゃあよかった」

「私たちなんか帰ったら親が結けつ婚こんはまだか、卵はまだか、ってうるさくて最後は逃にげて来ましたよ」

「ねえー」

　ザムザの話にほっこりしてると、ラミア族の双子が親の愚痴を飛ばしてきた。どこもおんなじなんだな。しかし、ラミア族って卵らん生せいなのか……。

　とりあえずブリュンヒルドへ帰き還かんするため、【ゲート】を開き、みんなと転移する。

　魔族のみんなは魔王国のお土産を持って、騎き士し団だん宿舎へと帰っていった。魔王国のお土産って、あのスープみたいな料理じゃないよな……？

　実は僕も魔王陛下にお土産を持たされたんだけど……。桜や婚約者たちみんなにって言われたけど、果たして渡していいものかどうか……。ま、まあ、あれだけ溺愛している娘に変な物は贈おくるまい。

　バビロンの『庭園』へと【ゲート】で転移する。

　花に囲まれたいつもの場所でみんながお茶会を楽しんでいた。やっぱりここか。

「ただいま」

「冬夜！　ゼノアスから今帰ったのか？」

　スゥが立ち上がり出で迎むかえてくれる。おっと、タックルは禁止だ。

「なんとか万魔殿パンデモニアムを直してきたよ。いや、面めん倒どうだった」

「お疲つかれ様さま、です」

　リンゼが微笑ほほえみながらねぎらってくれる。うん、これだけでも働いた甲か斐いがあるってもんだ。

　おっと忘れないうちにお土産を渡さなければ。【ストレージ】から厚紙でできた箱を取り出だす。

「桜、これ魔王陛下からお土産にって」

「長ったらしい手紙とか付いてるならいらない」

　うわあ。警けい戒かいされてますぜ、魔王陛下。っていうか、手紙とか送ってるのか。

　そういやゼノアスにも『ゲートミラー』を渡したから、高こう坂さかさんのところに手紙が来ててもおかしくない。高坂さんから桜へ魔王陛下の手紙が渡ったのかな。……その場で捨てそうな気がしないでもないが。

「手紙とかは別に……あれ？　あった」

　箱の側面に同じ色の封ふう筒とうで貼はってあるからわからなかった。でも別に分厚い手紙ってわけでもなさそうだけど。

　箱から封筒を剥はがし、裏返してみると『公王陛下の奥おく方がた様たちへ』とある。あれ？　桜あてじゃないのか？

　これってユミナたちのこと……だよな？　まだ奥方ではないのだけれど。

　僕が戸惑っていると、リーンが手紙を取り上げて開封してしまった。素す早ばやい。

「『ファルネーゼ様の大好物だったお菓子を贈ります。皆みな様さまでお召めし上あがりくださいませ。スウェラ・フレンネル』……？」

　リーンが手紙を読むや、桜がテーブルに置いていた箱を手元へ手た繰ぐり寄よせ、リボンをほどいてぱかりと開けた。

　中には円形の大きなパイがひとつ入っていた。上にはびっしりと赤いラズベリーが載っている。

「おお！　美味そうでござるな！」

「ラズベリーパイです、ね」

「ん。スウェラがよく作ってくれた。私の大好物」

　そうか、スウェラさんってスピカさんのお母さんだ。シリウスさんの奥さん。ってことはこれは魔王陛下からのお土産じゃなくて、スウェラさんからのお土産ってことか？　だったらそう言えよ……。

「一応ふたつ預かって来たんだけど……」

「じゃあそっちは後でお母さんとスピカに持っていく。こっちはみんなで食べる」

　なるほど。フィアナさんやスピカさんも食べたいだろうからね。

　僕を含めて十人いるから丸いパイを十等分しなきゃならない。ちょっと面倒だな……。あ、確かケーキを均等に取り分けるアプリがあったような……。

　スマホで検けん索さくをかけたらすぐに見つかったので、そのアプリをダウンロードし、真上からパイを映しながら、画面に浮かぶガイドラインに沿って目印をつけ、丁てい寧ねいにナイフを入れていった。

　次々と皿に取り分けて、みんなの前へ配っていく。その間にルーが僕にも紅茶を淹いれてくれた。

「いただきます」

　フォークで切り分けてパイを口へと運ぶ。美味い。口いっぱいに甘あま酸ずっぱい味と香かおりが広がる。パイも美味いが上に載っているラズベリーもまた格別だ。

「美味おいしい！」

「美味いのう！　サクサクとしていて最高じゃ！」

「美味しい……。むむ……。私わたくしにも作れるでしょうか……」

　ルーだけはなにやら別角度から味わっているようだが、みんなスフィアさんのパイを気に入ったようだ。

「懐なつかしい……」

　薄うつすらと微笑みながら、桜が大切そうにパイを味わっていた。フレンネル家でずっと暮らしてきた桜には温かい家庭の味なんだろうな。

　みんながわいわいとラズベリーパイの感想を話し合う中、僕はパイの入っていた箱の蓋ふたの裏に、なにかふたつ折りにした紙が張り付いているのに気が付いた。

　なんだろうと剥がして開いてみると、そこには魔王陛下のサイン入りで、『ゼノアスへ帰ってくればいつでも食べられるぞ』と書いてあった。

　魔王陛下……。食い物で釣つろうとか……ちょっとセコくないスか……？

　楽しそうな桜を見て、これは見せない方がいいと判断する。大切にしているスフィアさんの思い出のパイを利用されたと知ったら、桜はますます魔王陛下を拒こばむようになりかねない。僕としてもそれは望むところではないしね。

「王様、どうしたの？」

「ん？　あ、いや、なんでもない」

　怪け訝げんそうにする桜に笑顔で返して、僕は手の中の紙を握にぎり潰した。今度魔王陛下に会ったら注意しといた方がいいかもなあ。

　あの人は今まで娘に関われなかった分だけ、早く取とり戻そうと焦あせっている気がする。だけど、グイグイと来られると桜は逃げるだけだと思う。急がば回れ。もっとゆっくりと関係を深めていった方が確実なんじゃないだろうか。

「桜は魔王陛下をどう思う？」

「ウザい」

　……先は長そうだが。







第二章　バビロンの復活







「へえ、そんな神力の使い方、初めて見たね」

　腕を組んで諸もろ刃は姉さんが感心したように僕を見る。

　神力を纏まとわせて放つ『神しん威い解かい放ほう』。神様たちは神界で、それを日常的に呼吸をするように行うらしいが、僕の場合、身体に負担がかかる。

　なので部分的に神力を引き出せないかと右手首より先だけに集中させ、神力の刃はを出現させてみた。

　初めはうまくできなかったが、コツを覚えたら楽にできるようになった。

　一応人に見られるとアレなので、城から離れた森の中で練習している。

「私たちは力を抑おさえるなんてことはしないから、思おもい浮かばない方法だね」

「毎回毎回髪かみの毛けが伸のびるのは勘かん弁べんだからね」

　とは言うものの、手からモサァと毛が生えたらどうしようと不安だったのは内緒だ。

「でもこれって集中してないと形を保つのが大変だな……」

　僕の右手から伸びる、光子剣ビームセイバーとでも言うべきモノは、ちょっと気を抜ぬくと、ゆらっと消えかかってしまう。

「何かを持ってそれに纏わせる方が楽だと思うよ」

　ひょいと諸刃姉さんがその辺にあった小枝を投げてよこした。

　それを受け取り、手の延長のように神力を伸ばしていく。ああ、確かに。形を保つことに気を取られないですむから楽だな。

　小枝を軽く振ってみると、森に生えていた大木があっさりとぶった切れた。おいおい、これって晶しよう剣けんより切れるんじゃ……。

　小枝を放り投げ、その辺にあった石を握ると、こっちもあっさりと粉々に砕けた。試しに左手でもやってみたが、こちらでは無理だった。

　うむ。右手首から先が別モノだな。さっき倒たおれた大木に右拳こぶしを打ち込んでみたが、痛みを感じなかったし、右拳がめり込んでいる。拳に纏わせた神力が、木を削けずり取っているようにも思える。押おし込めば貫かん通つうするんじゃないだろうか。

　本来、神力は地上で使うべき力ではない。ゆえに、姉さんたちも従属神絡がらみじゃなければ使わない。だけど僕はその埒らち外がいにいるため、例外のようだ。

　正直、使わないですむならその方がいいと思うけど、こないだのギラのような支配種が他にもいないとは限らない。いや、必ずいる。対たい抗こう策さくは多いに越こしたことはないだろう。










　城に戻ると桜さくらとリンゼが何やら中庭で話し合っていた。この二人は性格が似通っているところがあるからか、けっこう仲がいい。どっちも人見知りだけど、リンゼは消極的、桜は無関心といった方向の違ちがいはあるのだが。

「なにしてんの？」

「王様」

「あ、冬とう夜やさん。桜ちゃんが魔ま法ほうを習いたいっていうから、属性を調べてたんですよ」

　ああ、あの魔石で判別するやつか。僕も最初にやったなあ。

　魔族はあまり魔法を使わない。『使えない』のではなく『使わない』のだ。なぜなら魔法など使えなくとも、彼らには優すぐれた種族特性があるからだ。オウガ族は人間の何倍もの膂りよ力りよくを、アルラウネ族は樹木を操る力を、ハーピィ族は高速で飛べる翼つばさを持っている。

　結果、魔族はあまり魔法の適性を持たなくなった……という説もあるらしい。実際は魔法に長たけた魔族もいるけどな。

　桜はその生おい立たちゆえ、今の今まで魔法の適性を調べたことはなかったんだそうだ。【テレポート】が使えるから（正確にはまだ使いこなしてはいないが）、最低でも桜には無属性の適性はあるはずだけど。

「それで適性はいくつあったの？」

「無属性と水属性、それと闇やみ属性ですね」

　へえ。三つもあるのか。なかなかだな。だけど無属性は基本的に個人魔法で、通常は一種類しか習得できないから、実質ふたつかな。

「魔ま力りよくもかなりあるみたいです。さすがにリーンさんほどはないですけど、私よりは多いかと」

　まあ、魔族の頂点に君臨する魔王族だからな。それぐらいはあるだろう。っていうか、リーンはそれ以上なのか……。まあ、向こうも魔法に長けた妖よう精せい族の長だったわけだしな。

「水属性は私が教えてあげることができますけど、無属性は自分で覚えるしかないですね。こっちは魔力の使い方さえ覚えれば問題はないと思いますが、闇属性はユミナか冬夜さんに教えてもらうしかないと……」

　そうか、リーンは闇属性を持ってないんだっけ。

　ちなみに僕らの属性は、




冬夜　■全属性

エルゼ　■無属性 （【ブースト】）

リンゼ　■火、水、光属性

ユミナ　■風、土、闇属性

八や重え　■無し

ルー　■無し

スゥ　■光属性

ヒルダ　■無し

桜　■水、闇、無属性 （【テレポート】）

リーン　■火、水、風、土、光、無属性 （【プログラム】、【トランスファー】、【プロテクション】）




　と、こうだ。




　あれ？　確かリーンって四つ無属性を持ってるとか前に言ってたような。ひとつ足りんな。妖精族は無属性魔法に適性が高いから大体ひとつは持ってるとは言ってたけど。

「あら、みんな集まって何してるの？」

　おっと、噂うわさをすれば影かげ。ご本人がやってきた。当然、ひょこひょことポーラもやってくる。

　おっす！　と言うように、しゅたっと腕を上げるポーラ。相変わらず元気だな。いや、ぬいぐるみに元気とか不調とかあるのかわからんが。

「リーンの無属性魔法って四つだったよね？【プログラム】と【トランスファー】、【プロテクション】と、最後のは？」

　疑問に思ったことを率そつ直ちよくに聞いてみた。何も隠すことではないはずだ。

「あら、言ってなかったかしら？　あなたの【サーチ】と同じ探たん索さく系の魔法でね、【ディスカバリー】って言うんだけど」

　ディスカバリー。『発見』とかいう意味だったか？

「見つけたいものを明確にイメージすることで、その場所がだいたいわかるのよ。といっても本当に詳くわしく思い描えがかないと効果が薄うすいから、使いどころが難しいんだけど」

「そうか？　探し物に便利そうだけど」

「例えばテーブルにリンゴが置いてあったのに無くなって、私がそれを【ディスカバリー】で探したとする。何も変わってなければ見つけることができるかもしれないけど、もしもあなたが一口でもこのリンゴを齧かじってたらアウトね」

　え、それだけでダメなのか？　対象物の齟そ齬ごが効果を薄めるってのは探索系によくある制限だけど。

「正確に言えば、リンゴだと他のリンゴもひっかかる可能性があるから、どのみち見つけにくいんだけど。私もどっかに行ってしまったポーラを捜さがすくらいにしか使わないわ」

　迷子探しか。んー、確かに使いどころが難しいかな。元いた世界なら、間ま違ちがいなくテレビのリモコンとか、家や車の鍵かぎ、携けい帯たいなんかを探すのに使ってるな。おや？　便利じゃんか。

　リーンの謎なぞも解けたところで桜の魔法の練習に戻る。

　闇属性については現代では『召しよう喚かん魔ま法ほう』としか認にん識しきされていない。

　リザードマン、シルバーウルフなどは別世界のどこからか呼び出され、契けい約やくがなると、その時々に合わせて呼び出される。

　琥こ珀はくたちも向こうの世界（仮に幻げん獣じゆう界かいと名付けるが）から、何十年かに一回くらいは召喚されたりもしてたらしいが、大たい概がいはランダムに呼ばれた偶ぐう然ぜんで、相手は契約するほどじゃなかったらしい。

　ちょっと思ったんだが、この世界にいる魔ま獣じゆうってのは幻獣界から流れて来た奴やつらの末まつ裔えいってことなんじゃないだろうか。

　例えば召喚したシルバーウルフが、こちらの世界で狼おおかみと子を残し、元の世界に戻る。生まれたその子は狼とは別の種、つまり魔獣の誕生というわけだ。だとしたら召喚魔法のせいで今も魔獣が蔓延はびこる世界になっているのかもしれない。

　まあ、確かめる術はないし、だからといってなにができるわけじゃないんだが。

　闇属性には召喚魔法の他にも種類がある。

「精神に影えい響きようする【混乱コンフユージヨン】や【睡眠スリープ】、【誘惑テンプテーシヨン】なんかも闇属性よ。これらはすでに失われた古代魔法に分類されるんだけど、『図書館』に魔導書があったから覚えられるわ。言っとくけど精神系は魔力の高い人間には効かないわよ？」

　桜が残念そうな顔で僕を見る。【テンプテーション】でも使う気だったのか。まあ、すでにここにいるみんなにはかけられているようなもんだが、言わずにおこう。照れくさい。

「とりあえず試しに何か召喚してみたら？　魔力を操る練習にもなるし」

「ん。やってみたい」

　桜が小さく頷うなずく。リーンが召喚の手順を教え、その間に僕とリンゼが召しよう喚かん陣じんを中庭に描く。ポーラも手伝ってくれた。よくできたぬいぐるみだ。

　準備が整い、桜がリーンの指導のもと魔力を流し込みながら集中している。魔法陣の中には薄らと黒い靄もやが漂ただよい始め、次し第だいにそれが円陣の中心に集まり始めていた。

「どんな子が出てくるんでしょう」

「ちょっと楽しみだよね」

　ポーラを抱だいたリンゼと小さな声で囁ささやき合う。歌が得意な桜だから、セイレーンとか？　合唱隊とかできたら面白おもしろそうだが。

　やがて黒い靄もやが晴れると、そこにうずくまっていた小さな影は、勢いよく立ち上がり、細身の剣を抜いて天高く掲かかげ、叫さけび始めた。

「猫ねこは人のために！　人は猫のために！　天知る、地知る、猫が知る！　我わが猫ねこ騎き士し道どう、とくと御ご照しよう覧らんあれ！　ニャ！」

　長なが靴ぐつ。長い羽はね飾かざりのついた帽ぼう子し。手て袋ぶくろ。マント。レイピア。鞘さや付きのベルト。そして黒猫。ずいぶんとテンション高いけど、こいつって……。

「ケット・シー。猫の召しよう喚かん獣じゆうね」

「おっと、猫騎士だニャ。そこ大事ニャところだからニャ」

　リーンの解説に訂てい正せいを入れる猫騎士。語ご尾びに『ニャ』がつくのかよ。

　大きさは普ふ通つうの猫と変わらないけど、こいつ戦えるのか？　喋しやべる召喚獣ってのは珍めずらしいけど。

「あなたと契約をしたい。条件を提示して」

　桜の言葉に猫騎士は仰ぎよう々ぎようしく帽子を脱ぬいで一礼すると、

「条件ニャどとんでもニャい。か弱き女性を助けるは騎き士しの務め。貴女あニヤたに喜んで剣を捧ささげましょう、ニャ」

「男なら？」

「引ひっ掻かいて帰るニャ」

　突っ込んだ僕にしれっと答える猫騎士。おい、それは騎士道なのか？　ずいぶんとフェミニスト気取りだが、こいつオスか。

「なら名前をつければ契約は完かん了りようよ」

「名前……王様、なんかいいのない？」

　リーンの説明を聞いて、桜がこっちに振ふってきた。

　ところがケット・シーがちっちっちっ、と指を横に振って待ったをかける。いちいちキザっぽい。ちょっとイラッとするな。

「男に名付けられるニャんて、ゴメンだニャ。こう見えても我わが輩はい、気位が高いからして。どこの馬の骨ともわからん輩やからに、」







[image: ]







「……【ゲート】」

　ケット・シーの目の前に【ゲート】を開き、琥珀を呼び寄せる。

　いきなり現れた琥珀を見た瞬間、気取っていた猫騎士の動きがピタッと止まった。やがて身体がガクガクと震え出し、歯がカタカタと鳴り出した。全身の毛という毛が逆立ってボワッとなっている。

「ニャ、ニャ、ニャんで、『白びやく帝てい』がっ……！」

『主。なんですか、この猫は？』

「桜の召喚獣だよ。お気きに召さないようだけど、今から僕が名前をつけてやろうかと思ってさ」

　ジロリと琥珀が睨にらむと猫騎士がものすごい勢いで平へい伏ふくし、額を地面に擦こすり付つけた。

『我が主が名付けるのが不服なのか？』

「と、とんでもこざいませぬ！　ニャ、ニャにとぞご随ずい意いに！　ニャ！」

　ものすごい手のひら返しだな。さて、じゃあ名前を付けてやるか。

「ニャンタロー―――――」

　と、僕がつぶやくと、ケット・シーが見せた絶望感溢あふれる顔にちょっとおかしくなる。猫のくせに表情豊かな奴だ。

「と、ダルタニャン、どっちがいい？」

「ダルタニャンの方でお願いします、ニャ！」

　平伏する猫騎士に桜が命名すると、ホッとした様子で魔法陣の中から出てきた。若じやつ干かん、僕と琥珀からは距きよ離りを取っているが、まあ、仕方ないだろう。

「ところで桜、ニャンタローの消費魔力ってどれくらい？」

「ん。それなり。一時間も持たないと思う」

「名前が変わってるニャ！　ニャンタローじゃニャくて、ダルタニャン、ニャ！」

　わかってて言ってるんだよ。本名ダルタニャン、通つう称しようニャンタローだ。

　僕はポケットからみんなにも渡してある指輪を取り出して、桜に渡す。桜は照れながらも受け取ってくれた。

「この指輪に魔力が蓄たくわえてあるから、ここからニャンタロー用に魔力を引き出して渡すといい。半年くらいは持つと思う。なくなったらまた補ほ充じゆうするから言ってくれ」

「ん。ありがと」

「ダルタニャン、ニャ！」

　まだ言ってる。けっこう面白い奴だから常じよう駐ちゆうさせておこう。スピカさんと同じく、みんなの身辺警護役にできたらしめたもんだ。諸刃姉さんのところに叩たたき込めば、猫だろうがなんだろうが鍛きたえ上げ、スーパー・ケット・シーにしてくれるだろう。

　抗こう議ぎの声をあげるニャンタローをまあまあ、といった感じで肩かたを叩くポーラ。

　意外とこの二匹ひき、いいコンビになるんじゃないか？　とか考えていると、どこからか紅こう玉ぎよくが飛んできて、僕ぼくの腕うでにとまった。

「えええ、『炎えん帝てい』までいるニャ！　いったいどうニャっているニャ、ここは!?」

　腰こしを抜かしているニャンタローを一いち瞥べつし、そちらには関心がなさそうに、紅玉が口を開く。

『主。最後の遺い跡せきらしきところが見つかりました』

「本当か？」

　それがバビロンの遺跡なら最後の『研究所』が発見できる。

　なんとなく『蔵くら』を発見して気が抜けてしまったが、やはり全部揃そろえた方がいいだろうしな。『研究所』は確か、シェスカたちバビロンナンバーズの生まれた場所で、医い療りよう関係や様々な実験施し設せつがあるところなんだっけか。

　どれ、じゃあ天空の城を完成させるとしますか。
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　この大陸の南西、ちょうど大樹海から西へ行くと、縦に長い大きな島と、その三分の一ぐらいの大きさの島がふたつ並んでいるのが見える。

　長い方の島はイグランド。小さい方の島はマルレット。ふたつの島を合わせてイグレットと呼ばれる王国だ。

　イグレット王国は特に突出した資源はないが、海に囲まれた温暖な気候と風ふう光こう明めい媚びな景色が素す晴ばらしい国なんだそうだ。

　文化的には遅れた田舎いなかといったところらしいが、そんなこの国でも他国に負けないものがある。

　それが海竜シーサーペントの存在である。

　この竜りゆうはイグレット近海に住み、イグレットの民たみから守り神として敬われている。百年ほど前にサンドラ王国が侵しん略りやくして来たときも、サンドラの船だけを沈しずめたと伝わる伝説の竜だ。

　この島では、海竜シーサーペントが見られた日は大漁になるという言い伝えもあるという。

「で、この海竜シーサーペントって知り合いなの？」

『はい。眷けん属ぞくの一匹です。もともと人と付き合うのが好きな種でありまして、大方その島の人間たちを気に入ったのでありましょう』

　竜がいると聞いて、僕は瑠る璃りをお供にそのイグレット王国へと向かっていた。空を飛ぶ巨きよ大だいな竜と化した瑠璃の背中に乗って、その島へと向かっている。けっこう楽ちんでいいな。風がキツイんでシールドを張ってはいるけど。

「お、見えてきたな」

　水平線の彼方かなたにポツンと島が見えてきた。あれがイグレット王国か。

『主。海竜が出迎えております』

「え？」

　瑠璃の声に眼下を見下ろすと、海面から一匹の竜が顔を覗かせていた。蛇へびのような体をくねらせて、海面を浮うき沈みしている。

　でかいな。瑠璃よりも大きい。海の中だと浮ふ力りよくがあるから、あまり体に負担がかからないので大きい生物が生まれやすい。そんな理由だろうか。

『久しいな。海竜』

『蒼そう帝てい様におかれましてはご機き嫌げん麗うるわしく。そして蒼帝様の主たる望もち月づき冬夜様、ようこそイグレットへ』

「あれ？　僕のこと知ってるの？」

『はい。ドラゴネス島での一件は竜の間で広められておりますゆえ』

　あらら。ずいぶんと噂になってたみたいだ。まあ島の半分以上の竜を倒したりしたからな。恨うらまれたりしてないのは、瑠璃のおかげってのもあるんだろうけど。

　基本的には竜は人と争あらそおうとはしない。それは人が本気で竜を倒そうとしたらかなり手て強ごわいことを知っていたからだ。ところが長い年月の間で、そういったことを知らない若い竜の暴走があの事件を生み出した。教育がなってなかったといえばそれまでなのだけど。

「にしてもよく僕らが来ることがわかったね？」

『炎帝様の使いの鳥に話を聞きましてございます。冬夜様のお探しの遺跡とやらは、自分のねぐらにしている洞どう窟くつの奥にありましたゆえに』

「あ、そうなんだ。じゃあ案内してもらおうかな」

『御ぎよ意い』

　ザザザッ、と反転して泳ぎ始めた海竜に僕らはついていく。

　海竜はイグレット王国の小さい方の島、マルレットの岸がん壁ぺきに近づくと、岩と岩の間にあった細い洞窟へと入っていった。僕たちも続いて洞窟の中を進んでいくと、かなり開けた場所へと出た。

　秘密基地みたいな場所だな。僕は瑠璃の背中から洞窟の岩場に降り立った。

『そちらの奥にある洞窟の先にお目当ての遺跡がございます』

　海竜の視線の先にはさらに奥に続く洞窟が見えた。なるほど、この先か。

　積もる話もあるだろうと、瑠璃を海竜のところへ残し、僕は一人で洞窟の奥へと進んで行く。

　潮が満ちればここも海の中になるのか、岩いわ肌はだがやたらすべすべして濡ぬれている。その通路のような洞窟をしばらく進んで行くと、奥にある物にようやく辿たどり着ついた。

　形としては真球。一見、直径五メートル以上もある黒い球体にしか見えないが、球の側面にビー玉ような魔石が埋うめ込まれ、細いスリットが幾き何か学がく模様のように入っている。

「とりあえず、これは魔力を流せってことなんだろうな」

　赤い魔石に火の魔力を流す。すると魔石から球体表面に延びたスリットに沿って、赤い光が走っていった。

　時折折れ曲がりながら、その光は一周して元の赤い魔石の場所へと帰ってきた。

　同じように青、緑、茶、黄、紫むらさき、と次々と光のラインが解放されていく。最後に無属性の白い光が球体に走ると、パズルのようにガシャガシャと表面がパーツごとにスライドして小さな入り口が開かれた。

　中へと足を踏ふみ入いれると静かに入口が閉まり、薄ぼんやりとした光の中、床ゆかに描かれていた魔法陣が見えた。バラバラの形で。

「ちょ、待てよ。これってば……」

　マス目にされたタイルのようなものに模様が描かれている。一個一個は独立していて、移動できるようになっていた。

　スライドパズル。よくある数字を正しく並べるアレだ。
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　となっている[image: ]の部分を抜いて、空いた空間を次々にスライドさせてバラバラにし、それを元に戻もどすというパズルだ。

　それが床に魔法陣で施ほどこされている。おそらく正しく並べたときに転移魔法が発動するのだろう。

　問題はパネルの数だ。数えてみたら10×10、百枚ありやがる。いや、正確には動かす隙すき間ま分、一個抜けてるから九十九枚だが。しかも数字ならまだしも、絵になるとスライドパズルはその難しさが跳はね上がるというのに。

「まったく面倒なことを……」

　ブツブツ言いながらも床のパネルをスライドさせていく。

　そういや昔、スライドパズルにはちょっとしたコツがあるってじいちゃんが言ってたな。
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　こういう並びにしたい場合、まず外側の、
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　を揃えていく。そして次にその内側の、
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　を揃え、最後に、
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　を揃えるのだ。この方法でやればどんな大きな数字でも完成させられる。

　問題はこれが絵のパネルだった場合だ。そのパーツが全体のどの部分かがわからないと動かしようがない。

　元絵があるとかなり助かるんだが……。

　黙もく々もくと時間をかけてパズルを動かしていく。あまりにも時間がかかるので、念話で瑠璃には先に帰ってもらうことにした。

　九十九枚ってのはやっぱり結構な数だな……。おまけに絵とかじゃなくて模様だからなあ、コレ……。隣となり同どう士しになるまでちゃんと合っているかよくわからんもんな。

　それでも地味な作業を繰くり返かえし、なんとかパズルを完成させると、床の転移陣じんから光が溢れ、僕は一いつ瞬しゆんにして転移させられた。







　いつもの光の渦うずに呑のみ込まれて、眩まぶしさに眩くらんだ目が慣れてくると、視界には見慣れたバビロンの風景が広がっていた。

　風に揺ゆれる木々の間から、白はく亜あの建物が見える。あれが『研究所』か。

　そこへ歩いていこうと転移陣から足を踏み出だすと、向こうの方から誰だれかが歩いてきた。『研究所』の管理人か。

　ふわっとした茶色の髪を三つ編みにしてまとめ、胸の前に流している。キビキビとした動きでこちらへと向かってくるな。見た目は僕よりひとつかふたつ上なくらいか。

「ようこそ、『研究所』へ。私はこの『研究所』の端たん末まつ、及および管理人、アトランティカと申しまス。ティカ、とお呼び下さい」

　礼れい儀ぎ正ただしく腰を曲げて挨あい拶さつする少女を見て、ちょっとたじろぐ。まるで社長秘書みたいな動きだ。ピシッとして真ま面じ目めそうな子だな。話し方も流りゆう暢ちようだ。ある意味、ガサツなモニカには苦手とも言えるか。

「ティカ、ね。よろしく。僕は――」

「望月冬夜様、でスね。お話は博士から伺うかがっておりまス」

「博士から？」

「はい。博士のお造りになった『未来視の宝玉』で、冬夜様が少なくとも『庭園』と『研究所』に来られることだけはわかっておられました」

　そういやそんなアーティファクトが『蔵』にあったなあ。僕が使おうとしても起動しなかったけど。『蔵』の管理人、パルシェが言うには、宝玉の力が及ぶ未来に、同じ生体波動、つまり全属性持ちがいないからだと言っていたが。

　つまりこれから先、最低でもあと五千年は全属性持ちは生まれてこないってことだ。歴史の流れが変わらなければ。

　ま、その魔道具はパルシェが壊こわしちゃったけどさ。

「それで冬夜様はいくつ『バビロン』を見つけられましたか？」

「ここで最後だよ。他ほかは全部見つけてドッキングしてある」

「なるほど。適合者としては充じゆう分ぶん。それでは『研究所』と私、アトランティカの譲じよう渡と、及びマスター契約を」

　そう言うとティカは胸ポケットから、丸い綿のような物が取り付けられた小さな棒を取り出して、手て渡わたしてきた。

「それを頬ほおに当てるように咥くわえてください」

　言われるがままに棒を咥え、しばらくしたら出すように言われた。

　出した綿棒の親分を受け取ると、ティカはパクッとそれを自分で咥えてしまう。

「登録完了。マスターの遺伝子を記き憶おくいたしました。これより『研究所』の所有権と、私、バビロンナンバー22、アトランティカはマスターに移い譲じようされまス」

「あ、あれ？」

「何か？」

「いや、別に……」

　今までみたいにキスじゃないんだな。いや、楽しみにしてたわけじゃないですけど!?　なんか拍ひよう子し抜ぬけしたというか。

　この子、真面目そうだからそういった行こう為いは線引きしてるのかもしれない。

「ではこちらへ。『研究所』を説明スる前にマスターにはしてもらいたい仕事がございまス」

「仕事？」

　ティカに案内されて『研究所』のひとつに入っていく。

『研究所』は幾いくつかの建物に分かれていて、それぞれの用よう途とによって使い分けるらしい。

　僕らが入ったのは第一ラボと呼ばれる場所で、ここでシェスカたちバビロンナンバーズが生まれたんだそうだ。

『錬金棟』にもあったでっかい睡眠カプセルのような物が、いくつも壁かべ際ぎわに設置されている。よくわからない発光する培ばい養よう液えきが透とう明めいな管の中を流れていたり、何かの素材がホルマリン漬づけのように浮いているカプセルなんかもあったりした。まさに怪あやしい『研究所』と言ったところだな。

　なんとなく人体実験施設のようで（そのままかもしれないが）、ちょっと居い心地ごこちが悪い。改造人間でも造ってそうな……って、造ったのか。目の前にいるわ。改造人間というよりは人造人間なんだろうけど。

　ティカは一番奥おくの部屋に設置されていた円えん筒とう形けいの機械の前まで僕を連れて行き、そこにあった棺かん桶おけの窓のようになっている部分を指し示した。

　ガラス越しに見えるのは、薄い緑色に光る溶よう液えきに浮かぶ幼い少女の顔。プラチナブロンドの髪は長いようにも見えるが、窓からは額から顎あごの部分までしか見えないのでなんとも判別しようがない。瞳ひとみを閉じているためわかりにくいが、どことなく目の前のティカ、いや、バビロンナンバーズのみんなに似ている。

「この子って……」

「バビロンナンバーズ、ラストナンバー29。私たちの最後の妹でス」

　やっぱり十人目がいたのか……。開発途と中ちゆうで放ほう棄きされたのか、なにか理由があって覚かく醒せいさせられなかったのか？

　そんなことを考えていた僕に、ティカが特大の爆ばく弾だんを投げつける。

「と、同時にこの子は我々の生みの親、レジーナ・バビロン博士でもありまス。マスターにはその覚醒を手伝っていただきたいのでス」

　…………………………え？
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「この子がバビロン博士……ってどういうこと？」

「はい。簡単に申し上げまスと、肉体を新たに培ばい養ようし、そこに博士の身体から摘出した脳を魔法で移植、融ゆう合ごうしてから最適化し、長い時間をかけて魔力同調させた個体がこれになりまス」

　げっ。クローン人間とかそういうのかと思ったら違ってた。脳みそそのまま移植してんのか!?

「でもこれ、見た目が完全に子供だけど……」

　少なくとも僕がシェスカに渡わたされた映像で見た姿は、二十代の姿だったはずだ。若返りはやはり女性の夢なんだろうか。いやでも、若すぎるだろ。

「それ以上成長させると魔力同調が難しくなり、博士の記憶が阻そ害がいされる恐おそれがありまスので」

「……大人の脳みそが子供の頭の中に入ったのか？」

「そこはこう、魔法でギュッと」

　ティカがまるでおにぎりを握にぎるような動きをしてみせる。……深く聞くのはよそう。グロそうな気がする。長年の経験から、魔ま法ほう技術に科学的常識とかそういったものが通じないのはもうわかってる。考えるだけ無む駄だだ。

　話を聞くと、どうも寿じゆ命みようで死んでから移植したわけじゃなく、生きてるうちに自らの意志でこうなったらしい。

　バビロンナンバーズの肉体は、普通の人間に比べてはるかに耐たい久きゆう性せいが高い。なんせファムの話を聞く限り、五千年稼か動どうし続けてたらしいからな。ほとんど不老不死じゃないのかと思う。エルフとか長命種の細さい胞ぼうを使っているのかもしれない。

「で、僕にどうしろと？」

「覚醒するための魔力を注ぎ込んでいただきたいのでス。元のバビロン博士と同じ生体波長を持つマスターなら、間違いなく目覚めさせることができまスので」

　ぐぬう。起こさない方がいいんじゃないかと思うんだけどなあ。絶対にめんどくさいタイプだよ、この人。

　今までの話を聞く限り、天才かもしれないが碌ろくでもない人種の匂においがぷんぷんする。どうしたもんかなあ～。絶対にとばっちりが来るのは僕だろうし。このまま静かに眠ねむらせてあげるってのもありなんじゃ？　うう～む。

「お悩なやみのところ申し訳ありませんが、時間がありませんので早くしていただけると」

「え？」

　僕がうんうん唸うなっていると、隣となりにいたティカが口を挟はさんできた。

「時間がないってどういうことさ？」

「マスターがここに転移したときから、このカプセルの生命維い持じ装置を停止させるタイマーが起動しておりまス。このままだと、あと五分で博士はお亡なくなりになるでしょう」

「なっ……！　なんだよ、それ!?　なんでそんなタイマーついてんの!?」

「博士の意思でございまス。ここで目覚めさせてもらえないのならば、生きていても意味はない、と」

　きったねえ！　僕が嫌いやがることに先んじて、手を打ってたな！

　うぬぬぬ……さすがに見殺しはできないし……くっ、こういう僕の考えも読んでの行動なんだろうな。思わず『おのれ、孔こう明めい！』とか言いそうになる。言わないけどさ！

「……どこに魔ま力りよくを流せばいい？」

「こちらにあるカプセルの魔石に手を当てて、少し流していただければ」

　ティカが指し示す水すい晶しようのような魔石の球に手を乗せて、軽く魔力を流す。

　すると、カプセルの周りの機械が点てん滅めつしたり、低い唸りを上げたりし始めた。水平だったカプセルが設置された台ごと自動で動きだし、垂直になっていく。

　カプセル内を満たしていた燐りん光こうを放つ水すい溶よう液えきが、ポンプによって排はい出しゆつされ、ガシュンッとなにかが止まるような音がした。

「生体波動正常値、魔力同調問題無し。身体機能正常に稼動中」

　カプセルの横にあるパネルをみながらティカがスイッチをパチパチと操作していく。最後に大きなボタンを押おすと、プシュッと空気の抜ぬけるような音がして、カプセルの蓋ふたが横にスライドし収納されていった。

　そこから現れたのは六歳さいほどの全ぜん裸らの少女。金色の髪かみが腰まで伸のびている。不思議といやらしい感じはしなかった。子供だしな。っていうか……。

「……なんでそんな鼻息荒あらくしてんの？」

「ハァハァ……。お気になさらず！　どうかお気になさらず！」

　フンスフンスと鼻息荒く、全裸の少女を凝ぎよう視ししている隣の三つ編み少女が鼻血まで流し始めた。お気になさらずって、気になるわ！　やっぱりこいつもまともじゃなかった！

　少女の目が開かれていく。金色の目をぐしぐしと擦り、周りを見み渡わたし始めた。やがて目の前にいる僕に気づくと、ニンマリとした笑えみを浮かべ、ぴょんとカプセルから床へと飛び降りた。

「やあやあ、望月冬夜君。初めまして、になるのかな？　ボクの方はちょくちょく『未来視の宝玉』で君たちを見させてもらっていたから、初めて会ったという気はしないんだけれどね」

「あんた……本当にバビロン博士なのか？」

　僕の質問にニヤニヤと薄ら笑わらいを浮かべながら少女が答える。

「そうとも。ボクがレジーナ・バビロン。元・パルテノ聖王国の魔工学者にして魔工技師、そして君の永遠の恋こい人びと――――」

「そういうのは間に合ってるんでけっこう。それとさっさと服を着ろ」

「あれ!?　反応が冷たいな!?」

　いちいち反応してたらこっちの身が持たないのはもう学習済みなんだよ。

　ぶつぶつ言いながら、博士は研究室の壁かべにかけてあった白衣を引っ張って手元に手た繰ぐり寄よせる。ぶかぶかのそれを羽織ったが、この白衣は前ボタンがないので全く隠かくれてない。前面モロだしだ。

　裸はだかエプロンとか裸ワイシャツとかってのは聞いたことがあるが、裸白衣ってのは隠してない以上、ただの変態だろ……。せめてパンツくらい穿はけよ。

「着た意味ないな……」

「逆にイイ！」

　鼻血を垂らしながら親指を立てているティカを見て、正直、僕は引いていた。出会った頃ころの真面目そうな少女はどこにいったのだろう？

「おい博士、こいつおかしいぞ？」

「ああ、アトランティカは幼女趣しゆ味みだから」

「さらりと嫌なこと言うなや」

　だから他のみんなみたいに僕にキスしたりしてこなかったのだろうか。

「ちなみにボクも嫌きらいじゃない」

「だろうな！」

　結局こいつが他のバビロンシリーズの大元だからな！　悪の大親分だ。

「参ったな。当たり前だがこのサイズの服なんかボクは持ってないぞ。これは予想外」

　城に戻ってレネかスゥにでも借りるか……って、僕がそのまま借りたら変な目で見られること必至だな……。下着まで貸してくれとは言えない。ユミナたちに事情を話してもらうか……。

「っていうかその白衣、まさか五千年前のか？」
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「そうだが？　ああ、保護魔ま法ほうがかけられているから常に清潔だし、劣れつ化かもしないぞ」

　どうりで新品同様だと思った。僕のこのコートも【プロテクション】がかけられていて、洗せん濯たく要いらずだからな。

　とにかく前が開きっぱなしというのは問題があるので、僕のベルトを引き抜いて、博士の白衣の前を合わせ、腰に巻きつけた。浴衣ゆかたみたいになったが、応急処置だしこれでいいだろ。

　うーん、とりあえず『研究所』をブリュンヒルドへ向かわせてもらうか。

　ティカが部屋の隅すみにあったモノリスを操作すると、『研究所』が動き始めた。いいかげん鼻血拭ふけよ。

「思ったよりこの身体は動かしやすいな。成長がここで止まってしまうのが残念だが。まあ、代だい償しようとして受け入れるしかないか」

「え？　もう成長しないのか？」

「この身体は人とは違ちがった組織でできている。成長させられるのはカプセルの中でだけで、一度覚醒させてしまうと固定されてしまうのさ。アトランティカだってずっとあの姿だろう？」

　確かに。ティカたちだって永遠に生きられるわけではないのだろうが、おそらく死ぬまであの姿なのだろう。もうこれはエルフやドワーフとかと同じ、ひとつの種族なんだろうな。生せい殖しよく能力がないから自然に増えることはないのだろうが。

「さて、ボクは『未来視の宝玉』で、君の行動をちょこちょこ見ていたが、断だん片ぺん的てきな記憶しかない。君自身にも興味があるが、それよりも興味があるのは君が持つアーティファクトにある」

「アーティファクト？　なんのことだ？」

「黒い板状の通信機みたいなものだよ。『スマホ』とか言ってたか」

「ああ、これか」

　僕は懐ふところからスマホを取り出して、博士に見せた。

「そうそう、これこれ。似たようなものを作ってみたけど、イマイチ機能がわからなかったのでね。ちょっと貸してもらえるかな？」

「まあ、いいけど。壊すなよ？」

　いろんなものを【エンチャント】してしまっているので、そう簡単に壊れたりはしないのだが、変にいじられて設定とか変えられると面めん倒どうだ。

　おそらく大体の機能は理解しているのだろう。でなけりゃシェスカをスマホに接続させて、魔法を起動させるなんて真似まねができるわけがない。多分、魔法じゃない機能の方に興味があるんじゃないだろうか。

「む。なんだこの文字と絵は……。ふむ、触さわることによって操作するのか……。この文字はどこの国の文字だい？」

「日本」

「ニホン？　聞いたことがないが、この時代の国かな？　冬夜君の出身地か？」

「んー……。そうだなあ、いい機会だからみんなにも聞いてもらうか。いつかは話そうと思ってたし」

「？」

　僕の言葉に首を傾かしげながらも、バビロン博士はスマホの機能を確かめ続けていた。
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「は――――……。まさかあの子がバビロン博士本人とはねぇ……」

　リーンが子供姿の博士に驚おどろいている。バビロンナンバーズに囲まれている博士を見ながら、エルゼと八重も同じように驚いた顔をしていた。

「まあ、今までのいろんな物を見てるとねえ……」

「あり得なくはないと思ってしまうでござるな」

　そのつぶやきにリンゼやヒルダ、ルーがうんうんと頷うなずく。

　当の博士はシェスカやロゼッタ、フローラなんかと話しこんでいた。博士はスゥから借りた服を着ているが、ああしてると普ふ通つうの子供にしか見えんな。

　ソファーではモニカがティカに後ろから抱だきつかれてもがいている。ティカの鼻に詰つめられたティッシュは、すでに真っ赤に染められていた。

「いいかげん放せぇ！　気持ち悪ィ！」

「ウフフフフフフフフ」

　モニカが苦手って言ってた意味がわかった。あのロリ趣味のティカにとって、モニカは絶好の獲え物ものなわけだ。ちなみに先ほどいきなり抱きつかれたスゥは、怖こわがって僕のそばから離はなれない。

　婚こん約やく者しやたちとバビロン関係者に城の一室に集まってもらったが、『塔とう』のノエルだけはソファーで座すわる『城じよう壁へき』のリオラの膝ひざ枕まくらでずっと寝続けている。こいつ連れてくる必要あったかな……。




『庭園』のフランシェスカ。

『工こう房ぼう』のハイロゼッタ。

『錬金棟』のベルフローラ。

『格納庫』のフレドモニカ。

『城壁』のプレリオラ。

『塔』のパメラノエル。

『図書館』のイリスファム。

『蔵』のリルルパルシェ。

『研究所』のアトランティカ。




　そしてバビロン博士。

　大所帯になったなあ……。ファム、ノエル、リオラは基本、地上に降りてこないけど。

　モニカとロゼッタも開発にかかりきりなんであまり降りてはこないかな。

　パルシェもなるべく降りてこないよう言いつけてある。ドジで被ひ害がいを受けるのは避さけたいからだ。

　嫌がるモニカを抱きしめるティカを見ていると、こいつも降りてこないようにした方がいいか思ってしまう。レネとかに何かして、もしもトラウマにでもなったら、申し訳がなさすぎる。

「それで冬夜さん、みんなを集めてなんの話ですか？」

　スゥと僕を挟んで横に座っていたユミナが尋たずねてくる。

「うん。博士にも聞かれたけど、どうせならみんなにもちゃんと聞いてもらおうと思ってね。今まで黙だまっていた僕のことについて」

　周りの視線が僕に集まる。立ち上がり、みんなを見渡して覚かく悟ごを決めた。

「話さなかったのは、信じてもらえないんじゃないかという不安があったからだけど、あえて言う必要もないかなとも思っていたからだ。でもこれからみんなと一いつ緒しよに生きていく上で、やっぱり知っていてもらいたいと思うようになった」

　僕はスマホを操作し、壁に大きな映像を映し出した。動画サイトからの転送で、いろんな街並みが次々と映し出されていく。ロンドン、パリ、ワシントン、ニューヨーク、ジャカルタ、バンコク、ニューデリー、北京、モスクワ、そして東とう京きよう。

　その他、映し出されていく色々な大都会にみんな言葉を失っていた。

「ここに映し出されているのが、僕ぼくの元いた世界。『地球』って呼ばれている。僕はこの世界からやってきた」
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　僕はみんなにこの世界に来るまでのことを話して聞かせた。

　地球の日本という国に住んでいたこと、学生であったこと、あちらの世界にはもう帰れないことなどだ。

　フレイズのことがあったので、みんなも『異世界』という存在、自分たちの世界とは異なる世界があることは、なんとなしに理解できているようだった。

「そうだったんですか……。冬夜さんの規格外さがわかった気がします」

「まさか違う世界から来ていたとは……びっくりでござるよ」

　ユミナと八重が大きく息を吐はいて、驚きの声を漏もらす。

「っていうか、じゃあ花か恋れんさんや諸もろ刃はさんは……」

「うん、血が繋つながった姉じゃない。でも間ま違ちがいなくこっちの僕の家族だ。正直言うとまだ何人かいるらしいんだけどね」

　リンゼの疑問に正直に答える。神力に覚醒したことで、僕は神様の眷属になったみたいだからな。親しん戚せきに当たるような神々がいっぱいいるらしい。

　一応、神様のことや姉さんたち二人が下級神ってのは伏ふせておく。神頼だよりになっても困るし、一応プライベートな情報だしな。こっちは許可をもらってから話そう。異世界云うん々ぬんよりも信じてもらえるか不安だが。

　教皇猊げい下かの時みたく、神様に降りてきてもらえれば一発だけど、わざわざそのために呼ぶなんて、畏おそれ多おおいというかなんというか。

「ではあの自転車とか銃じゆうとかは、元いた世界の技術なんですの？」

「そう。あっちじゃ普通にあるものだよ。あ、いや、銃は僕の住んでいた国にはあまりなかったけど」

　ルーに誤解のないように言い直しておく。あんなのをぶっ放すのが日常的な生活だと思われたくないからな。

「まあでも、別の世界から来てたって、何かが変わるわけじゃないわよね」

「ですね。私たちが冬夜様のことをお慕したいしていることに変わりはないですし」

「むしろなんでもっと早く言わなかったのかって、ちょっと腹立つわ」

　リーン、ヒルダ、エルゼが口々に言葉をかけてくる。その表情からは戸と惑まどいとか、遠えん慮りよとか、そういったものは感じられない。僕が異世界人でも関係ないという思いの表れだろう。

「冬夜は冬夜じゃ。わらわは話してくれて嬉うれしいぞ？」

「ん、私も」

「ありがとう。スゥ、桜」

　受け入れてもらえたのは嬉しい。正直、嫌われることはなくても、少しは引かれるかも、とは思っていた。異世界人なんてここじゃ宇宙人と変わらないかもしれないし、フレイズのせいで異世界から来るのは侵しん略りやく者しや、みたいなイメージを持たれていたらどうしようかと……。

「素す晴ばらしいッ！」

　突とつ然ぜん大声をあげた幼女博士に僕らは身体を硬こう直ちよくさせてしまう。うあ、びっくりした！

「異世界からの来訪者！　まだ見ぬ技術と文化、知識と歴史！　これほど心躍おどることがあろうか！　いや無い！　冬夜君、ボクと結けつ婚こんしよう！」

「「「「「「「「「ダメ！」」」」」」」」」

　うおう。婚約者フイアンセ全員からのダメ出しだ。みんなが僕を守るように取り囲む。ちょっと怖い。これ以上嫁よめは増やさないって言ってたからなぁ……。

「なら愛人でいいや。ボクらはどうせ子供は作れないし。どうだい？」

「「「「「「「「「なら良し」」」」」」」」」

「いいのかよ!?」

　思わず突っ込んでしまった。あれ!?　普通こういうのってお嫁さんは嫌がるんじゃないの!?

「冬夜さんのお嫁さんをもう増やさないというのは、余計な問題を省くためです。他の国の王族とか貴族たちからしつこいくらいに『うちの娘むすめを』なんて言われたら面倒ですから」

「それと子供が生まれたときの王位継けい承しよう問題もあるしね。きちんと王おう妃ひと愛人の線引きをしてくれれば問題無いわよ」

　ユミナとリーンの話を聞いてもなんかおかしくない？　って思ってしまうのは、やはり一夫多妻制に僕が馴な染じみがないからなんだろうか。

　まあ『この人は私だけのモノよ！　近づかないで、この泥どろ棒ぼう猫ねこ！』なんてなるよりははるかにいいんだけれど……なんかさみしい感じになるなあ。独どく占せん欲よくと愛情はイコールじゃないってのは理解してるつもりなんだけど。

「よし、奥さんたちの許可ももらったし、これでボクらも身内だ！　ああ、そうそう、王位継承問題は心配ないよ。君らの子供たちは一人を除いて全員女の子だから」

「「「「「「「「「え？」」」」」」」」」

　さらりととんでもないこと漏らしたよな、今！　一人を除いて全員女の子ってどういうことだ!?

「どっ、どういうことでござるか!?」

「どうもこうも。未来を覗のぞいた時にそういう会話があったんだよ。『王妃九人みんなに子供ができたけど、王子は一人だけだった』って」

　……マジですか。ってことは、九人のうち、誰かとの間に王子が生まれて、あとは王女ってこと？　なんか将来の楽しみが奪うばわれたような……。

　最低でも娘八人か……。あれ、なんかものすごい大変な気が。お父さん家でゴロゴロしてちゃダメですか？

　もちろん博士が見た時より未来、その後に男の二人目が生まれるかもしれないけど、十人目はどうだろう。やっぱり多すぎだよな。いや九人でも多いけどさ。

　徳川家康は十六人、曹そう操そうなんか息子むすこだけで二十五人もいたって言うけど。まあ五十人以上も子供がいた徳川家いえ斉なりにはかなわないが。

　ちなみにこの将軍、在任期間は歴代将軍でも一番長いが、子供の作り過ぎで幕府の財政が傾かたむく一因となったとも言われる。幕府の崩ほう壊かいはこの時から始まっていたとも。過ぎたるは及ばざるがごとしってやつか。

「ふうん……でもこれってすごいことかもしれないわね」

「どういうことですか？　リーンさん？」

「いい？　娘ならいずれ嫁にいくでしょう？　仮にも一国の姫ひめ、相手は他国の王子の可能性がかなり高いわ。と、いうことは、その王家それぞれにダーリンの血筋が受うけ継つがれていくってことよ」

「なるほど……。親戚だらけになるかもしれませんね。将来、冬夜様の孫たちが各国の王となり得る……確かにこれは……」

　リーンとヒルダがなにやら話してるが、聞かなかったことにしよう。まだ生まれてもないのに、娘を嫁にやる話なんて聞きたくもない。

「とにかくボクらは身内になったんだから、その異世界の知識を教えてくれたまえ！　さあさあさあ！　あの高い建物はなんだい!?　三色の光る街灯にはなんの意味が!?　あの走る鉄の箱は魔力で動いているのかい!?」

「まてまてまて！　一気に言われても答えられんし、僕にもわからないことだってある。例えばあの高い建物はビル、三色の街灯は信号機、走る鉄の箱は電車っていうものだけど、どうやって作られているかとか、構造はどうなっているかとかまでは僕も知らないんだよ」

　博士の目が血走った迫せまりっぷりに、たじろぎながらも正直に答える。多分この人が求めるレベルの話は僕には無理だ。

「そうか……。むうう。この世界の情報を得られる術があればなあ！」

　空中に映し出される街並みを見ながら残念そうに博士がため息をつく。……あ。

「情報なら手に入るか。ネットから引き出せばいいんだ。僕には難しいことでも博士なら理解できるかもしれない。でもなあ……」

「どっ、どういうことだい!?　方法があるなら教えてくれたまえ！」

　果たしてこの博士に地球の情報を与あたえていいもんか迷うな。得た知識でちょちょいと原子爆弾とか作られても困るし。魔法と科学の合体はかなり危険なんじゃないか？

「地球の知識は危険な分野のものも多いんだ。僕らの世界でもかなり大きな戦争が二度ほどあったんだけど、次に起これば世界は滅ほろぶとも言われている。そういった知識を教えてもいいのかと思ってさ」

　あのアインシュタインがこんな言葉を残している。




『第三次世界大戦でいかなる兵器が使われるのか私にはわからない。だが第四次世界大戦は石と棍こん棒ぼうによって行われるだろう』




　第三次世界大戦が起これば必ず世界は滅ぶ。そういった警告を込めたメッセージだ。

「なるほど……。その懸け念ねんはもっともだな。確かにそういったこともあるだろう。……では、なにか文化的なものから教えてもらえないだろうか。そちらの世界の神話や物語、そういったものを」

「そうだね。じゃあみんなもいることだし、なにか映画でも観みようか」

「映画？」

　地球の物語っていうことになると、あまりフィクション性が強いのはダメか。ファンタジーになってしまうからな。

　となると歴史モノか？　三国志とかアーサー王物語とか忠ちゆう臣しん蔵ぐらとか？

　あるいは僕がいた現代を理解してもらうために、現代モノのラブストーリーとか。

　前にみんなに観せたときは、異世界の話というのを伏せていたので、こちらの世界に似たような作品を流したが、打ち明けた以上、もうそこらへんに気をつかうこともあるまい。

　日本をわかってもらうなら、やはりここはこの作品でいくか。生まれは葛かつ飾しか柴しば又また、ってね。

　僕はスマホを操作して、目的の動画を再生させた。










　その後もいくつか邦ほう画が洋画取り交ぜた作品を観せて、ある程度地球のこともわかってもらえたみたいだ。

「やはり気になるんだが、冬夜君の持っているソレは、向こうの世界ではみんな持っているものなのかい？」

　博士がスマホを指差し尋ねてくる。よほど気に入ったみたいだな。そういやさっき観せた映画にも出てたか。

「僕の持っているこれは、こっちに来てからいろんな【エンチャント】を加えたんで、向こうのモノとはもう別物だけどな。元々は通信機器で情報をやり取りしたり、映像を記録したり色々できるものなんだ」

「ううむ。それだけでも解かい析せきさせてもらえないかな。同じようなものを作って、みんなに配ったら便利かと思うんだが」

　ふむ。連れん絡らく手段として、みんながスマホを持ってたら便利か。魔法と組み合わせれば電波障害とか無む縁えんのものができるかもしれないな。実際に博士はフレームギアの通信機器とかすでに作っているわけだし。博士なら電源も魔ま力りよく変へん換かんとかにできるんじゃないかな。

　おそらく地球のネットにつながるのはこのスマホだけだし、試ためしに作ってもらうか。

「では、ちょっとだけそれを貸してもらえるかい？」

　博士は僕のスマホを受け取ると、スマホの載のった手のひらに魔力を集中し始めた。おいおい、何する気だ？

「【アナライズ】」

　博士の手のひらから柔やわらかな光が流れ出る。これは……無属性魔法か？

「ふむ……ほうほう。なるほど、構造は理解した。こちらの世界にもある材質で生産は可能だな。問題は……」

　ぶつぶつと何やらつぶやき始めた博士からスマホを受け取ると、動作確かく認にんをして問題がないことを確かめた。

　先ほどの魔法が気になったので、僕も試してみることにする。

「【アナライズ】」

　うおお！　なんじゃこりゃ。頭の中にスマホの分解図みたいなものが浮うかんできて、どこにどういったものが入っているかわかるぞ。正直、なんのためにそのパーツがあるのかとかはさっぱりだが。

　あ、素材の分ぶん析せきもできるのか。アルミノ珪けい酸さん塩えん……ってなに？

　博士の方だと、これってこっちの世界の言葉に訳されているんだろうか。

　構造を解析する魔法なのかな……。人間とかに使ったら、ＭＲＩみたいに内臓まで手に取るようにわかるんじゃないか？　医者が使ったらこの上なく便利な魔法の気もするけど、正直内臓を見たいとは思わない……。

「うむっ！　なんとかなるな！　そっくりそのままは無理かもしれないが、これは便利な魔道具になる！　ロゼッタ、手伝ってくれ！　『工房』へ行くぞ！」

「はあ、構わないでありますが、小生の命令権はすでに博士にありませんので、マスターに許可をいただかないと……」

「んん？　ああそうか。冬夜君、ロゼッタを借りていいかな？」

　構わない、と許可を出だすと二人とも部屋を飛び出して行った。どうやらロゼッタもウズウズしてたらしい。

「アれは数日間篭こもって出てきませンね」

「変わってませんね。生身の身体のときより酷ひどイことになりそウです。今の身体は耐たい久きゆう力りよくがズバ抜けてイますから」

　出て行った二人を見送りながらシェスカとリオラがため息をつく。

　あんまり無理して欲ほしくはないけど大だい丈じよう夫ぶかな。スマホが量産できれば、いろいろと便利になるのは確かだけど、変な機能を付けられそうな気がしてちょっと怖いな。

　そんなことを漏らしたら、手に持っていたスマホを指差されて、シェスカにズバッと言われた。

「変な機能を付けまくっテいるのはマスターの方でス」

　ごもっとも。







◇　◇　◇







「冬夜殿どの、これは……」

　会議の席でそれぞれ一台ずつ渡された『それ』にみんな目を見張っていた。

　形としては僕の持っているものよりも少しだけ大きい。色は白く、オリジナルである僕のとは、一目で違うようにしている。

「これって冬夜殿の持っているアーティファクトと似てますけど、まさか……」

「はい。正式には『スマートフォン』、略して『スマホ』、『スマフォ』とも呼ばれています。皆みなさんにお配りしたものは簡易型で僕のとは違いますが」

　リーニエ国王の質問に答えながら説明を始める。

「まず側面上部のボタン、ここですね、ここを押すと起動します。押してみてください」

「おおっ!?　な、なんか出てきたぞ!?」

「小さな絵がいくつも……」

　どうやらちゃんと電源は入ったようだな。ちなみに文字とかは、こちらの世界共通語にしてあるから問題なく読めるはずだ。

「上に表示されているのが時間とバッテリー……あー、残量魔力です。ここが１００％から０％になるとこの道具は動かなくなるので注意して下さい。動かなくなっても魔力を込めることによって元に戻もどりますからご心配なく」

　次に『連れん絡らく先さき』から『レグルス皇こう帝てい』を選び、電話をかけてみる。

「うおっ!?」

　突然鳴りだした着信音に、思わず手にしていたスマホを落としそうになる皇帝陛下。

　みんなの視線がそちらに向き、中にはガタッと椅い子すから立ち上がっている者もいる。

「ご心配なく。これは僕が皇帝陛下に『電話』をかけているんです。皇帝陛下、画面に出ている文字が読めますか？」

「う、うむ。『ブリュンヒルド公王』となっているな」

「このように誰だれからの連絡か、わかるようになっています。では、その下の緑のマークを触ってから、僕と同じようにスマホを耳に当ててみてください」

　恐る恐る皇帝陛下は言われた通りに画面に触ふれ、耳にスマホを当てた。

『もしもし？　聞こえますか？』

『おおお、耳元から冬夜殿の声が聞こえてくるぞ！　なるほど、こうやって通信の道具として使えるのか！』

　もともとみんなフレームギアの通信機能は知っているから理解も早いな。

「画面の中の『連絡先』と描えがかれている絵アイコンに触れると、名前の一覧が出ると思います。その名前に触れると相手に電話をかけられるわけです。では試しにこちらの席に座っている人が、対面の相手にかけてみましょうか」

　なんだか高こう齢れい者しや相手のパソコンスクールみたいな感じになってきたな。

　それから各国の王様たちに色々な機能を教えていった。

　とはいうが、それほどアプリは入っていない。外側は僕の世界のスマホだが、中身は博士のオリジナル（というかパクリだが）だ。

　電話、カメラ、動画撮さつ影えい、マップ、コンパス、計算機、メモ、時計、メール、ライト、カレンダー、ゲーム、とこれだけ入っていれば十分だとも言えるが。

　まあ、マップなどは僕のと比べて【サーチ】がないから、かなりバージョンダウンしてはいるんだけど。それでも自分の現在位置や、都市名などは検けん索さくできるけどな。

　しばらくは互たがいに電話してみたり、メールを送ってみたりと、新しいおもちゃを手に入れた子供のようにはしゃぐ王様たちを放置していたが、収しゆう拾しゆうがつかなくなってきたので一いつ旦たん落ち着かせる。

「話が前後しましたが、そのスマホは差し上げます。もし、無くしたり、盗ぬすまれたりしても、こちらからの操作で手元に戻せるので、すぐ僕に教えてください」

「これは便利すぎますね……。国家間でのやり取りがずいぶんと楽になりそうです」

　感心したようにロードメア全州総そう督とくがスマホを触りながら感想を述べる。

「冬夜殿。さっきから気になっていたんだが、この『ゲーム』というアイコン？　はひょっとして……」

「ああ、ちょっと試しに入れてみたんですよ。何種類かのゲームが入ってます。通信すれば二人で将しよう棋ぎとか、四人まで同時対戦で麻雀マージヤンとかトランプもできますよ」

「「「「ほお」」」」

　きらん、とゲーム好きなベルファスト、レグルス、リーフリース、ミスミドの四人の親父おやじたちが瞳ひとみを輝かがやかせた。

「一応、こっちは一日に二時間という制限を付けてますけどね」

「「「「えー」」」」

　えー、じゃないよ。そうしないとあんたら延々とやり続けるだろ、絶対。国政とかに影えい響きようが出てきたら、その国の宰さい相しようさんとか国民に申し訳が立たんわ。

　まあ、気き兼がねなく電話やメールをできるような関係になって、もっと仲良くなってくれればいいとは思うけど。

「それとカメラで撮とった映像ですが、うちでこのように印刷することもできますので、必要だったら言って下さい」

　ぴらっと思いっきりカメラ目線で写る花恋姉さんの写真（というか印刷物だが）を見せると、ベルファスト国王がすっくと立ち上がった。

「……こうしてはおれん。早く帰ってヤマトを撮りまくらねば！」

　この人こんなに親バカだったかなあ。

　まあ、ちょうどいいので今回の会議はお開きにすることにする。すると、今度はラミッシュの教皇猊下が僕のところにやってきて、

「あのっ、この写うつし絵え、諸刃様のは無いんでしょうか。あれば二人分いただきたいのですけれど！」

　この人もこんなに軽かったかなあ。まあ、神職者としては、間違った行動でもないのかもしれないけど。










　会議のあと、さっそく着信があった。と、いっても王様たちではない。画面には『博士』の文字が浮かぶ。これらの通信には電波ではなく魔ま素を使った術式と刻印魔法が使われているらしいので、繋がらないということはほぼないとか。博士のいた古代魔法文明の時代には普通にあった技術らしい。

「はい、もしもし」

『やあ、冬夜君かい？　その「もしもし」ってのは一体なんなのかね？』

「僕がいた国では『申す、申す』からきた言葉だったかな。『これから話しますよ』ってな挨あい拶さつ？　みたいなもんだとか」

　確かそんなことをテレビで言ってたような気がする。しっかり見てなかったので不確かだが。

『なるほど、興味深いね。それで、王様たちの反応はどうだったかね？』

「上々だね。みんな喜んでくれてたよ」

『それは重ちよう畳じよう。しかしあれはずいぶんとバージョンダウンしたものなんだがなあ』

「あんたが作るもんは余計な機能を付け過ぎなんだよ。どこの世界にスマホに自じ爆ばく装置付けるアホがいる？」

　この世界にいたけどな！　他ほかにガラスを破は壊かいする超ちよう音おん波ぱ発生機能など、要いらん機能を付け足してからに。

　やっぱりこの博士はどっかおかしい。『天才と馬ば鹿かは紙かみ一ひと重え』という言葉が、僕の脳のう裏りを何回よぎったか。

『まあ、それはいいや。ところでロゼッタとモニカが作っていた新型のフレームギアだけど、スゥ君のは彼かの女じよたちに任せるとして、リンゼ君とリーン君の機体はボクが進めていいんだね？』

「ああ。どっちも魔法主体の戦い方になると思うんだけど、フレイズには魔法は効かないからな。魔法系は防ぼう御ぎよ魔ま法ほうをメインにして、攻こう撃げきは飛操剣フラガラツハを使ってするスタイルになるかと」

『あの武器はいいね。まさか「サテライトオーブ」からあんなものを作るなんてさ。あれも「地球」の知識かい？』

「まあね」

　アニメの知識ですが。それを話すとまた厄やつ介かいなことになりかねんので黙っておく。木馬戦せん艦かんを作るとか言われてもアレだしな。

　博士の電話を切ってすぐに、今度は桜から電話がかかってきた。む？　なんだろう？

「はい、もしもし」

『え、と、もしもし。王様、今大丈夫？』

「大丈夫だけど、どうかしたの？」

『あのね、お母さんが学校のことで話があるって』

「フィアナさんが？」

　桜のお母さん、フィアナさんの仕事場となる予定の学校は、すでに八割ほど出来上がっていた。今はまだ試験的なものなのでクラスもひとつしかないが、そのうち生徒が増えたら増築する予定である。

「今フィアナさんはどこにいるの？」

『私と学校に来てる』

「じゃあ、今から行くから待ってて」

　電話を切り、【ゲート】を開いて学校へ向かうと、校舎の建築現場に桜とフィアナさん、そして内ない藤とうのおっさんにニャンタローがいた。

「ああ、冬夜さん。わざわざすいません」

「いえ、どうかしたんですか？」

　頭を下げるフィアナさん。何か問題が出たのだろうか。

「実はですね、子供たちのための学校を始めると、何なん軒けんかのお子さんがいる家に話をしたのです。すると、話が広まって思ったよりも人数が集まりまして。私一人では捌さばくのが難しい数になってしまって……」

「え？　何人くらいになったの？」

　隣となりにいた内藤のおっさんに聞いてみる。

「全部で八十人近くですね」

「え？　ウチってそんなに子供いたっけ？」

「最近移住者がまた増えましたからね。農地開かい拓たく者しやの子供から商人、大工の子供、冒ぼう険けん者しや夫婦ふうふの子供なんてのもいますし」

　ああ、そうか。全員独り者ってわけじゃないもんな。家族ごと引ひっ越こして来たのもいるか。

　当初の予定は二十人くらいだったからなあ。四倍か。

「うーん、じゃあもう一人、二人、先生を雇やといますか？」

「そうしていただけると。三人いれば何かと楽ですし」

　フィアナさんが安心したように胸を撫なで下おろす。一応、国家施し設せつになるから面接とか僕も出ないとダメか。

　募ぼ集しゆうのことを高坂さんに伝えておかないとな。今のままじゃ手て狭ぜまだから、内藤のおっさんに教室の増築も頼たのんでおく。

　それはそうと。

「ここでなにしてんの、ニャンタロー？」

「だからっ、ダルタニャンですニャ！　我わが輩はい、姫から姫の母上の警護を任されましたですニャ！」

「へえ」

　胸を張るニャンタローをよそに、ていのいい厄やつ介かい払ばらいをしたのでは、とちらりと思ったが、本人がやる気を出しているんだから余計なことで凹へこませることはあるまいと、黙っておくことにする。

「ダルタニャンはいろいろと手伝ってくれますから助かりますわ」

「母上様……。我輩の名をキチンと呼んでくれるのは母上様だけですニャ。最近じゃ姫までがニャンタロー呼ばわり……」

「言いやすいから」

　しれっと答える桜。ニャンタローはフィアナさんに懐なついているようだ。

　とりあえず問題も解決したようなので、久しぶりに『銀月』で食事でもしていくか。桜とフィアナさんも一緒に。

　と、思ったらまた懐ふところの携帯が振しん動どうし始めた。またー？　今度は誰よ？

　取り出したスマホの画面には『高坂さん』の文字。

『陛下。認にん可かを下ろす書類がたまっていますので、【ゲート】を使ってすぐにお戻り下さい』

「へーい……」

　なんか……スマホ量産したのって失敗したような……。

　なんだか時間に追われる感じがしてきた。忙いそがしさを実感してしまうっていうか。

　簡単に連絡がつくってのも考えものだなあ、と思いながら、僕は城への【ゲート】を開いた。







第三章　デイドリーム・ビリーバー







　スマホの評判は上々で、やはり便利なものだと再さい認にん識しきした。

　他国では東西同盟の国王や指導者たちに渡わたしたが、ブリュンヒルドだと婚約者フイアンセのみんなはもちろん、バビロンナンバーズ、花か恋れん姉さん、諸もろ刃は姉さん、椿つばきさん、元武たけ田だ四天王の面々、騎き士し団だん長ちよう、副団長二人、執しつ事じのライムさん、メイドのラピスさん、セシルさん、『銀月』のミカさんなどに渡している。

　それぞれの連絡先は本人にとって身近な人しか入力していない。例えばミカさんのスマホには、ベルファスト国王の番号なんかは入ってない。僕のは入っているが。せいぜい騎士団長のレインさん止まりだ。

　もちろんベルファスト国王が番号を教えれば登録はできる。むやみやたらと他国の王様に電話をかけられても困るけどな。

　弊へい害がいとしては、ほんのちょっとしたことでもみんな電話やメールを僕にしてくるようになって、若じやつ干かんうっとうしい。アレはただ単に、電話したいだけ、メールしたいだけ、ということだと思う。

　新しいおもちゃを手に入れて、はしゃいでいる子供と変わらない。まあ、気持ちはわかるけど。しばらくすれば落ち着いてくるだろ。










「これは……確かにすごいものですね……。我々の使っている通信用のアーティファクトより高性能です。これを私に、ですか？」

「ええ、差し上げます」

　一通り機能の説明をして、ギルドマスターのレリシャさんにスマホを渡す。今日はその用事でギルドに来たのだ。

　レリシャさんに淹いれてもらった紅茶を口にする。毎回違ちがう葉だけど、相変わらず美味うまいな。レリシャさんは紅茶好きらしい。棚たなにいろんな茶葉の缶かんが並んでいるしな。

「最近のフレイズの様子はどうですか？」

「先週もハノック王国に下級種が二体……これは赤ランクの冒ぼう険けん者しやパーティーが倒たおしています。これで今月に入って三件めですね。少しずつ出現頻ひん度どが多くなっているような気がします」

　確かに。それだけ結界の綻ほころびが多くなってきてるということなのだろう。小さな穴が離はなれて空く分にはまだいい。もしもその小さな穴が近くに集中して空けば、より大きな穴となる。

　その穴が広がっていけば、やがて上級種、支配種が自由に出入りできるほどの穴になってしまうかもしれない。

　どのみち僕ぼくらにできることは限られてくる。対処にはいくつか例として、




１：フレイズを全ぜん滅めつさせる。

　なかなか厳しい。相手の戦力がどれだけあるかもわからないし。こちらの被ひ害がいも相当な覚かく悟ごをしないといけないだろう。




２：フレイズと話し合いをする。

　話ができるのは支配種だけだし、話が通じるかも怪あやしい。向こうは殺す気で来ているわけだし。少なくとも出会ったことのある支配種二人は、かなり面めん倒どうな性格っぽかった。




３：『王』の核かくを見つけ、別の世界へと送る。

　この世界は助かるかもしれないが、後味が悪いなあ。他の世界に災さい厄やくをなすりつけるようなものだし。それに方法もわからない。神様に頼む……わけにもいかないよな。基本的に不干かん渉しようなはずだし。




４：『王』の核を破壊する。

　間ま違ちがいなくエンデが敵に回る。それに黙だまって『王』も破壊されるだろうか。変に覚かく醒せいでもされたらマズいかもしれない。




５：世界の結界を完かん璧ぺきなものに作り変える。

　どうやって？




　どれもこれも決め手に欠ける。現実的には１が進行中といったところか。次に別の支配種に出会うことがあったら、２を試してもいいが……。

「そういえばユーロンですが。つい先日、新たな天てん帝ていが現れたそうですよ」

「またですか？」

　一体何人目だよ、自じ称しよう天帝が出て来たの。それぞれの都市で天帝が現れるから、今やユーロンは都市ごとの集団国家みたいになってるらしいが。

「いえ、今度の天帝はかなり本気らしいですよ。次々と他の天帝に戦を仕し掛かけ、傘さん下かにおさめていってるとか。かなり強ごう引いんな手段を使っているみたいですけどね」

「強引？」

「他の天帝がいる都の宮きゆう殿でんを爆ばく破はしたり、相手の配下を買収したりと勝つためには手段を選ばないような感じで……。それよりも問題なのが、鉄てつ機き兵へいと呼ばれる兵器です」

「鉄機兵？」

　レリシャさんの言葉に僕は眉まゆを顰ひそめる。もしかして。

「その名の通り、鉄で出来た機械仕掛けの兵ですよ。私たちはこれをフレームギアの技術から盗とう用ようしたものじゃないかと睨にらんでいます」

「やっぱりですか」

　何かに使われるんじゃないかとは思っていたが、予想より早かったな。よっぽどの技術力と資金力を持っているようだ。

　あくまで予想だが……。僕らの機体を盗んだのが例の『黄金結社ゴルデイアス』だとして、その技術で作り上げた鉄機兵を、ユーロンの新天帝のところへ持ち込んだ……ってところか？　黄金結社のメンバーには学者から商人までいるそうだから、渡りはつけられるだろうし。

　いや、ひょっとしたら天帝本人がメンバーの可能性もあるぞ。そもそも本当に前天帝の血を引いているかどうかも怪しい。

「その鉄機兵ってのはどのようなものなんです？　やはりフレームギアのようなものなので？」

「そうですね、似てはいます。ああ、ギルド員がスケッチした絵がありますよ。えっと……ああ、これです、これです」

　レリシャさんが机の上に置いてあった書類から、一枚の紙を僕に差し出してきた。

「なるほど……。確かに似てはいますね」

　その絵に描かれていたものは、ずんぐりむっくりとしたシルエットで、手が長く足が短い。首も短く、全体的に不ぶ恰かつ好こうだががっしりとした安定感はある。これが鉄機兵か。

　確かにフレームギアの類るい似じ品ひんだな、こりゃ。性能はどんなものかはわからないが。

「これってどれくらいの数が揃そろえられているんですかね」

「ギルド員の報告だと、少なくとも百機以上はいたそうです。その兵をもって他の都市の天帝たちを襲おそったみたいで、勝負にもならなかったとか」

　普ふ通つうの兵士がこんなヤツを相手にできるわけがない。それでも数機ぐらいは倒したろうが、百機もいたんじゃな。

「それでその天帝はユーロンをどうするつもりなんですかね？」

「再び国をひとつにまとめ上げ、新たな王朝を築くとか。その鉄機兵があればできなくもなさそうですけど」

　確かにこの鉄機兵は強力な力だ。ユーロンをまとめ上げるのも夢ではないだろう。

　しかしどうしたもんか。この技術がウチから盗まれたものなのは間違いない。それが戦争に使われるのは、正直いい気分ではないな。かといって武力介かい入にゆうするのも憚はばかられる。いってみればこれは内ない紛ふんだからなあ。

　だけど背後に黄金結社ゴルデイアスとかいう組織がいるのなら、ろくでもないことを考えているのかもしれないしな。ま、武力介入する理由なんていくらでも作れたりもするけど。

「っていうか、そうだな……こっちの機体も盗まれているんだから、あっちのも貰もらったっていいよな」

「え？」

　レリシャさんが驚おどろいたような声を出した。










「と、いうわけで、ユーロンからその『鉄機兵』とやらを盗んでこようと思います」

「ほうほう。なかなかボク好みだね。もちろん手に入れたあとは、ボクに【アナライズ】させてもらえるんだろうね？」

　にまにまと博士が悪い表情を浮かべる。自分の作った技術がどう利用されているのか興味があるのだろう。

　逆に呆あきれたような目で見てくるのはユミナやルー、ヒルダといった生きつ粋すいのお姫ひめ様さまズだ。桜さくらも姫ひめ枠わくなんだけど、育ちは貴族並みだったしな。エルゼやスゥ、リーンあたりは乗り気のようだけど、残りのリンゼ、八や重え、桜はどうしたもんかと困こん惑わく気味のようだ。

「一国の王ともあろう者が、盗みをするというのはどうなんでしょう？」

「じゃあ永遠に借りてくるってことで。無許可でだけど」

「同じ意味ですよね？」

　ヒルダが眉まゆ根ねを寄せる。この子は真ま面じ目めだからなあ。

「一応正体は隠かくすよ。ホラ」

「またそれでござるか……」

　取り出した銀の鬼き面めんを見て、八重がため息をつく。なんか評判悪いなあ、これ。正体を隠してくれるうえ、好き勝手に暴れられる便利アイテムなんだぞ。

「盗みに行くとして、一人ででござるか？」

「いや、一応椿さんと琥こ珀はくを連れて行こうとは思うけど。あまり大人数でも見つかりそうだしね」

「わらわも行ってみたいのう。ダメか？　冬とう夜や？」

「ダメ」

「むう。いけずじゃ」

　スゥのお願いを却きやつ下かする。僕がいる限り危険な目になんかあわせないが、それでも万が一ということもあるからね。

　ちなみに高坂さんには内ない緒しよだ。絶対に止められるからな。

「にしたって物好きねぇ。あんな国、放っておいてもいいんじゃないの？」

「その鉄機兵ってのが、いつ隣りん国ごくに向けられるかわからないだろ。フェルゼン、ハノック、ゼノアス、ロードメア……。いざって時のために相手の戦力を知っておいた方がいい」

「だからって冬夜さんが行かなくても……」

「これは国としてじゃなく、個人の思おも惑わくだから、誰かに頼むわけにもね」

　エルゼ、リンゼの双ふた子ご姉妹にそうは返したが、本音はチョロチョロとうっとうしい奴やつらの正体を引きずり出して、一気に叩たたいてしまおうかとも考えている。

　ひとつ、気になることがあるしな。

　フェルゼン国王が話してくれた、前・黄金結社ゴルデイアスのこと。




『今から二十年前、黄金結社ゴルデイアスはひとつの禁きん忌き魔ま法ほうを復活させようとしていた』




　奴らが復活させようとした禁忌魔法。それこそが現・黄金結社ゴルデイアスが目指しているものじゃないだろうか。

　ユーロンの天帝に力を貸しているのもその目的の一いつ環かんに過ぎない。どうもそんな気がするのだ。ま、今のところ勘かんでしかないが。

　僕の勘はよく当たる。……あれ？　ひょっとしてこれも神化現象の影響なんだろうか？　むむう……まあいいや。困ることじゃないしな。

　考えるに奴らがやろうとしているその禁忌魔法は、そう簡単に発動させることができないように思える。ということは、逆に言えばそれだけ危険なものである可能性が高い。

　もし本当にそうであるならば、今のうちに叩いておく方がいい。そのためには確かな裏付けが必要だからな。

　少し手て荒あらな仕事になりそうだ。







◇　◇　◇







　かつてユーロンの帝てい都とシェンハイがあった地は瓦が礫れきの山と化していた。大地が大きく抉えぐれ、煌きらびやかだった都の面おも影かげは微み塵じんもない。

　上級種の一いち撃げきで、ここまで吹ふっ飛とばされるとはなあ。改めて現場に立つと、どれだけ威い力りよくがすごかったかがわかる。

　ブリュンヒルドから転移してきた僕らが辺りを見回していると、足元にいた琥珀がグルルル……と唸うなりをあげた。

　琥珀が睨む方向から、ガラの悪い男たちがどこからか現れ近づいてくる。それぞれ手にはナイフや手て斧おのを持っていた。

「おい、そこの小こ僧ぞう。命が惜おしかったら有り金全部とそこの女を置いて行きな」

　下げ卑びた笑いを浮かべながら、男たちの一人がそう声をかけてくる。そこの女、とは僕の横に立つ椿さんのことだろう。

「なにこれ？」

「おそらくは帝都に埋うもれた金目の物を漁あさっている盗とう賊ぞく団かと」

　火事場泥どろ棒ぼうか。頭悪そうな奴らばっかりだ。

「てめえ、聞いてるのか！」

「聞いてるよ。耳はまだ悪くなっちゃいない」

　馬鹿にされたと思ったのか、囲んでいる全員がナイフを構えた。面倒だなあ。

「【炎ほのおよ爆ぜよ、紅ぐ蓮れんの爆ばく発はつ、エクスプロージョン】」

　問答無用で瓦礫の山へ向けて爆発魔ま法ほうをぶっ放す。派手な音を立ててその辺りが更さら地ちになった。んん？　魔法の威力が上がっているような。これも神化現象の影響か？

　こういうのがあると、たまに自分はこのまま神様たちの仲間入りをしちゃうんじゃないかと思ってしまう。寿じゆ命みようで死ぬことがないってのはありがたいんだろうか。

「ひぃぃぃぃぃ!?」

「こいつ、魔法使いだ！　逃にげろ！」

　そんな僕のちょっとした憂ゆう鬱うつを無視して、蜘蛛くもの子を散らすように盗賊たちが一目散に逃げて行く。

　思ったよりもここは無法地帯らしいなあ。さっさとその新天帝とやらがいる都に行くか。

　マップを空中に表示し、辺りの地図を拡大する。

「ええっと、確かヘイロンの都だっけ？」

「はい。……ここですね。現在地から北西の方角へ行ったところです」

「よし、じゃあ行こうか」

『ちょ、ちょっと待ってください、主。もしかして飛んでいくので？』

「え？　そうだけど？」

　さらりと言うと、琥珀と椿さんの顔が絶望感に満たされた。よっぽどみんな空を飛ばされるのが嫌いやみたいだ。

【テレポート】で移動してもいいんだが、遠えん距きよ離り移動はまだ慣れていないんだよな。川の上なんかに出たら目も当てられないし。仕方ない。

「……わかったよ。僕だけ先にヘイロンに行って、【ゲート】を開けばいいんだろ」

「それでお願いします」

『自分も同じく』

　ちぇっ、これなら高速飛ひ行こう艇ていの『グングニル』で来ればよかった。でもあれより僕が飛んだ方が速いしな。

　まあいいや。【フライ】を使って一気に飛び立つ。

　全力で三分も飛んだら目的地についてしまった。眼下に大きな都市が見える。あれがヘイロンの都か。東洋の都といった感じの街並みが並んでいる。壁かべに囲まれた城じよう塞さい都市だ。

　都から少し離れた森の中に降り立ち、シェンハイへと【ゲート】を開く。繋つながった【ゲート】を抜ぬけて琥珀と椿さんがこちら側にやってきた。

「じゃあ行こうか。おっと、変装しないとな」

　僕は自分の周りに不可視魔法【モザイク】をかけてカーテン代わりにし、着き替がえを済ませた。まったく元の世界の人間が見たら全ぜん裸らかと思われそうな魔法だよ。

「……派手ですねえ……」

　銀の鬼おに武む者しやと化した僕を見て椿さんがそんな感想を漏もらす。そうかな？　仮面はともかくとして、袴はかまや陣じん羽ば織おりは黒だし、地味じゃないかと思うんだけど。

「色とかではなく、その格好が悪目立ちします。仮にも盗みに入ろうというのに、その姿はどうなんでしょう……。忍しのびとしては間違いなく落第点です」

　むむう。忍にん者じや検定は厳しいな。まあいいや。今すぐ忍び込むわけじゃないし。

　とりあえず椿さんと琥珀を連れて、ヘイロンの都に入る。都の入口で多少揉もめたが、門番に袖そでの下を渡したらニヤニヤしながら通してくれた。この時点で僕はこの都の警備がザルであると実感した。なってない。

　ヘイロンの都は屋根に瓦かわら、赤い柱の家が立ち並び、高い塔とうも見える。屋台が並び、提ちよう灯ちんのようなものもぶら下がっていた。屋根の上には龍りゆうのような飾かざりが付いている。守り神とかだろうか。

　遠くには大きな城のような建物が見える。周りを高い壁がぐるりと囲んでいるみたいで、細かいところまではよく見えないが。

　いろいろな物が並んでいる雑多な街だな。行き交う人たちはどこか沈しずんでいるようにも見えるけど、気のせいだろうか。

「なんかみんなこっちを見ているようだけど……」

『みんな主を見ています』

「だから悪目立ちするって言ったじゃないですか」

　ううむ。まあ、この際仕方が無い。絡からまれたらその時はその時だ。

「それで、どうしますか？」

「椿さんは鉄機兵の情報を集めてほしい。琥珀は椿さんの護衛な。どこに鉄機兵があるのか、誰だれが作ったのか、そういったことを調べてくれ。深追いはしなくていいから、夜までに集められるだけ。何かあったら電話して」
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「わかりました」

『お任せを』

　椿さんと琥珀が街の雑ざつ踏とうの中へ消えていく。

　僕は街の人たちの話から、新天帝の噂うわさとかを聞き込むことにする。

「こういった情報集めは酒場が基本かなあ」

　といってもまだ陽ひも高い。どこかの店で聞き込むことにするか。そういやまだ昼飯食べてなかったな。

「えーっと……ああ、あそこでいいか」

　道の端はしに店を出だしている屋台に向かい、野ざらしの席に座すわる。卓たくの上にはメニュー表が置いてあったが、聞いたこともない料理名で、どういった物かよくわからない。なんだ、『肉ラメイン』って。肉が入った物なんだろうけど、なんの肉だ？

「……ご注文は？」

　屋台の中にいる店主が声をかけてきた。仮面の効果か、なにやら怪しんでいるようにも見える。

「あー、じゃあこの肉ラメインひとつ」

「あいよ、肉ラメインね」

　料理を待っている間、行き交う通りを眺ながめていたが、ふと、妙みようなことに気付く。女子供が少ないような気がしたのだ。

　代わりに龍の頭を象かたどった、特とく殊しゆな肩かた当あてをした兵士をよく見かける。あれってこの街の兵士たちだよな。

　何か事件でも起きて、警備に当たっているのだろうか？

「あいよ、肉ラメインお待ち」

「……チャーシューメン？」

　出てきたドンブリに入った麺めんを見て、思わすつぶやいてしまった。ラメインってラーメンのことか。いや、違うな、麺が細いし短い。どっちかって言うとそうめんのような。

　とにかく匙さじでスープを一口飲むが、やたらと薄うすい。麺も味気ない感じだ。病院食かよ。そのくせチャーシューは固く、ビーフジャーキーみたいな歯ごたえだ。あ、スープに浸ひたして柔やわらかくするのかな？　ひたひたひた。……固っ。

　もうこれはビーフジャーキーとして食おう。噛かめば噛むほど味が……味が……味が……ゴムみたい。生なま臭ぐさい！

　っていうか、そもそもこれ、なんの肉だ……？

「店主、この肉なんの肉だ……？」

「トロールの脛すね肉にくでさあ」

「釣つりはいらん！」

　銅貨を叩きつけて席を立つ。

　なんちゅうもんを食わせてくれたんや……。なんちゅうもんを……。

　思わずそんなセリフが出て泣きそうになる。別の意味で。

　ここって魔ま王おう国ゼノアスに近いから、そういった食文化も交ざっているんだろうか。桜やスピカさんみたいに、ある一定の位の高さをもつ貴族になると、いわゆる魔ま獣じゆう肉にくをほとんど食べないんだそうだが。単純にあまり美味くないからだそうだけど。

　でも僕らも竜りゆうの肉を食ったりしてるからなあ。トロールの脛肉とは比べものにならないくらい美味いからな、アレは。竜が強くなかったら狩かり尽つくされてしまうんじゃないかと思うほど。

　口直しになにか飲みたいところだが、店に入ってまた変な物を飲んでしまっても嫌だしな。近くの店先にあった置き石に座り、【ストレージ】から水すい筒とうを取り出して、何の変へん哲てつもない水を飲む。美味い！　ただの水がこんなに美味いなんて。ん？

「どこへ行った!?　遠くへは行ってないはずだ！　捜さがせ！」

　なにやら慌あわただしい。兵士たちが街中を駆かけ回まわっている。誰かを捜しているのか？　なんかあったんだろうか。

「おい、お前！　見かけない顔だな！　なんだその仮面は！」

　そのうちの一人が僕に声をかけてきた。まあ、かけるよね。怪しいし。

「自分は旅の冒険者です。この仮面は昔、顔に火傷やけどをしてしまったのでね」

「本当か？　外してみろ！」

　居い丈たけ高だかに命じる兵士に少しイラッとしつつも、こっそりと【ミラージュ】を仮面の下の顔にかける。思いっきり火傷で爛ただれたような幻まぼろしを貼はり付つけてから仮面を外した。素す顔がおも少し幻で変えておく。

「うっ……。わ、わかった。もういい」

　おぞましい顔を見せられて、兵士がたじろぐ。少し溜りゆう飲いんが下がった僕は、再び仮面をかぶりながら兵士に質問してみた。

「いったいなにがあったんです？　騒さわがしいようですが」

「恐おそれ多おおくも天帝陛下のお命を狙ねらった奴らを追っている。男二人と女らしき者の三人組だ。おそらく他ほかの偽にせ天てん帝ていの手の者だろう」

　あらら。ユーロン名物、暗殺者送りですか？

　なんでも城の中庭で襲われたんだとか。そこまで侵しん入にゆうされるとは、城の警備に問題があるんじゃないかと思うんだが。天帝の警護に当たっていた者たちによって未然に防がれたが、犯人たちは逃とう亡ぼうしたらしい。

「侵入した三人のうち、棒術使いの男は右みぎ肩かたを斬きられて負傷している。怪しい奴がいたらすぐに知らせろ」

　兵士は言うだけ言って足早に立ち去っていった。相変わらず物ぶつ騒そうな国だな。

　関係ないって言えば関係ないんだけどなー。敵の敵は味方ともいうし、なにか情報を得られるかもしれない。

「検けん索さくできるかな？」

　目立つので（今さらかもしれないが）、空中投とう影えいはせずにマップをスマホで開き、縮尺をヘイロンの都に合わせる。

「検索。右肩を負傷している人」

『検けん索さく終しゆう了りよう。一件でス』

　お、できた。痛めただけなら外見からはわからないから、このヒットした奴は、もう見た目で怪我けがしていることがわかるほど深手を負っているのか、肩かたを剥むき出しにしているってことだ。

　回復魔法で怪我を治しているんじゃないかとも思ったが、どうやら仲間に光属性の魔法を使える者がいないらしい。ポーションも無いのかもしれないな。

　とりあえず行ってみるか。前の暗殺者みたいに自じ爆ばくされるのはごめんだけど。

「こっちか」

　通りから外れ、裏路地を進んで行くと、人通りの少ない鬱うつ蒼そうとした竹林が広がる道に出た。

　パンダとかいたら面白おもしろそうだ。いや、こっちの世界のパンダがまともなわけがない。どうせ四本腕うでとか、カンフーを使うとか、変なやつに決まってる。

　そんなことを考えながら道を歩いていたが、僕はその場で立ち止まった。

　いるな。この先に二人、それと別の気配が一人。この一人はもう僕に気付いていて、どこからか視線を向けてきている。っ、上か？

「はあああああぁぁッ！」

「おっと……！」

　竹林の中から飛び蹴げりを放ってきた襲しゆう撃げき者しやの攻こう撃げきを紙かみ一ひと重えで躱かわす。

　そのまま着地し、転身した相手が連続で放つ拳こぶしを右に左に捌さばきながら、さらに飛んでくる回し蹴りを、バックステップでよけて距きよ離りを取った。

　真っ黒なフード付きのローブを着込んでいるのでわからなかったが、声からするとどうやら女性であるらしい。

　距離を取って対たい峙じする。ローブの女が中ちゆう腰ごしの体勢から掌しよう底ていを繰くり出してきた。え!?

「哈ハッ！」

　飛んできた衝しよう撃げきを腕をクロスして受け止める。これって……発はつ勁けい!?

　畳たたみ掛かけるように、隙すきを突ついて接近した相手の拳が僕の腕に嵐あらしのように襲いかかる。

　拳を避さけるために屈かがんだ僕は、そのまま相手の足を払はらった。それを受けて、バランスを崩くずした相手はバク転で後ろへと下がると、再び構えを取る。その弾はずみでフードが後ろへ落ち、女性の顔が陽の下に晒さらされた。

「あ――――――ッ！　やっぱり！」

「!?」

　突とつ然ぜん叫さけんで指をさし始めた僕に驚き、少し後退する竜人族の女性。

　誰あろう、大樹海での『剪せん定ていの儀ぎ』で、エルゼと激しい激げき闘とうを繰り広ひろげた、ソニア・パラレムその人だったのである。

「どうしたんですか、こんなところで!?　あ、ひょっとして怪我した棒術使いって蓮れん月げつさん？」

「……誰だ？」

「え？　ああそうか。これじゃわからないか」

　仮面を被かぶったままじゃな。僕は後ろ手に紐ひもをほどいて仮面を外した。

「ほら、僕ですよ！」

「誰だ!?」

「あれ!?」

　ビクッとしたソニアさんが、僕の顔を見て驚いている。あ、【ミラージュ】を解除するの忘れてた！

　慌てて顔に貼り付けてあった幻を解除する。ソニアさんは幻げん覚かくを見み抜ぬく魔ま眼がんを持っているんだけどなあ。発動させないとわからないのか。まあ、ユミナや教皇猊げい下かもそうだしな。

「僕ですよ。望もち月づき冬夜」

「冬夜殿どの!?」

　やっとわかってもらえたみたいだ。それにしてもなんでソニアさんがユーロンになんかいるんだろう？
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「【光よ来たれ、女め神がみの癒いやし、メガヒール】」

　竹林の中に蹲うずくまる蓮月さんに回復魔法をかける。右肩に受けた刀傷がみるみる間に塞ふさがっていき、完全に元に戻もどった。

「……すごいですね。すっかり元通りです」

　右肩をぐるぐると回し、蓮月さんが立ち上がる。

「にしても、なんで冬夜さんがユーロンに？　っと、ブリュンヒルド公王陛下でしたね。申し訳……」

「ああ、いいですいいです。お忍びなんで。ここにいるのは銀の鬼武者。イーシェンからの流れ者ですよ」

　蓮月さんが跪ひざまずこうとするのを慌てて止める。正体バラしたのはまずかったかなあ。でもあのままだとソニアさんが引いてくれなさそうだったし。

「それよりもこっちが聞きたいんですけど。街で噂になっている天帝を暗殺しようとした三人組って蓮月さんたちなんですか？」

「暗殺ですか。いや、城に忍び込んだのは事実ですし、殺そうとしたのも確かです。しかし、これは暗殺ではありません。敵かたき討うちです」







[image: ]







「くっ、ジャオファのやつめ！　あと少しだったのに、あんな手て練だれの護衛がいるとは……」

　ソニアさんが吐はき捨すてるように口を開いた。

「ジャオファ？」

「この都の天帝のことですよ。本名はチェイ・ジャオファ。天帝なんて名乗ってますが、その正体は冒険者くずれの盗賊です」

　蓮月さんの方も苦々しい口調で話す。天帝が盗賊？　どういうことだ？

「例のユーロンを襲ったフレイズの大侵しん攻こうよりこっち、天帝を名乗った輩やからは数多くいます。亡なくなった先せん帝ていがあらゆる町で、のべつ幕無しに子供を作った結果、どこに落とし胤だねがいてもおかしくない状じよう況きようでしたからね。加えて、正せい妃ひ、側室の子供はまとめてシェンハイと共に消えてしまった。他の町にいて無事だった息子むすこも今じゃ全員死んでます。こんな状況では誰が天帝を名乗ったところで、その正統性を確かめるすべがないわけです」

　まあ、そうだろうなあ。適当な物をでっち上げて、『これは先の天帝が、息子である私が生まれたときに下された物だ』とか言えば、それで充じゆう分ぶんなわけだ。

　なにせ、それを『嘘うそだ』と断言できる資料も人物もすでにこの世にはないのだから。

　あとはもう実力だけだ。それを示せば天帝候補のいっちょ上がり。

　だが、当然危険も孕はらんでいる。当たり前だが、他の天帝候補がそれを認めるわけがない。自分が一番天帝に相応ふさわしいと互たがいに主張し、結果、ぶつかることになる。

「ジャオファもその一人で、奴は天帝の証あかしである古代の『玉ぎよく璽じ』を持ち出して、『これこそが我わが家やに伝わる天帝の証』と宣言したのです」

「ジャオファってのは天帝の血筋なのか？」

「まさか。その『玉璽』はとある遺い跡せきから発はつ掘くつされたものですよ。それを発見した冒険者を殺し、手に入れたものです」

　横取りか。すると、『玉璽』自体は本物かもしれないな。

「奴が殺した冒険者は私たち二人の恩人なんだ。何度も命を救われたことがある。私たちはジャオファに報むくいを与えなければならない」

「普通ならジャオファごとき盗賊が『玉璽』を持っていようと、誰も天帝などと認めるわけがなかったでしょう。しかし、どこからか奴は強力な力を手に入れた。それが――――」

「鉄機兵、か」

　こくりと蓮月さんが頷うなずく。

　ユーロン天帝の証、『玉璽』、強大なる力、『鉄機兵』。確かに天帝と名乗りを上げてもおかしくない。

　しかし、どこでそのジャオファという盗ぬすっ人とは『鉄機兵』を手に入れたのだろうか。やはり裏で『黄金結社ゴルデイアス』が糸を引いてたりするのか？

「ところで冬夜さ……鬼おに武む者しや殿どのは何故なぜここに？」

「あー……その鉄機兵ってやつ、どうもウチから盗まれたフレームギアを参考にして作られたみたいなんですよ。なもんで、ちょっとした復ふく讐しゆうをと」

「そうだったんですか……どうりで。それならあの技術力も頷ける。ただ、私の見た限りでは、ウッドゴーレムを倒たおしたフレームギアの方が強いと感じましたが」

　そりゃそうだ。言ってみればあっちは改悪型だ。それでも再現した技術力は侮あなどれないが。ん？　誰か駆けてくる。

「ソニアさん、蓮月さん！　だ、大だい丈じよう夫ぶでしたか!?　そ、そいつは!?」

「大丈夫だ、ジェスティ。この方は私たちの知人だ。蓮月の傷を治してくれたんだ」

　一いつ瞬しゆん、追っ手かと思ったが、違ちがった。ソニアさん、蓮月さんと同じローブを着ている。どうやら二人で足止めをして、この人を逃がしていたようだな。戻ってきてしまったようだが。

「冬夜ど……鬼武者殿、彼かれはジェスティ・パララックス。さっき話した私たちの恩人の息子ですよ」

　なるほど『敵討ち』だもんな。ジェスティと呼ばれた男が、かぶっていたフードを外す。短い茶ちや髪ぱつに榛はしばみ色の双そう眸ぼう。歳としの頃ころは二十一、二といったところか。身長が一八〇近くあるな。

　といっても、蓮月さんもそれぐらいあるし、ソニアさんも僕ぼくより高い。竜人族は女性でも高身長が多いからなあ。

　僕は一七〇ほどしかない。成長期だし、一七五はなんとか突とつ破ぱしてほしいところだが……って、あれ……？　完全神化したら成長止まる……？

「ジェスティ・パララックスです。蓮月さんを助けていただき、ありがとうございます！」

「え？　ああ、いえ、お気になさらず」

　考えごとをしていたときに声をかけられて、少しびっくりする。やたら快活明朗な青年だな。

「とりあえずいつまでもここにいるのはまずいな……。【ゲート】」

　僕は目の前に、先ほどいた元帝都・シェンハイへと繋がる【ゲート】を開いた。

「さ、早くここから移動しましょう」

　驚いている三人を置いて、先に【ゲート】をくぐる。しばらくしてソニアさん、ジェスティさん、蓮月さんの順番で、同じように【ゲート】を抜けてきた。

「ここは……!?」

「元帝都のシェンハイですよ」

「シェンハイ!?　そんな遠くまで!?」

「すごい……。これが転移魔法か……」

　辺りをキョロキョロと見回す三人だったが、急にソニアさんが中腰になり、戦せん闘とうの構えをとる。なんだ？

「おい、そこの小僧。命が惜しかったら有り金全部とそこの女を置いて行きな」

「……またお前らか」

　瓦礫の陰かげからぞろぞろと出てきたのは、さっき逃げて行った追おい剥はぎどもだった。懲こりてないな、こいつら。さっきと全く同じセリフだったし。

　仮面をかぶっているし、さっきと衣装が違うからどうやら僕とわかってないみたいだな。

「【パラライズ】」

「ふぎゃっ!?」

　追い剥ぎ共にスマホを通して【パラライズ】を発動、一いち網もう打だ尽じんにする。痛い目に遭あわないと反省しないようだからな。

「それでさっきの話ですけど。そのジャオファって奴が天てん帝ていになるとどうなると思います？」

「碌ろくなことにならないのはすでにわかっています。街を見ましたか？　女子供がほとんどいなかったでしょう。ジャオファの兵が乱暴狼ろう藉ぜきを働くからですよ。みんな家に閉じこもっているんです。さらに都の大おお店だなから次々と金品を徴ちよう収しゆうするもんだから、その結果、商人は逃げ出し、食料などが入ってこなくなる。入ってきてもすべて城へと取られては、市民は死ねと言ってるのも同じです」

　むう。ひょっとして、あのまずいチャーシューメンもそういった事情からなのか？　……違うか。

「そんなに金を集めてどうするんだろう？」

「鉄機兵ですよ。さらなる改良と量産をしようとしてるんです。私たちの掴つかんだ情報によりますと、三日ほど前にも大量の資材が城へと運ばれていったそうです」

　僕の疑問にジェスティさんが答えてくれる。どうやら生産工場は城の中にあるみたいだな。

　それにしてもその大量の資材はどこから来たんだろう。ジャオファと『黄金結社ゴルデイアス』が繋がっているとして、フェルゼンからか？

「ジャオファを放っておけば、必ずあいつは鉄機兵をもって、他国へと攻せめ入いるぞ。あいつはユーロンが欲ほしいんじゃない。それは足がかりにしか過ぎないんだ。隣国のもっと裕ゆう福ふくな国を乗っ取ろうとするに違いない」

　ソニアさんの言うとおりかもしれない。

　狙うとしたらどこだろう。ロードメア、ゼノアス辺りはさすがに厳しいだろう。イーシェンも位置的に難しい。

　僕ならどこを狙う？

　……ハノックだな。ここなら西は大河で遮さえぎられ、東のユーロンには敵はいない。しかもハノックにはレアな鋼材が採れる鉱山が多くある。新たに鉄機兵を製造するのにうってつけだ。

　鉄機兵の力をもってハノックを制圧し、自分の支配下に置いて、新王国を打ち立てる。荒あれ地ちや廃はい墟きよが多く、再建に金がかかるだけとなったユーロンは、もう必要ないと考えているのかもしれない。だから金品を巻き上げたり、碌に政治をしたりしてないのか？　どうせ切り捨てる土地だから。

　今は鉄機兵の生産と、兵力のために天帝を名乗っているが、あくまでそれは手段でしかなく、利用しているに過ぎない、か。

「……確かにあり得る話ですね」

「そうでしょう!?　私たちには関係ないとはいえ、他の人たちの不幸を黙だまって見過ごすわけにはいかない。やはり今のうちになんとかしないと……！」

　ジェスティさんが悔くやしそうな顔をして拳を握にぎりしめる。親の仇あだだからというだけではなく、ずいぶんと正義感の強い青年のようだ。

「私たちは以前もジャオファを追い詰つめたことがある。まだ天帝などと名乗ってはいなかったが、その時は失敗に終わり、まんまと逃げられた。あの時奴を倒していれば……」

　たら、れば、の話をしても仕方がない。問題はこれからどう行動するかだが……。

「とにかくそのうち内情を探さぐっている僕の仲間から連れん絡らくが入りますから。……そう言えばみなさん、『黄金結社ゴルデイアス』って知ってますか？」

「さあ、私は知らないが……。蓮月、ジェスティ、二人は知っているか？」

「いえ、私もあいにくと」

「自分も知りません」

　二人とも首を横に振ふる。

　一応、秘密結社だしな。そんな簡単に情報は入ってこないか。

「その『黄金結社ゴルデイアス』ってのは？」

「鉄機兵開発の裏にいるかもしれない組織です。ひょっとしたら、ジャオファをも操あやつっているのかもしれない」

「黄金と言えば……ジャオファの護衛にいた二人、妙な黄金のペンダントをしていたな……。」

　思い出すようにソニアさんがつぶやく。

「どんなやつです？」

「こう……黄金でできた円の中に、六……いや七角形の意い匠しようがされたペンダントだったと思う」

　ガリガリと地面に棒切れでソニアさんが絵を描えがいた。

　怪あやしいな。まず黄金ってとこが怪しい。さらに七角形というところがまた怪しい。リーンに聞いたことがあるが、七角形ってのは属性魔法の根源を表しているんだそうだ。つまり、火、水、風、土、光、闇やみ、無、の七属性だ。

『黄金結社ゴルデイアス』は魔ま術じゆつ結社。その象しよう徴ちようをシンボルにする可能性は高い。

　フェルゼン国王に聞いてみるか……って、そういやフェルゼン国王にはスマホを渡わたしてなかった。

　仕方ない。僕はスマホを取り出し、『連れん絡らく先さき』から執しつ事じのライムさんへ電話をかける。

「もしもし。あ、ライムさんですか？」

　ライムさんにフェルゼンへ『ゲートミラー』でお手紙を送ってもらう。内容は『「黄金結社ゴルデイアス」のシンボルマークがあれば教えてほしい』だ。

　しばらく待つので、【ストレージ】からテーブルや椅い子すを引っ張り出し、入れてあったおやつのドーナツと紅茶も出した。

　初めからこれを食べれば、わざわざトロールの脛肉なんか食わんでもよかったんだ。でも一度はその土地の味って試ためしてみたいじゃないか。ハズレだったけど。

　いきなり出されたテーブルやドーナツに三人とも驚おどろいていたが、腹が減っていたのか、貪むさぼるようにドーナツを食べ始めた。特にソニアさんがやたら食う。竜人族は燃費が悪いんだろうか。まあ、ドーナツはまだあるからいいけど。

　僕もひとつ手にとって食べ始める。美味うまい。やはりウチのコック長、クレアさんの腕は天下一品だ。

　テーブルの上のドーナツがなくなりかけたころ、ライムさんから写真添てん付ぷでメールが届く。歳の割に使いこなしてるなあ。

　画面に映し出されたイラストを撮とった写真を見る。

「こりゃあ、決定だな」

　そこには円の中に七角形が描かれたマークが映し出されていた。

　間ま違ちがいない。新天帝と『黄金結社ゴルデイアス』は繋がっている。
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「なるほど。鉄機兵は城内地下の格納庫に収納されているのか」

『はい。城に潜せん入にゆうはしませんでしたが、その数一千近くとか』

「そんなにあるのか……」

　椿つばきさんからの電話を受けて、その内容にちょっと驚いた。一千体近いってのは結構な数だ。ウチのフレームギアでさえもせいぜい四百機くらいだからな。

　これは資材量の差なのか、生産能力の差なのか。はたまた、なにか別の原因があるのか。ひょっとして『工こう房ぼう』のような施し設せつがあるのかも……。まあ、フレームギアとは比べものにならないくらい簡略化されたものなのかもしれないが。

　材料が城に持ち込まれてるとしたら、そこに生産工場があるはずだ。逆に言えばそこを潰つぶせば、鉄機兵はもう簡単に作れないだろう。

　後こう顧この憂うれいを断たつ意味を込めて、工場は全部ぶっ壊こわすか。

『それと、城には強固な結界が張られているようです。魔法関係は全すべて打ち消されてしまうとか』

「それは面めん倒どうだな……」

　ってことは、鉄機兵をいただくには転移魔法ではダメってことか。直に乗り込んで持ち出さないといけないわけだ。

　たぶん魔法が打ち消されるというよりは、邪じや魔まされるというタイプの結界なのだろう。

　結界にもいろいろあって、




　魔法の対象になるのを避ける、回かい避ひ結界。

　魔法の発動を阻そ害がいする、阻害結界。

　何かしらの効果を与あたえる、付ふ与よ結界。

　侵入を阻はばむ、防護結界。

　脱だつ出しゆつを阻む、封ふう印いん結界。




　僕が知っているだけでもこれだけある。他にもいろいろあるみたいだが、このうち護ご符ふや御お守まもりなどは回避結界、フレイズの出現を防いでいる、世界に張られているという結界などは防護結界に当たるんだろう。

　もちろん結界にも強さがあって、頑がん丈じようなものを作り上げるには、それなりに魔力やら時間やらがかかり、大変だという。

　一番手っ取り早いのは、結界を生み出しているアーティファクトや術式を見つけ出してぶっ壊すことだが、それ自体にも結界が張られている可能性が高い。検けん索さく魔ま法ほうなんかにゃ引っかからないだろうな。

　いや、もっと簡単なのは『都ごと消しよう滅めつ』だけどさ。うん、まあ却きやつ下かだな。盗む鉄機兵も消滅だし。

　とにかく椿さんと一度合流することにした。

　さて、あとはソニアさんたちだが……。

「城に潜入するなら連れて行ってもらえないだろうか。ジャオファをこれ以上放置するわけにはいかない」

「どうかお願いします！」

　ソニアさんだけでなく、ジェスティさんにも頭を下げられた。まあ、連れて行くのは構わないんだけどさ。

「都に戻って大丈夫ですかね？　顔を見られたりしました？」

「見られた、かな。ジェスティに至っては名乗りまで上げてしまったし」

「父の仇あだ討うちですし、それは仕方ないでしょう」

「うう……」

　となると、今ごろ人相書きが出回っている可能性が高いな。おまけに連れは竜人族の女にスキンヘッドの男ときた。目立つことこの上ない。

「仕方ない。幻げん影えい魔ま法ほうで姿を変えましょう」

　ま、城に潜入したら解除されてしまうかもしれないけどな。

　阻害結界は、魔法の発動を邪魔する結界だ。そこに入れば、魔法の持続効果も邪魔される。

　まあ、街中だけだし問題無いか。

　三人とも【ミラージュ】で平へい凡ぼんな町人の男女に姿を変えて、元の竹林に【ゲート】で戻った。

　椿さんとの待ち合わせ場所へ行く途と中ちゆうも、たくさんの兵士たちが都中をうろついていた。【ミラージュ】のおかげで三人に気付く者はいなかったが、仮面のせいで僕が何回も職務質問された。なんでだ。
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　それから夜は更ふけて、辺りはすっかり暗くなった。

　僕らは行動を起こすべく、人ひと気けのない道を選んで、城の近くへと向かう。あらためて見ると高い城じよう壁へきだなあ。

「さて、どうやって忍しのび込むか」

　城壁の近くへ移動して、試しに【ライト】を使ってみたが、一瞬だけ光を放ったあとすぐに消えてしまった。どうやらすでに結界の範はん囲い内ないらしい。

「魔法は使えないようですね」

「正面の城門は警備が厳しくなってるし、どうしたもんか……」

　考え込む蓮月さんとソニアさん、それにジェスティさんの【ミラージュ】もすでに解けている。

　魔法は使えない。【インビジブル】あたりで透とう明めいになって忍び込もうかと思ったけど……。

「うーん。面倒だなあ。いっそ正面から突破してしまうか」

「「「「え？」」」」

　向こうも魔法は使えないんだし、こっちには銃じゆうもあるしな。弓矢とかが怖こわいけど、かわせないこともない。僕一人ならどうとでもなる。

「ちょ、ちょっと待って下さい。あまり派手に暴れられるとジャオファが逃にげてしまうかもしれません。それは困ります」

　ジェスティさんが慌てて止めに入る。あ、そうか。忘れてた。魔法が使えなくても、この城ぐらい僕一人で制圧できるような気もするが、逃げられちゃ意味がない。うーん、そうなると……。

　不意に琥こ珀はくがピクッと耳を動かして、闇を凝ぎよう視しする。

『主。誰だれかがこちらへ向かってきます。おそらく見回りかと』

「まずいな。みんな近くの茂しげみに隠かくれろ！」

　僕の声に反応し、みんな素す早ばやく茂みの中に飛び込んだ。

　闇の中で目を凝こらしていると、先ほどいた場所を、二人の兵士が通り過ぎて行く。どうやらこちらには気付いてはいないようだ。

　兵士二人の気配が遠くなって、安あん全ぜん圏けんになってから、僕らは茂みの中から出て、あらためて城壁を越こえる方法を考える。

　さすがにこの高さは飛とび越えられないか。十メートルくらいはある。五、六メートルくらいなら魔法なしで飛び越えられるようにはなってるんだが。

『主。私なら楽に飛び越えられますが』

「背中に僕を乗せても大丈夫かい？」

『問題ありません』

　なら、それでいくか。ぐずぐずしてるわけにもいかないし。

　琥珀が元の大きさに戻ると、椿さん以外の三人がまた驚きの表情で固まったが放っておく。

【ストレージ】からロープを取り出そうとしたのだが、一瞬だけ開いてすぐに閉じてしまった。結界の影えい響きようか？

　城壁からそれなりに離はなれたら開いたので、中から長めのロープを取り出だす。

　そうか、中に入ったら魔法を使えなくなるかもしれないんだからな。今のうちに打てる手は打っておくか。

　いざという時のちょっとした保険をしておいて、みんなのところへ戻り、持ってきたロープの端はしを椿さんに預けて琥珀の背に乗る。

　スッと体勢を低くした琥珀が、一気に飛び上がる。十メートル以上も飛び上がり、城壁内へと音も無く着地した。さすが神しん獣じゆう。

　幸い、辺りには誰もいない。低木などが植えられた、庭のようなところだった。すぐさま近くの柱へロープを結び付け、それを引いて椿さんに合図を送る。

　周囲に気を配り、いつでもブリュンヒルドを抜ぬけるようにしておく。

　そういえば……ちょっと疑問に思ったので試してみよう。

「ブレードモード」

　ブリュンヒルドの刀身が少しだけ伸のびる。なるほど。まったく発動しないわけじゃないのか。

「ブレードモード」

「ブレードモード」

「ブレードモード」

「ブレードモード」

　何回か繰り返かえして、やっと刀身が伸びきった。瞬しゆん間かん的てきな魔法なら使えないこともないか？

【スリップ】なら一秒未満でも充分だし、【ブースト】や【アクセル】も瞬間的に使うなら問題なさそうだ。【アポーツ】もおそらくいけると思う。なら、ガンモードのリロードも一瞬だから大丈夫だろう。

【ファイアボール】とかだと至近距離じゃないと消滅してしまうだろうが、どのみちその距離で発動させたら、巻まき添ぞえでこっちも吹ふっ飛ぶな。

【マルチプル】がすぐ消えてしまうから、スマホでのターゲットロックがまったく使えないのは痛い。【パラライズ】とかも接せつ触しよくすれば使えなくもない、か。

　あっ！　【テレポート】で瞬間移動すれば壁かべを越える必要無かったんじゃ!?　一瞬なら阻害される恐れも無いかもと思い、試してみたら、思った位置に移動しない。やはり阻害はされているようだ。危険で使えないな。

　そんなことを試していたら、城壁の上にソニアさんが現れた。ソニアさんや蓮月さんは身が軽いので手慣れたもんだったが、ジェスティさんは城壁に登るのに少々手こずっていたようだった。

　全員が登り切ると、登ってきたロープを手た繰ぐり寄よせ、今度は城壁の出っ張りにひっかけて反対の城内へと下ろす。そしてそれを使って、するするとみんなが降りてきた。

　全員が城壁内に降り立ったあと、椿さんが片方の端を引っ張ってロープを回収する。一応低木の茂みに隠しておくが、鉄機兵をいただいたあとはそれに乗って脱出するので、必要無いかも…………って、待てよ。

　鉄機兵を奪うばっても果たして操れるだろうか。なんとなくフレームギアと似たような感じで、動かせると思い込んでいたけど、どうなんだろう？

「まずはこの邪魔な結界から壊さないと駄だ目めか」

『主。また見回りの兵が』

　すでに小虎状態になっていた琥珀が注意を促うながしてくる。

　どうやらここは城の裏庭に当たるらしい。木の陰から覗のぞくとカンテラを持ち、巡じゆん回かいルートを回ってきたらしい兵士二人が見えてきた。

「よし、あいつらからこの城の情報を聞き出そう」

「どうします？　私がやりますか？」

「いえ、僕がいきます。一人は行動不能にして、もう一人から聞くことにします」

　蓮月さんの申し出を断って、僕が前に出る。カンテラの灯あかりが接近してきたタイミングを見計らって、【アクセル】を一瞬だけ起動し、一気に飛び出した。すぐに【アクセル】は霧む消しようしたが、兵士二人の背後に回るだけなら充分だった。

　そのまま一人の背に手を当てて、【パラライズ】を発動させ、麻ま痺ひさせる。そして残りのもう一人、その喉のど元もとにブリュンヒルドの刃はを突き付つけた。

「声を出すな」

「ひ……！」

　倒れた同どう僚りようを殺されたと思ったのか、刃を突き付けられた兵士はすぐに大人しくなった。

　木の陰からソニアさんたちが姿を現し、倒れた兵士が持っていたカンテラの火を消す。

「ここの城に張られている結界はどうすれば消える？」

「し、知らない。結界はガド様が張られているので、わからない」

「ガド？　誰だそいつは？」

「て、天帝陛下の側近だ。ソル様と二人でいつも一いつ緒しよに行動しているお方だ」

　詳しよう細さいに人物像を聞き出すと、ソニアさんたちが戦って、蓮月さんを斬きったのがソルという剣けん士し、その相棒の魔ま法ほう使つかいがガドというらしい。

　どうやらこのガドという魔法使いが、この結界を設置したらしい。間違いなくこのガドとソルという二人が、『黄金結社ゴルデイアス』のメンバーだろう。

　結界には何かの魔道具を使っているようだが、そこまではこの兵士もわからないようだ。

　これ以上何も知らないようなので、こいつも【パラライズ】で動けなくなってもらった。

　麻痺した二人を蓮月さんが引きずって藪やぶの陰に隠す。

　とりあえずそのガドとかいう魔法使いを捕とらえて結界を解除させるか。天帝の側近だというし、ジェスティさんの仇討ちもある。鉄機兵は後回しだ。

　まずは天帝のところを目指そう。さっきのように兵士たちに聞いていけば辿たどり着つけると思う。

「じゃあ行くとしますか」

　僕らは城内へ侵しん入にゆうを開始した。
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「ったく、なんでこうなったかなあ」

　襲おそいかかってくる兵士たちを撃うち倒しながら、ため息と共に僕はつぶやく。

　まあ、なんと言いますか。結局見つかってしまって、絶賛戦闘中であります。

　こういうのに慣れた椿さんがいても、僕を入れて足手まといを四人も抱かかえてはどうしようもなかった。

　城内の通路から、次から次へと剣けんを構えた兵士たちがやってくる。唯ゆい一いつの救いは魔法での遠えん距きよ離り攻こう撃げきがないってことだが、それでも弓矢が飛んでくることはある。そのほとんどを僕の銃じゆう弾だんと琥珀の咆ほう哮こうが放つ衝しよう撃げき波はで叩たたき落おとし、その隙すきに蓮月さんやソニアさんが相手を仕留めていった。

　そして前進前進、また前進。じいちゃんがよく歌っていた歌みたいになってきたな。花と散る気はないが。

「天帝のいる宮きゆう廷ていってのはこっちでいいんだっけ？」

「はい。しかし、こうも見つかってしまっては、早く天帝の身み柄がらを押おさえないと……」

「逃げられる可能性が出てくる、か」

　椿さんの言う通り、時間をかけてしまうと逃げられるかもしれない。それではジェスティさんたちの目的を果たせない。仕方ない、強ごう引いんに罷まかり通る！

「琥珀！　正面の兵士たちを一気にぶっ飛ばせ！」

『御ぎよ意い！』

　大きくなった琥珀が大咆哮と共に衝撃波を放つ。通路を塞ぐ敵兵が一気に薙なぎ倒され、その場で気を失った。

「よし、今のうちに宮廷まで駆かけ抜けるぞ！」

　僕らは倒れる兵士たちの横を駆け抜け、廊ろう下かから赤い絨じゆう毯たんの続く廊下を一気に走っていく。通路の脇わきには高そうな壺つぼなんかが並んでいるが、色合いが派手で趣しゆ味みが悪いとしか言いようがない。

　赤い柱が立ち並ぶ通路を抜けて、正面に現れた向かい立つ龍りゆうのレリーフが刻まれた立派な扉とびらを力任せに蹴け破やぶる。

　天てん井じようが高くだだっ広い空間に、ド派手な玉座があり、そこに一人の男が腰こし掛かけていた。

　三十過ぎの髭ひげを生やしたおっさんだ。動きにくそうな黄色いダブついた服を着て、腰こしには黄金鞘さやの湾わん刀、頭には秦しんの始し皇こう帝ていが被かぶっていたような、前後に長い紐ひもがジャラジャラついた帽ぼう子しを被っている。

　そしてその両サイドには護衛のようにさらに二人の男が立っている。

　一人は赤黒い重じゆう厚こうそうな鎧よろい兜かぶとに身を包つつんだ、こちらも三十過ぎくらいの男。左手には大きな盾たて、右手には変わった形をした剣を持っていた。まるで大きな鉈なただ。

　もう一人は黒いローブを身に纏まとい、クエスチョンマークのように曲がった金属製の杖つえを持っていた。魔法使いか。戦士よりも若じやつ干かん若く、三み十そ路じ手前くらい？　金きん髪ぱつ碧へき眼がん、ひょろっとした優やさ男おとこだ。しかしその目付きはどこか濁にごった輝かがやきを湛たたえていた。

　護衛の二人とも、首から大きなペンダントをぶら下げている。丸に七角形。『黄金結社ゴルデイアス』の証シンボルである。兵士が言っていたソルにガドというのがこの二人のことだろう。

　察するに鎧を着た鉈男がソルで、ローブの優男がガドか。

「懲りずにまたやってくるとはな。それほどこの『玉璽』が欲しいか？」

　玉座に座すわった男、偽にせ天てん帝ていジャオファが、龍の像が載のっかった黄金の立方体を手にニヤニヤと笑う。

　あれが玉璽か。結構大きいんだな。リンゴくらいの大きさはあるんじゃないか？

「黙れ！　そんなものはいらん！　私が欲しいのは貴様の首だ！　父の仇、覚かく悟ごしろ！」

　ジェスティさんが腰の剣を抜き、蓮月さんやソニアさんも戦闘態勢に移る。

　緊きん迫ぱくした空気が張はり詰める中、ひとつの銃じゆう声せいが広間に轟とどろく。

「なっ……！」

　手にしていた玉璽が粉々に撃ち砕くだかれたのを、驚きよう愕がくの表情で見つめる偽天帝。

　もちろん、撃ったのは僕だ。天帝を撃ってもよかったが、それは僕の仕事じゃない。

「きっ、貴様っ！　なんということを！　七千年もの間受うけ継つがれてきた、ユーロン天帝の証たる玉璽をっ！」

「知るか。あとそれ嘘だから。七千年前にこの国無いから」

　正直、もう正当な天帝なんかいないんだから、あんなもん要いらんだろ。っていうか心底どうでもいい。

　もうこの国自体面倒だから、一回僕が（銀の鬼おに武む者しやとして）全部侵しん略りやくして、その後にゼノアスとか、フェルゼンとか、ハノックとかに、分ぶん割かつ譲渡したろか。

　歯は噛がみする天帝の前に立ち、ソルとかいう戦士が僕に向けて剣を構えた。

　容よう赦しや無なく銃弾をぶちかます。それをソルは大きな盾で弾はじくと、こっちへ向けて突とつ進しんしてきた。

「どらあぁぁぁぁ！」

　右手の大きな鉈を思い切り振り下おろす。それを僕は軽く躱かわし、ソルの頭めがけて引き金を数回引いた。ガンガンッ！　っと兜かぶとに当たって弾たまが跳はね返る。硬かたいな。この弾じゃ効かないか。

「琥珀！」

『御意！』

　琥珀の放った衝撃波がソルを吹き飛ばす。ゴロゴロっと転がったソルへ、今度はリロードし直した、『爆発弾エクスプロージヨン』を食くらわせた。着ちやく弾だんの時に発動するこの弾は、阻害結界に阻まれて、威い力りよくはかなり低くなってしまっているが、それでも一定のダメージを与えることはできる。

「ぐっ！」

　よろめいたソルへ、もう一発ぶちかまそうと狙ねらいを定める。

「【光よ来たれ、輝く連れん弾だん、ライトアロー】」

　突とつ然ぜん聞こえてきた魔法の詠えい唱しように、その場からすぐさま僕は横に飛び退のく。

　先ほどまでいた位置に光の矢が数本突つき刺ささった。危なっ。

　振り返ると玉座の前で杖を構えているガドとかいう魔法使いの姿があった。おいおい、それズルくないか？

「……結界で魔法は阻害されてるんじゃなかったか？」

「自分で作り上げた結界だぞ？　それぐらい手を加えなくてどうする」

　なんだよそれ。自分だけは影響を受けないようにしてあるってのか。卑ひ怯きようくさいが、まあ敵地だし、当たり前っちゃ当たり前か。

「さすがは『黄金結社ゴルデイアス』の魔法使い様といったところかね？」

「ッ!?　貴様……何者だ？」

　ガドとソルの顔に警けい戒かいの色が滲にじむ。

「……フェルゼンの犬か？」

「さあな。それよりもこの結界をなんとかしてくれないか？　そうしたらとびきり面白おもしろい魔法を見せてやるぞ？」

「残念だが、この結界は設置型だ。要となる魔道具アーテイファクトを破は壊かいするか、私の魔力を流さない限り、消えることはない」

　ニヤリと笑うガド。やっぱりそうか。

「ってことは、その魔道具アーテイファクトさえ壊せばいいわけか。これだけの大おお掛がかりな結界だ。隠しておけるもんじゃなさそうだし、すぐ見つかりそうだな」

「その前に自分の命の心配をした方がいいぞ？　【闇よ来たれ、我わが求むは骸がい骨こつの戦士、スケルトンウォーリアー】」

　ガドが呪じゆ文もんを唱えると床ゆかに魔ま法ほう陣じんが現れ、そこからボロボロの剣と盾を持った骸骨戦士スケルトンウオーリアがわらわらと現れた。

　ちっ、面倒な。骸骨戦士スケルトンウオーリアは召しよう喚かん獣じゆうの中でもアンデッド属に入る。戦せん闘とう力りよくはさほど高くはない。しかし、倒たおしても時間が経たてば再生する能力を持っており、完全に倒すなら光属性の魔法か、それに属する武器で攻こう撃げきするしかない。

　一番面倒なのが魔法を封ふうじられている今、こいつらを倒す術がないということだ。いや、ないわけじゃないが、ゼロ距きよ離りからの光魔法発動はちょっと厄やつ介かいだ。

「……なかなか楽しいことをしてくれるな」

「『黄金結社ゴルデイアス』の名を知っている以上、お前にはここで死んでもらわんとな」

　襲いかかってくる骸骨戦士をブリュンヒルドで撃ち倒す。ガラガラと崩くずれ落ちるが、一分もしない内に再生するだろう。

　横を見ると、椿さんやソニアさん、蓮月さんはたやすく、ジェスティさんはなんとか骸骨戦士を倒してはいたが、このままではジリ貧だ。ついでにその骸骨と共に襲いかかってくるソルの存在がまた厄介だった。

　いい加減うっとうしい。できるかどうかわからないが試してみるか。

　掌てのひらから出した神力をブリュンヒルドに纏わせ、弾だん倉そうの弾だん丸がんにまで届かせる。それを骸骨戦士の頭にぶちかますと、パァンッ！　と一いつ瞬しゆんにして骸骨の全身が塵ちりと化した。

「なにっ!?」

　驚くガドをよそに次々と骸骨たちを塵に変えていく。神力は魔力より上位の力。僕ぼくが全属性を使えるのもこの力の恩おん恵けいによるものだと思う。

　つまり、神力を変へん換かんした神気には全ての属性が宿っているんじゃないか、と思ったのだ。そして神力は結界の影響を受けない。魔力じゃないし、神の力を邪魔できるのは神の力だけだ。

　すっかり骸骨戦士たちを片付けた僕は、そのまま一足飛びに玉座へと飛びかかり、天帝の首元にブリュンヒルドの刃を突きつけた。

「ひっ！」

「武器を捨てろ。でないとこいつの首が飛ぶぞ」

　ソルとガドの二人にそう告げる。どのみちこの偽天帝はジェスティさんに引ひき渡すから命はないと思うけどな。あの二人には『黄金結社ゴルデイアス』についていろいろ吐はいてもらわないといけないし。

　ガドは大きく後ろに飛び退き、ソルの近くへと歩み寄ると、僕の方へと杖を向けた。

「【炎ほのおよ来たれ、煉れん獄ごくの火球、ファイアボール】」

　構えた金属製の杖から大きな火の玉が撃ち出された。おいおい、ちょっと待てよ。

「ひいいぃぃ!?」

「ちッ！」

　飛んできた火球を、神気を纏わせたブリュンヒルドで一刀両断に切り捨てる。

　真っぷたつにされた火球は左右に分かれ、後方で爆炎を上げて爆ばく発はつした。

「お前……今、天帝こいつごと吹き飛ばそうとしたな？」

「そろそろ潮時だったからな。もはやその男に用はない。予定がちょっと早くなっただけだ」

「お前ら裏切る気か!?」

　偽天帝がガドとソルに声を上げる。

「裏切るもなにも。お前と我らは仲間でもなんでもないだろう？　我らは鉄機兵を貸し、お前は労働力を払はらう。お前のおかげで鉄機兵の試験運用ができたのは感謝するが、それもここまでだ。我ら『黄金結社ゴルデイアス』は次の段階に入る」

「次の段階？」

「鉄機兵をもってフェルゼンへと攻め込むのさ」

　これにはちょっと驚いた。鉄機兵で攻め込むとしたらハノックだと思っていたからだ。

　いくら鉄機兵だとはいえ、フェルゼンの魔法部隊にかかれば無事ではすむまい。お互たがいに被ひ害がいも大きいはずだが、それも辞さないということなのか？

「旧・『黄金結社ゴルデイアス』首領の意い趣しゆ返しか？　無意味な復ふく讐しゆうをするんだな」

「これは父の復讐などではない。『黄金結社ゴルデイアス』が崇すう高こうなる世界を築くための第一歩だ。魔法による、魔法使いだけの、魔法で統一された新世界。魔法帝国マギアインペリウムのな」

「父……？　そうか、お前が前首領の息子むすこか」

「いかにも。私がガーランド・ゴールディが一子、ガルゼルド・ゴールディだ」

　ガド、いやガルゼルドが杖を床に打ち付けて名乗りを上げる。こいつが『黄金結社ゴルデイアス』のボスか。

「父がなしえなかった禁きん忌き魔法【聖域サンクチユアリ】を発動させ、魔法を使えぬ愚ぐ民みん共をこの世界から淘とう汰たする。浄じよう化かされた世界が生まれるのだ！」

　禁忌魔法【聖域サンクチユアリ】？　そいつが二十年前、こいつの親父おやじが発動させようとしていた魔法か？　話から察するに魔法を使えない人間を一いつ掃そうする魔法っぽいが……。

　しかし、それがフェルゼンに攻せめ込むこととなにか関係があるんだろうか。その魔法を発動するのにフェルゼンにある魔道具アーテイファクトが必要だとか？

「いろいろとわからんが、まあいい。お前が『黄金結社ゴルデイアス』のボスなら逃がすわけにはいかない」

「それはどうかな？」

　ガルゼルドが不敵に笑う。次の瞬間、奴やつらの背後にあった壁をぶち破り、大きな機械仕じ掛かけの手が広間に伸びてきた。

　ガラガラと崩れる壁の中から、円えん錐すい状じようの突撃槍ランスを持った、ズングリとしたシルエットの首無し機体が現れる。これが鉄機兵か！

　鉄機兵は、ガシャンッ！　と右手に持った突撃槍ランスを構え、僕らがいる玉座へと突き出してくる。

「くっ！」

「うひいっ！」

　僕と偽天帝は散開してそれを避よける。豪ごう奢しやな造りの玉座は見るも無残に砕け散ちり、ただの残ざん骸がいと化した。パワーはそれなりにあるな。旧式の重騎士シユバリエが十とすると、こちらは八といったところか。

「ひいいぃぃっ！」

　偽天帝が一目散に広間の奥おくへと逃げて行く。元が盗とう賊ぞくだけあって逃げ足あしだけは速いな。だが、ここで逃のがすわけにはいかない。

「ちっ……。ジェスティさんたちはあいつを追ってください！」

「わっ、わかりました！」

　ジェスティさんを先頭に、蓮月さん、ソニアさんたちが、偽天帝を追いかけ、広間の奥へと消えていく。

　この場には僕と琥珀、そして椿さんが残る。

『この僕の鉄機兵に生身で立ち向かうつもりか？　命知らずなやつだ』

　鉄機兵から安っぽいスピーカーを通したような耳みみ障ざわりな音声が聞こえてきた。おそらく中の操縦者の声だろう。

　ノイズや音割れで聞き取りにくいが、この声どこかで……。あ。

「……なるほど。こんなところへ逃げ込んでいたわけか。え？　ボーマン博士？」

『なっ……！　お、お前！　なんで僕のことを知っている!?』

　はん。やっぱりか。この中に乗っているのは元ロードメアの魔工学士、エドガー・ボーマンだ。

　武装ゴーレムを暴走させ、ロードメアの首都を破壊させた罪により、役職、博士号を剥はく奪だつされて、罪人として鉱山送りになったヤツだ。鬼武者の姿なので僕のことはわからないようだな。

　鉱山に送られる最中に何者かの手引きにより逃とう走そうしたと聞いていたが、『黄金結社ゴルデイアス』が糸を引いていたのか。

「なるほど。お前ら『黄金結社ゴルデイアス』が、こいつに作らせたわけだ。この出で来き損そこないを」

『出来損ないだと!?　僕が作った鉄機兵を出来損ないだと言うのか!?　ユーロンを制せい覇はするほどの力を持つ、この最高傑けつ作さくを！』

「他人から盗ぬすんだもんを流用して作ったくせに、偉えらそうなこと言うなよ。ブリュンヒルドのフレームギアと比べたら月とスッポンだろ」

『言ったなッ！』

　振ふりかぶった突撃槍ランスを僕めがけて突き出してくる。動きがワンパターンだな。

　ひょいっと槍やりを躱し、なおも突きを繰くり出してくる鉄機兵を避けながら観察する。

　どうも操縦系統がフレームギアとは違ちがうようだな。フレームギアは脳波や思考を読み取って、ある程度トレースし、操縦者の動きをサポートすることができる。故ゆえにその操縦者の動きを模も倣ほうして動くことができるのだ。

　しかしこの鉄機兵は、動きのパターンがある程度決まっているように感じられる。例えるなら、コマンド入力によって技わざを繰り出す格かく闘とうゲームのように。

　まさかＡボタンを押せばパンチ、Ｂボタンを押せばキック、などという単純なことではないだろうが、極きよく端たんなことを言えばそれに近いと思われる。操縦は簡単かもしれないが、人間が乗る物として、臨機応変に対処できないってのはどうなんだろう。

　それとも結界の影響を受けているのか？　フレームギアには魔法の影響を受けにくくする刻印魔ま術じゆつが施ほどこされているが、それもパクったわりには動きが悪過ぎる。

「やっぱり出来損ないだ」

『まだ言うかっ！』

　繰り出してきた腕うでの下に潜もぐり込み、神気を纏わせたブリュンヒルドで肘ひじを斬り上げる。

　突撃槍ランスを持っていた右腕は、肘から下を切断され吹っ飛んでいった。

『なっ!?』

　そのまま股またの下をくぐり抜けながら、同じように両りよう膝ひざも斬りつけ、一刀のもとに切断する。膝から前のめりに鉄機兵が倒れこみ、大きな音を立てて広間の床に沈しずんだ。

『そんな……！　バカなバカなバカな!?　ありえない！　僕の鉄機兵がやられるなんてありえない！』

「て、鉄機兵を生身でだと……!?」

　僕は驚おどろいて立ちすくんでいたソルへと【アクセル】で強きよう襲しゆうする。結界のせいですぐに効果は切れたが、不意をつくだけなら一瞬の加速だけで充じゆう分ぶんだ。

「くっ!?」

　ソルは盾を構えたが、そんなもの関係ない。僕が振るった剣筋は盾ごと腕も切断する。

「ぐわぁあああああっ!?」

「うるさい、黙だまれ。【パラライズ】」

「ぐはっ……!!」

　ソルの身体に触ふれて、麻ま痺ひ魔法【パラライズ】を発動。一瞬で相手が身体の自由を奪われ、その場に崩れ落ちる。

　一応、盛大に血が噴ふき出している腕の傷は、回復魔法で塞ふさいでおいてやった。あとで聞きたいことが山ほどあるからな。

「さて、これでネタ切れか？」

　僕はガルゼルドへと視線を向ける。しかし優男は薄うすら笑わらいを浮うかべていた。

「ふふふ。強い。強いな。鬼武者よ。多少なりとも魔法を使えるのであれば、資格はある。どうだ？　『黄金結社ゴルデイアス』に入る気はないか？　私が魔法帝国マギアインペリウムの皇こう帝ていになった暁あかつきには、大将軍の地位をやるぞ？」

「大将軍？　ケチくさいな。前に世界の半分をやるから味方になれって僕に言ってきた大物がいるぞ？　もちろん断ったがな」

　まあその竜王ごほんにんは、竜りゆうにパックンチョされてしまいましたが。

「そうか、それは残念だな。ではやはりお前には死んでもらおう」

「この状じよう況きよう下でよくそんなこと言えるな。ご自じ慢まんの相棒も鉄機兵も、もう役立たずのくせに」

「誰が鉄機兵はそれだけだと言ったね？」

　ガルゼルドの声に応こたえるように、ゴゴゴゴゴ……！　と、低い地鳴りが足元から聞こえてきた。

　鉄機兵にぶち抜かれた壁から見える庭園や、城のいたるところに魔法陣が浮かび上あがり、その中から次々と新たな鉄機兵がせり上がってきている。

　さっきぶちのめしたのと同じタイプだ。手に持つ獲え物ものは剣や斧おのなど違ってはいたが。弩みたいなものを持っているヤツもいる。

「ちっ、そういえば地下に千機もの鉄機兵が揃そろえてあるんだっけか」

「ほう？　そんなことまで調べていたか。だが、もう九割以上の鉄機兵はここにはない。すでにフェルゼン国境付近の場所に輸送し、改良に改良を重ね、強化済みだ。すぐにでもフェルゼンへ攻め込める状況さ」

　用よう意い周しゆう到とうなやつだ。いや、こっちのタイミングが悪かったってことか？　九割以上、だいたいここに五〇機ほどあるとして、残り九五〇機がフェルゼンに侵しん攻こう……けっこうヤバいか？

　その前にこの場にいる五〇機をなんとかしないといけないんだが。

　まあ、僕は少しも慌あわててはいなかった。なぜなら――――。

「……なあガルゼルドの大将。――――聞こえないか？」

「……なに？」

　僕の浮かべた笑えみに不ふ審しんなものを感じたのか、ガルゼルドは動きを止めて耳を澄すます。

　遠くで金属のぶつかる音がする。地じ響ひびきと喧けん噪そうがだんだんとこちらへ近づいてくるのがわかった。ドゴォン！　と何かが倒れ込んだ音に、たまらなくなってガルゼルドが庭園へと飛び出す。

「なっ!?」

　そこから見えたのは、城のすぐ横で斬り倒された鉄機兵の姿。残骸の横に立つのは、巨きよ大だいな藤ふじ色いろの鎧武者とゴールデンオレンジの騎士。

　八重の『シュヴェルトライテ』とヒルダの『ジークルーネ』だ。

「バカな……！　なんでブリュンヒルドのフレームギアが……！」

　ガルゼルドがたじろぐ前で、滑すべるように八重のシュヴェルトライテが動く。一瞬にして周りの鉄機兵に迫せまると、振り上げた太刀たちを連続で斬り付け、あっという間に四し肢しを斬り離した。

　ヒルダのジークルーネも鉄機兵の突撃槍ランスを盾で防ぎ、華か麗れいなる斬撃で相手を沈めていく。

　鉄機兵が出てくる可能性もあろうかと、城に忍しのび込む前にフレームギアしか通れない転移陣じんを結界外に仕込んでおいたのだ。あとは念話で瑠る璃りや紅玉に連れん絡らくを取って、『格納庫』に開いた転移陣から八重とヒルダを呼び寄せた。結界でも念話は阻そ害がいされないからな。

　次々と八重たちに襲いかかっていく鉄機兵。数の上では二十倍以上いるのだ。数で押せば倒せる。そんなことを考えているのだろう。

　しかし、数に差があるとはいえ、紛まがい物ものに負けるほど、ウチの二人はヤワじゃない。新型フレームギアは伊達だてじゃないのだ。

　次々と鉄機兵の残骸が量産されていく。

「くっ……！」

「お前が何をしたかったのかわからんが、観念しろ。なんならフェルゼン王に突き出してやるぞ？」

「ふっ、ふふふ。やはりフェルゼンの犬だったか。だがフェルゼン王国に未来はない。我ら『黄金結社ゴルデイアス』の力に屈くつする日を楽しみに待っているがいい！」

　ガルゼルドはそう言い放ち、杖を天高く掲かかげた。

　その瞬間、眩まばゆいばかりの閃せん光こうが杖から放たれ、思わず腕で目をかばってしまう。

　光が収まり、目を開いた時にはガルゼルドの姿はなかった。

　バササッ！　という音がして、その方向へ視線を向けると一匹ぴきの蝙蝠こうもりが東の方へ飛び去っていくところだった。まさか……あの蝙蝠がガルゼルドか!?

　身体変化の魔ま法ほうを使ったのだろうか。ひょっとしてあいつの無属性魔法か？

　どっちにしろあの蝙蝠を見み逃のがすのはマズい気がする。追いかけようと【フライ】を発動するが、二メートルほど飛んだところで落っこちた。くそっ、まだ結界の影響があるのか！

「琥こ珀はく！」

『はっ！』

　駆けてきた琥珀の背に飛び乗る。そのまま城じよう壁へきまで走り、大跳躍してそれを飛び越えた。そのまま結界の外に飛び出し、すぐに【フライ】で飛び上がったが、どこにも蝙蝠の姿はなかった。

「検けん索さく。近くに蝙蝠はいるか？」

『――検索終しゆう了りよう。半径五キロ圏けん内ないに蝙蝠は存在しませン』

　くそっ。蝙蝠がそんなに速く飛べるわけがない。おそらく別の生き物に変身したんだ。それとも得意の結界で検索魔ま法ほうを阻害しているのか。

　まんまと逃にげられたか。……いや、まだ方法はある。

　地上の琥珀のところに降りて、魔法をかけるためにスマホで都を含ふくめた半径五キロにある全すべての木々を【マルチプル】でターゲットロックした。ちょっと時間がかかったが。

　そして指定した木々にかける魔法、それは、

「【アブソーブ】」

　一いつ斉せいに範はん囲い内ないの木々が自らの周囲にある魔力を吸収し始め、辺りの魔法を消し去っていった。これが僕流の阻害結界だ。もちろん僕の魔力は吸収されない。

「検索。ガルゼルド」

「――検索終了。東南の方向、三キロ先でス」

　魔力を吸収されて変身魔法が解けたな。しばらく効果は持続するから、その間は魔法が使えないはずだ。吸収魔法をかけた木の周りから離れればその限りではないから急がないとな。

　琥珀に乗って都の中を駆け抜けながら、【テレポート】でガルゼルドのところへ跳とぶ。

　一瞬で転移すると、都の外れの林の中だった。そこに一いつ生しよう懸けん命めいに杖を振り上げて、猫に変身してはすぐに人に戻もどる、ということを繰り返してるガルゼルドが見えた。その顔が琥珀に乗って駆けて来る僕を見つける。

「こっ、これはお前が……っ!?」

「また会ったな。じゃあ約束通り面白い魔法を見せてやるよ。【スリップ】」

「がっ!?」

【アブソーブ】を解除して、【スリップ】を発動する。見事に転倒したガルゼルドが杖を手放し、後頭部を打ってその場に倒れ込こんだ。

　すぐさま僕はその倒れた地面に悪あく魔まの弾丸をブリュンヒルドで打ち込む。そう、『無限転てん倒とう弾だん』を。

　スリップの効果が切れることをスイッチとし、再び別のスリップが発動。それが込められた僕の魔力が消えるまで延々と続く。ちなみに込められた魔力は、放置しておけば三日は転び続けるほどの量だ。あ、無限じゃないじゃん。『三日転倒弾』とかにするか。

「ぐはっ!?　うごっ!?　ふぎゃっ!?」

　ああも転び続けると魔力の集中なんてできまい。なんせ一ミリでも動いたらその方向に転倒するからな。そしてこの状況で止まることはほぼ不可能。一回目に転んだ時点で詰つんでいるのだよ。

　転び続けるガルゼルドを無視して、僕は口笛を吹ふきながら【ストレージ】からある物を取り出だす。

　ドズンと置かれたのは全面ガラス（正確にはガラスではないが）張り、三メートルの立方体だ。中心には悪あく臭しゆうを放つヘドロスライムの死し骸がい。そう、恐きよう怖ふの『ヘドロボックス』だ。しかも以前のより改良が加えられている。

　魔法を使われると厄介だから【アブソーブ】を【エンチャント】しておこう。魔法を使うとすぐ吸収するようにな。まあ、魔法を使うどころじゃないと思うが。

「一名様ご案内～」

　転び続けていたガルゼルドを【ゲート】でボックス内に転移させる。

「臭あぁああああああああぁぁぁぁぁ!?」

　ばんっ！　と壁かべにぶつかり、鼻を押さえるガルゼルド。その顔は青さを通とおり越こし、真っ白になっていた。ちなみに内部の声はスピーカーを通して外に聞こえるように改造した。

「くさっ!?　くさっ、臭くさいぃぃぃぃ！　おぅえええぇぇええ!!」

「はいはい、まだ終わってませんよー。お次はこれですからねー」

　外付でついているボタンを押すと、中のスピーカーから『黒板をフォークで引っ掻かく音』や『瀬せ戸と物ものの食器の底を擦すり合あわせる音』などが流れてくる。

「うひいぃいいいぃぃいぃ!?」

「うわっと!?」

　いかんいかん。音声を切るの忘れてた。スイッチを切るとガルゼルドの声もスピーカーから聞こえなくなったが、なんか叫さけんでるな。

「――――ッ！　――――ッ!!」

　音を防ごうと耳を塞ぐと鼻から悪臭を吸い込んでしまい、その鼻を押さえ付けると今度は耳が、といった動きを繰り返かえしている。

　顔は涙なみだと鼻水と涎よだれでぐちゃぐちゃだ。汚っ。

『主……。さすがにこれは……』

「や、けっこうムカついたからさー。こいつの結界とか鬱うつ陶とうしかったし。これぐらいの仕返ししてもいいと思うんだけど」

『やりすぎかと……』

　そうか？　なんか引いてる琥珀に僕はそう答えた。

　これは嗅きゆう覚かくと聴ちよう覚かくにダメージを与あたえているわけだけど、なんか物足りないな。視覚も足しとくか。

【ミラージュ】で足元いっぱいに、芋いも虫むしやらムカデやらゴキブリなんかの幻まぼろしを敷しき詰めてやった。

「――――ッ！　――――ッ!?」

　おお、ついに壁を叩き始めたぞ。でも残念。一応この壁、晶しよう材ざいでできてるから。同じ晶材の武器じゃないと壊こわれないんで無む駄だですー。

　ガルゼルドは脂あぶら汗あせをダラダラと流し、膝をガクガクと震ふるわせて、まるで生まれたての子こ鹿じかか、と突っ込みたくなる姿を晒さらしていた。

　やがてプツンと糸が切れた人形のように、ガルゼルドはその場にぶっ倒れた。口から泡あわを吹き、白目を剥むいて、全身を痙けい攣れんさせている。

　それを見てちょっと思いつく。

「【リフレッシュ】をかけて、体力を戻せば、もう一回おんなじ姿が見られるかな？」

『主。それ以上は人の道を踏ふみ外はずします』

　琥珀に止められた。ちえっ。







◇　◇　◇







　とりあえず、ヘドロボックス内で気絶しているガルゼルドを琥珀に任せて、ユーロンの城の方へ戻ってみた。

　人間は【ストレージ】に入れられないし、ボックスから出すと臭いし。近くに仲間がいるかもしれないから、放置するわけにもいかないしな。

　城へ飛んで戻るとほとんど戦せん闘とうは終わっていた。そこら中に鉄機兵の残骸が散らばっている。

　うあー……。できれば無傷のやつを持って帰りたかったが……無理かな、こりゃ。まあ、博士なら難なく直せそうだけど。

　城からは次々と兵士やメイドたちが逃げ出している。あれだけの騒さわぎがあったらそうなるか。

　玉座の間に戻ると、椿つばきさんがソルとボーマンのやつを縛しばり上げていた。ソルはガルゼルドと一いつ緒しよにフェルゼンへ、ボーマンはロードメアへ引き渡わたすことにしよう。

「陛下。ガルゼルドは？」

「捕つかまえた。琥珀が見張ってる」

　さて、と。ジェスティさんはどこかな。検索魔法は結界により使えないので、偽天帝が逃げた方向へ捜さがしに行ってみる。

　すると長い渡り廊下の真ん中で、血に塗まみれて事切れている偽天帝ジャオファをジェスティさんたちが見下ろしているところへ出くわした。どうやら本ほん懐かいを遂とげたようだ。

　ジェスティさんは身体からだ中じゆうに切り傷を作り、手には血に染まった剣けんを持っていた。ソニアさんや蓮月さんは手を出してはいないみたいだ。あの二人が加わっていたら、こんな傷を負うわけはないからな。

「終わったみたいですね」

「はい……。ありがとうございます。おかげで父の仇あだを討うてました。これで父も安らかに眠ねむれるでしょう」

　泣いていたのだろうか。どことなく目が赤い。無む惨ざんに殺された父親の無念をやっと晴らせたのだから、無理もないか。

「とりあえずここから撤てつ退たいしましょう。行く当てがなければ後でブリュンヒルドに送りますが」

「お願いします」

　そう答えたのは蓮月さんで、ジェスティさんはまだどこか放心している感がある。三人を連れて椿さんのところへ戻ってくると、八重とヒルダがフレームギアから降り立っていた。

「むむ？　そちらの御ご仁じんたちは確か『剪せん定ていの儀ぎ』で……」

「あら？　本当ですね。エルゼさんとルーシアさんの対戦相手の……」

「ああ、あの時の……」

「あなたたちがあのフレームギアを？」

　四人とも互いに対戦したチームの一員ではあったが、直接対戦した相手ではないので、そこまでの面識は無かった。せいぜい顔を知っている、という程度だ。

　きちんとソニアさんたちに八重たちを紹しよう介かいする。どっちも僕の婚こん約やく者しやと聞いて、驚いてはいたが。さらにエルゼやルーを含め、あと七人いると言ったらもっと驚いていたが。

　それはともかく、外に転がっている鉄機兵をどうしようかと悩なやむ。【ゲート】で転移してしまえば一発なんだが……。

　結界の要かなめってどこに設置してんだろう。こういうのって普ふ通つう、範囲内の隅すみか中心だよな……。隅には特に何も無かったし、中心は宮廷あそこだろ？　玉座だったならとっくに壊れてるし……あ。

　見上げた先にそれが目に入った。宮廷の屋根の上、大棟の両りよう端たん部ぶに対ついになって輝く、日本で言うところのシャチホコがある場所に黄金の龍りゆうが設置されている。あれって正せい吻ふんって言うんだっけか？

　僕はブリュンヒルドを抜ぬき、それを連射してどちらとも打うち砕くだく。あれが結界を生み出すアーティファクトだとしても、ガルゼルドしか使えない物なんかいらんしな。

　破壊してから試ためしに【フライ】を発動してみたが、ちゃんと飛べた。やっぱりあれが結界を作るアーティファクトだったか。もっと早く気付いていればなあ。

　さっそく【ゲート】を開いて鉄機兵の残骸を『格納庫』へと送りつける。

　これでこの都も天帝がいなくなって住みよいところになるといいが。いや、また新しい天帝が出てきたりするかな。なんかイタチごっこな感じだ。

　実質、他の天帝とやらもジャオファが駆く逐ちくしてしまっているんだし、すでにこの国は国として機能してないのは明らかだ。

　もう都市同士で同盟を組んで、その中から指導者を選べばいいとも思うけど、ユーロン人だと変な指導者が出てくるんじゃないかと思ってしまう。

　いかんいかん、ユーロン人にだって立派な人物はいるはずだ。まだ会ったことないけど……。

　今回は鉄機兵のことがあったから絡からんだけど、本来ならこの国のことはこの国の人がやるべきだろうし。

　ハノック近くのユーロンの都市が、ハノック側に組み込んでほしいとかいう話があったらしいし、領土も少しずつ隣りん国ごくに取り込まれていくのかもしれない。

　フレイズに襲しゆう撃げきされたあと、身内で争いを始めたからな、この国は。それどころじゃないだろうに。その段階でアウトだった気がする。

　城の地下には鉄機兵の製造工場があった。しかしすでに稼か働どうはしておらず、撤退した後だったようで、何も残ってはいなかった。また利用されると厄介なので、念入りに破壊して僕らは宮きゆう殿でんから引き上げた。










　その次の日、ロードメアへ行ってボーマンを引き渡した。当然ながら今度は鉱山送りなどではなく、死罪だという。このロードメアの囚しゆう人じんが脱だつ走そうしたことにより、多くのユーロン人がその犠ぎ牲せいとなった。その償つぐないはしなければならないとのこと。全州総そう督とくの厳しい沙さ汰たが下ったわけだ。

　問題はフェルゼンへと引き渡した二人のほうだ。ソルの方はまだいい。ガルゼルドの方はものすごい嫌いやがられた。臭いのだ。どうしようもなく。

　おまけに情報を聞き出そうとしても、ソルの方はさほど知っておらず、ガルゼルドの方は放心してしまって、こちらの言葉を聞いているのかいないのか、わからない状態だった。

　目は虚うつろで、涎を垂らし、時折、「えへっ、えへへへ……」と、引きつった笑いを漏らす。やり過ぎたか。

「公王……一体何をひしたんらだ？」

「……カッとひしてやった。反省ひしている」

　フェルゼンの地ち下か牢ろうで、見る影かげもない『黄金結社ゴルデイアス』の首領を眺ながめながら、ジト目で鼻をつまんだフェルゼン国王が睨にらんでくる。

　この牢は魔法を使えなくする結界が張られているらしいので安心だそうだが、臭いまでは消せない。

　僕らはたまらなくなって、地下牢から脱出する。外の中庭に出て、美味おいしい空気を肺いっぱいに吸い込んだ。

「それでもまだ臭い気がするな……」

　自分の服をクンクンと嗅かぐとなんとなくほんのりとヘドロスライムの臭いがするような。消しよう臭しゆう魔ま法ほうって確かあった気がする。今度『図書館』で調べておこう。

　フェルゼン国王がどこからか取り出した香こう水すいをシュッシュッと使い始めたので、僕も借りて臭いを誤ご魔ま化かしておく。すっかりシトラスミントのような香かおりに包まれたので、これで大だい丈じよう夫ぶだろう。

　しかしよくこんなの持ってたな。似合わないと思ったが、婚約者であるエリシアさんに嫌きらわれたくない一心で、こういったものを持っているのかもしれない。

「ところで公王。ほれ、ウチの『魔工商会』のギルドマスター、覚えてるか？」

「『魔工商会』？　ああ、あのサングラスかけた胡う散さん臭くさい……」

　確かイーゼスとかいったか。フェルゼンの魔法使い、商人、職人を取り仕切る、巨大ギルドのマスターだったな。

「あいつの下に三人のサブマスターがいるんだが、今朝そのうちの一人がいなくなった。で、そいつの家から見つかったのがこれだ」

　懐ふところからフェルゼン国王が取り出したのは、黄金でできた丸に七角形のペンダント。『黄金結社ゴルデイアス』のメンバーである証あかしだ。

「ガルゼルドが捕まったのを知って慌てて逃げ出したんですかね」

「おそらく、な。しかもこいつはワシの暗殺を狙ねらっておった節がある」

　家宅捜そう索さくをした結果、そういった類たぐいの物的証しよう拠こがゴロゴロと出てきたらしい。ガルゼルドが外から、そのサブマスターが内からフェルゼンを狙っていたのは間ま違ちがいなさそうだ。

「公王に作ってもらったこの『ブレイブキング』の世話にならずに済んだわ」

「名前つけたんスか……」

　腰こしに差した剣の柄頭をポンポンと嬉うれしそうに叩たたくフェルゼンの魔法王。『ブレイブキング』って……。あまりネーミングセンスはなさそうだな、この人。『ファッションキングザナック』のザナックさんといい勝負かもしれん。

「それで奴らがやろうとしていた禁忌魔法のことですけど……」

「【聖域サンクチユアリ】だな。わかりやすく言えば、『支配』の魔法らしい」

「『支配』？」

「宮きゆう廷てい魔ま術じゆつ師しのルドーに聞いたのだが、いわゆる精神操作系と言われる系統の魔法らしい。恐おそろしいのはかなり広こう範はん囲いで発動させることも可能で、その領域にいる者は支配されていることを疑問にも思わないのだとか」

　洗脳ってことだろうか。無意識下で都合のいいことを刷り込む、サブリミナル効果のような。

「その『聖域』では如何いかなる理り不ふ尽じんなことでも、それが当たり前になる。おそらくこれを使って、ガルゼルドは魔法使い至上主義の国を作ろうとしていたのではあるまいか」

　あいにくと発動条件などはわからないらしいが。聞き出そうにもソルは魔法を少しだけ使える程度の戦士なので、このことについてはほぼ知らなかった。ガルゼルドはあのザマだし。

「仕方ない。知ってそうな人に聞くか」

「なに？」

　禁忌魔法は古代王国が生み出した古代魔法だ。なら、その時代に生きてた人に聞くのが一番手っ取り早い。

　懐からスマホを取り出し、ある相手に電話をかける。コール三回で相手が出た。

「もしもし？　博士か？」

『はいはい。しかしアレだね。「博士」って呼び方はちょっとよそよそしく感じるね。愛人らしく「レジーナ」と呼んでくれないものかな？』

　テンション軽くバビロン博士が返事をよこす。なにが愛人だ。認めてないっつうの。

「それで博士、ちょっと博士に聞きたいことがあるんだけど。いいかな、博士？」

『むう。あくまで押おし通すつもりだね？　……まあいいや、で？』

「【聖域サンクチユアリ】って魔法知ってる？」

『【聖域サンクチユアリ】？　ええっと……ああ、精神支配の広こう範はん囲い魔ま法ほうだね。それが？』

「発動のための条件とか儀ぎ式しきとかって知ってる？」

『んー、魔力の強い生いけ贄にえが必要だね。支配する者と同じ種族が。範囲が大きくなればそれだけ多くの生贄が必要。まあそれに代わる莫ばく大だいな魔力があれば問題ないけど』

　生贄ねえ。血ち生なま臭ぐさいな。まあ、得てしてそういう魔法が禁忌魔法になりがちなわけだけど。

『だけどアレって指定範囲から出てしまうと効果が消えるし、魔力の強い者には効きにくいから、あまり使われなかったけどね』

「え？　そうなの!?」

『確かそうだよ。基本的に終しゆう身しん刑けいになった罪人がいる刑務所ぐらいしか使ってなかったんじゃないかな。それも限られた一部の国でだけど。パルテノじゃ使ってなかったよ』

　なんだそりゃ。まあ、そういうところなら反乱を起こさせないように使ったかもしれないが、生贄を使ってまでするかな。生贄も死罪になった罪人とか？　それもどうなんだろう。

「じゃあ国全域で【聖域サンクチユアリ】を発動させようなんて……」

『あんまり意味はないね。それに国丸ごとなんてどれだけの生贄が必要になるか。それこそ戦争でもしないと無理なんじゃないかな？　聖域を持続するにも生贄はいるらしいし、そんな無駄なことしてたら人類は消えてしまうよ』

　なるほど。フェルゼンと戦争を起こし、戦死者を生贄にして【聖域サンクチユアリ】を発動させる。そんなところか。フェルゼンの魔法兵なら魔力が高いエリートばかりだろうし、生贄にはうってつけだ。

　だけど重要なところがわかっちゃいなかったみたいだな。範囲外に出れば効果が消えるなんて、そんな洗脳で国家が成り立つとは思えない。しかも、それを保つのにさらに生贄が必要とか。延々と戦争をし続けるつもりか？

　どうせどこかで見つけた古文書からその魔法の発動方法を知ったのだろうが、それ以外の重要な部分が欠けてたとか、解読できなかったとかそんなとこだろう。

「なるほど。わかった、ありがとう」

『おっとお礼は他のものでお願いしたいね。こないだの「あにめ」の続きを観せてもらいたいな』

「むう……まあ、いいけど。徹てつ夜やでぶっ通しとかはダメだからな」

『わかってるわかってる。約束したよ』

　飛操剣フラガラツハを参考にした元のアニメを観せたのだが、やっぱりアレを観せたのは間違いだったかもしれない。一作目だけ観せたけど、あのシリーズを追いかけると長いんだぞ……。なんでもいろいろと参考になるんだとか。そのうち足のないフレームギアとか作らないだろうな。あれは宇宙用であって、地上用じゃないぞ。

　ともかく博士から聞いた内容をフェルゼン国王に話す。初めはその内容に驚いていたが、話を聞くに連れて納なつ得とくしたように頷うなずいていた。

「なるほど。その聖域外に出れば効果が消えるという部分などが伝承されなかったがために、恐ろしい禁断の魔法とされて伝わっていたのか」

「いや、あながち間違いってわけでもなかったと思いますよ。『聖域外に出ることは、とても悪いことだ』とでも刷り込んでおけばなんとかなるでしょうし。恐ろしい魔法であることには変わりありませんよ」

　自分の理想とする場所を限定とはいえ作ってしまうわけだ。そう考えるとさっきの刑務所での使用ってのは、けっこう理にかなってるのかな。死し刑けい囚しゆうを生贄にし、それで発動した魔法で囚人を縛り付つける。人道的にどうかというのは置いておいてだが。やはり禁きん忌き魔ま法ほうに指定されていて当然な気もするな。

「さて、となると『黄金結社ゴルデイアス』のしてきたことというのは……」

「全くの的外れだったってことですね」

　こうなると哀あわれだな。ありもしないものに縋すがり付いている白昼夢の信者デイドリームビリーバー、か。

「だが、問題はそれを信じている輩やからがまだいるということだ。ソルから聞き出した話によると、『黄金結社ゴルデイアス』のメンバーはかなりの数に上る。加えてまだ鉄機兵とやらも残っているのだろう？　首領は捕まり、その存在が明るみとなった今、【聖域サンクチユアリ】だけが奴やつらの希望。そんな奴らの取る……いや、取らざるをえない行動は…………」

「陛下！　ユーロンとの国境付近に、鉄機兵とおぼしきものと、無数のウッドゴーレムが現れ、王都へと向かって進軍しています！　その数三千あまりとの報告が！」

　僕ぼくらの下へ一人の兵士が息を切らせて駆かけ寄より、そう報告する。

　ま、そう来るよな。

　しかしウッドゴーレムまで交じってんのか。ボーマンのやつ、いらんことを。

「なっ、三千だと……!?」

　その数に目を剥くフェルゼン国王に僕が声をかける。

「……手、貸しましょうか？」

「いいのか？」

「もともとウチの機体が盗まれたことも原因のひとつですしね。それにいい加減鬱陶しいんで」

　ただでさえフレイズのことで手て一いつ杯ぱいだっていうのに、面めん倒どう事をこれ以上増やされてたまるか。

　――――ここでやつらを殲せん滅めつする。







◇　◇　◇







「おーおーおー、数だけは多いなあ」

　まだかなり遠いがこちらへ向けて鉄機兵と武装ゴーレムが進軍している。

　その数ざっと三千。そのうち九五〇は鉄機兵、残りは武装ゴーレムだ。

　九五〇人も魔法使いが乗っているのかというとそうでもないらしい。三分の二はゴーレムの核かくを使った自動操縦らしいし、残りの操縦者も魔法使い以外がけっこういるという。

『黄金結社ゴルデイアス』は少しでも魔法を使えれば同志と認めるらしいからな。ソルもそうだったし。その代わり、魔法を全く使えない者は人として劣おとった種、旧人類と見るらしいが。

　ソルは魔法帝国マギアインペリウムができた暁には、魔ま法ほう剣けん将軍としての地位を約束されていたらしいが、それも泡と消えた。

　鉄機兵は動きが単純なので、操作も難しくない。素人しろうとでも数日練習すれば乗りこなせるようだ。もちろん、それと戦えることとはイコールではないのだが。

　鉄機兵九五〇、武装ゴーレム二〇五〇に対し、こちらはフェルゼン側に展開したブリュンヒルドのフレームギア、その数わずかに六十と少し。だいたい五十分の一だ。

　数では圧あつ倒とう的てきに不利だが、僕は全く心配してはいなかった。ボーマンの操あやつる鉄機兵と戦ってみた感かん触しよくからすると、フレームギアとの差は歴然としている。まあ、それでも一人で五十体倒たおすのは骨だろうからサポートはするが。

「ブリュンヒルド公王、本当に大丈夫か？　たったこれだけの兵で……」

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。問題ありません。フェルゼンが誇ほこる魔法兵団の手を煩わずらわせることにはなりませんよ」

　僕は傍そばに立つフェルゼン国王に安心するように言うと、その後方に並ぶ兵たちを眺めた。

　一応、二千名ほどの魔法兵団がフレームギアの後ろに控ひかえている。いらないと言ったのだが、まあそれで安心するならと結局好きにさせることにした。

　僕らの下へ兎うさぎの耳をした騎き士しが駆け寄ってくる。

「陛下。全員搭とう乗じよう完かん了りようしました。いつでもいけます」

「りょーかい。無理しないようにみんな気をつけて下さい」

「はっ」

　団長のレインさんが一礼して自分の愛機である白騎士シヤインカウントに乗り込む。彼かの女じよも団長が板についてきたなあ。昔はよく泣き言を言ってたのに。

　兎の獣じゆう人じんであるレインさんの機体には、肩かたに兎の紋もん章しようが刻まれている。なんでもあれをデザインしたのはリンゼだそうで、僕もその隠かくれた才能に驚おどろいた。

　同じように副団長の二人、狐きつねの獣人であるニコラさんの黒騎士ナイトバロンには狐の、狼おおかみの獣人であるノルンさんの青騎士ブルームーンには狼が刻まれている。

　三人の下にはそれぞれ二十機の重騎士シユバリエがつき、それとは別にエルゼのゲルヒルデ、八重のシュヴェルトライテ、ヒルダのジークルーネが参戦する。さらに僕と諸もろ刃は姉さんがサポートに入る。不安要素が全くない。

「さて、と。先制攻こう撃げきといくかね」

【ストレージ】に貯ためてある晶材でできたソフトボール大の『星』を、【ゲート】で敵の真上に無数に開く。そこから【グラビティ】で重量を増した『星』を一気に叩きつけた。

「【流星雨メテオレイン】」

　一斉に数多あまたの星が降り注ぐ。高空から落とすために正確にロックオンはできないが、それでも降り注ぐ星をかわすことは容易ではない。

　次々と流れ落ちる星に押し潰つぶされ、鉄機兵と武装ゴーレムがその数を減らしていく。ゴガンッ！　ゴガンッ！　ゴガンッ！　ゴガンッ！　と大地が大きく揺ゆれる。

　三分の一くらいは減ったか？

　スマホを切きり替かえて、全員に声が届くようにする。

『全機戦闘開始！　これより殲せん滅めつ戦せんを開始する！』

『おおおおおおおおおおおおッ！』

　それぞれ隊長機に従い、突とつ撃げきを開始する。灰色グレイカラーの重騎士シユバリエが鉄機兵と剣を交えた。二、三回打ち合うと、フレームギアの一いち撃げきが鉄機兵の胴どう体たいを横に真っぷたつにする。

　高さでいうと鉄機兵はフレームギアの胸ほどまでしかない。しかしずんぐりとしたフォルムとあいまって、見た目では重じゆう厚こうそうなイメージがあり、頑がん丈じようそうに見える。が、何というか作りが甘あまい。手を抜いて製造してんじゃないのかと思うほどだ。

　工場責任者が資材を横流しとかしたんじゃないのか。たちの悪いインチキ商品じゃないんだから。

　フレームギアが一撃をかますたびに、何か細かいパーツが鉄機兵からこぼれ落ちる。いいのか、あれ。

「じゃあ私もそろそろ参加させてもらうかな」

「やり過ぎないで下さいよ。地面や空間まで真っぷたつとか無しですからね。あくまでサポートなんですから」

「わかってる、わかってる」

　刀身が分厚く刃は渡わたり二メートル以上はある晶材の太刀を、両手で二振ふり軽々と持って、諸刃姉さんが嬉き々きとして戦場へと飛び出していく。

　向こうは驚くだろうなあー。生身であの中を駆け抜けてんだから。

『砕いて砕いて砕いて砕く！　粉――砕ッ！』

　エルゼのゲルヒルデが放つパイルバンカーで、武装ゴーレムの核が打ち砕かれていく。真しん紅くの破は壊かい神は健在だ。

　それに負けじと戦場を風のように駆け抜け、すれ違ちがいざまに鉄機兵を一刀両断に屠ほふっていく、八重のシュヴェルトライテ。紫し電でん一いつ閃せん、その動きには無駄がない。

　対照的に、相手の武器を盾たてで受け止め、一撃のもとに斬きり伏ふせる堅けん実じつな動きをしているのがヒルダのジークルーネだ。主に敵が密集しているところにサポートとして動いているようだな。

『冬夜冬夜！　まだかのう！　わらわの出番はまだかのう！』

　僕と共に、唯ゆい一いつ進しん撃げきをしなかった黄金きん色の機体から操縦者の声が漏れる。スゥの専用機、『オルトリンデ』だ。

　防ぼう御ぎよに特化した機体で、他ほかの機体より装そう甲こうが厚い。オリハルコンの上に晶材でコーティングしてある。金のボディに黒の装そう飾しよくと、なんとも派手な機体だが、操縦者のリクエストなので仕方が無い。泣く子にゃ勝てんよ……。

　ちなみに機体名がスゥの家名と被かぶるのは全くの偶ぐう然ぜんである。……被るのは全くの偶然である。大事なことなので二回言いました。

　防御に特化した機体ではあるが、オルトリンデの真価はそこではない。

「よし、じゃあお披ひ露ろ目めといくか。初めてだからマニュアルモードでいくぞ。シェスカ、ロゼッタ、モニカ、準備はいいか？」

　スマホを耳に当て、それぞれに最終確かく認にんを取る。

『グングニル、問題ありませン』

『レーヴァテイン、準備完かん了りようでありまス』

『ミョルニル、いつでもいけるゼ！』

　レシーバーの代わりをするスマホからそれぞれの声が聞こえてくる。準備は整ったようだな。

「よし。スゥ、合体シークエンス開始。ドッキング承しよう認にん！」

『うむ！　フレームドッキングッ！』

　スゥの声に合わせて空の彼方かなたから槍やりのようなものが飛来する。高速飛ひ行こう艇てい『グングニル』だ。

　土つち煙けむりを上げながら、後方からものすごいスピードで走ってくるのは弾だん丸がん装そう甲こう列車『レーヴァテイン』。

　そして地底から大地を貫つらぬき、飛び出してきたのが万ばん能のう地底戦車『ミョルニル』だ。

　レーヴァテインは線路が無くても走れるので、列車とはちょっと違う気もする。地表から僅わずかに浮ういて走ってるしな。リニアモーターカーに近い……いや、全然近くないか。

　ミョルニルは先せん端たんのドリルで土を掘ほっているわけではなく、前方の土を空間転移させながら進んでいるので、ドリルはまったくの飾かざりだ。

　これについてはわかりやすく言うと、ミョルニルの周りの土だけを一時的に【ストレージ】に収納し、移動するたびに後方に空いた空間に土を戻す、ということを繰くり返して進んでいる。なのでトンネルは出来ない。土魔ま法ほうと空間魔法の応用らしいが、明らかに機体の外観は僕が観せたアニメに影えい響きようされている。

　それら三機のサポートメカがオルトリンデの合体範囲に辿たどり着つくと、オルトリンデが宙に浮かび上あがり、その手足が折りたたまれる。そのまま空中で、まずふたつに分かれたドリル戦車ミョルニルがそれぞれ右みぎ脚あしと左脚のパーツに変形し、オルトリンデの両足にドッキングする。

　次いで、これもふたつに分かれた弾丸装甲列車レーヴァテインがそれぞれ右みぎ腕うでと左腕にドッキングし、その先から右手と左手が飛び出した。

　最後に笹ささの葉の形から逆Ｖの字形に変形した飛行艇グングニルが、オルトリンデの背中に合体し、胸部から飛び出したマスクが頭部を覆おおう。額の角が光を放った。そのギミック要いるか？

『完成ッ！　オルトリンデ・オーバーロード！』

　……オーバーロードってなんじゃい。あいつらなんか好き勝手にいろいろやってるな!?　任せっぱなしにしたのはやはりまずかったか。聞いてないんですけど!?

　ズシィンッ！　と大地を唸うならせて、オルトリンデ、あー、オーバーロード？　がその勇姿を現した。

　その大きさはフレームギアの二倍以上。重厚さと力強さ溢あふれる金こん色じきの巨神。まさに力の象しよう徴ちようとも言うべきフレームギアだった。

「な、なんだあれは……！」

「大きい……あれが戦うのか!?」

　フェルゼンの魔法兵から驚きの声が漏れる。いや、合体したのを見たのは初めてなんで、僕も似たような気持ちだが。

『いくのじゃ！　キャノンナックルッ！』

　振りかぶったオルトリンデ・オーバーロードの右腕が、肘ひじから切り離はなされ、まっすぐに武装ゴーレムへと飛んでいく。晶材とオリハルコンの塊かたまりが猛もうスピードで激げき突とつし、武装ゴーレムはあっけなく粉ふん砕さいされた。

　飛操剣フラガラツハの機能を応用した右腕は、大きく弧こを描えがいて帰ってくると、もとの右みぎ肘ひじにガシンッ！　とドッキングする。

　あんなのまで作ったのかよ……。完全に悪ノリした機体だな。飛操剣フラガラツハのままでいいじゃん。なんでロケットパンチにする必要が？

　まあそれを言うと博士あたりから、ロマンが足りないとか言われるんだが。

　オルトリンデ・オーバーロードは止まることなく、戦いの中へと突撃していく。装甲を厚くしたためガタイがでかく、鈍どん重じゆうなイメージを持たれそうだが、その動きはそれなりに速い。ポイントポイントに【グラビティ】を付ふ与よしてあるからな。

　オーバーロードが武装ゴーレムに直接殴なぐりかかる。あ、そうか、専用武器を用意していなかった。必然的にそうなるわな。

　殴られた武装ゴーレムが大きな地じ響ひびきを立てて倒れ込む。殴られた箇か所しよは大きく抉えぐれていた。とんでもないパワーマシンだな……。今いま更さらだが、スゥに持たせておいていいんだろうか。

「スゥ。周りのみんなを巻き込まないようにしろよ。吹ふっ飛とばす先も考えてな」

『わかっておる。そこらへんはロゼッタが見てくれておるので大丈夫、じゃ！』

　返事をしながら掴つかんだ武装ゴーレムの頭を握にぎり潰す。

　合体に使用するサポートメカは自動操縦にする予定だが、可能な限りマニュアルでシェスカたちに乗ってもらった方がいいかもなあ。

『キャノンナックルッ！』

　……スゥを止めるという意味でも。あーあ、まとめて吹っ飛んだ。

　合体したオルトリンデが参戦した段階で、すでにあちら側は総そう崩くずれだった。そりゃ、あんなもん見たら戦意喪そう失しつするわ。

　逃にげ出だそうとする鉄機兵もいたが、そこは諸刃姉さんが許さない。うまいこと四し肢しを切り落としてから、うまくコクピットの扉とびらを変形させて開かなくし、鉄の棺かん桶おけを量産していた。

　戦闘開始から一時間後、ついに敵兵に動いているものはいなくなった。

『陛下。作戦完かん了りようしました』

「お疲つかれさま。一応逃げ出そうとするやつがいないか見張ってて下さい。スゥたちは怪あやしい魔ま力りよく反応が無いか監かん視しを。また火事場泥どろ棒ぼうが出ると厄やつ介かいだからな』

『了りよう解かいじゃ』

　口をあんぐりと開けて絶句しているフェルゼン国王に声をかける。

「鉄機兵に乗り込んでいる奴らの捕ほ縛ばくは任せてもいいですか？」

「え？　あ、ああ、任せてもらおう。一人残らず牢ろう屋やにぶち込み、他にメンバーがいないか尋じん問もんする。まあ、この光景を見て逆らおうとは思わんだろうが」

『黄金結社ゴルデイアス』の夢は潰ついえた。

　フェルゼンの魔法兵という目もく撃げき者しやたちがいるので、このことは国中に広がるだろう。たとえ『黄金結社ゴルデイアス』の残党がいたとしても、もうこれでちょっかいをかけてくることもなくなると思う。

　もちろん捕まえた『黄金結社ゴルデイアス』のメンバーには他のメンバーやアジトとかを一いつ切さい合がつ切さい喋しやべってもらうけどな。

　正直、今回僕ぼくは【流星雨メテオレイン】を撃うっただけだったなあ。まあ、フレイズと違ってあの程度なら僕抜ぬきでもなんとかなったかもしれない。

　太陽に照らされて、黄金に輝かがやくスゥの機体を見上げながら、そんなことを思った。
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『黄金結社ゴルデイアス』のメンバーは軒のき並なみ捕縛され、アジトも壊かい滅めつ、『魔工商会』のサブマスターも捕まり、全すべてが終わった。

　捕まえた時に、【聖域サンクチユアリ】の正しい内容を全員に教えてやると、皆みな、絶望感と虚きよ無む感でいっぱいになったのか、抵てい抗こうすることなく連行されていった。自分たちのしてきたことが、全くの無む駄だであったと思い知ればああもなるか。

　だが自じ業ごう自じ得とくだし、多数の生贄を生み出してまで凶きよう行こうに走ろうとした奴らだ。同情はしない。

　奴らの罪としては重くて当然死し刑けい、軽くて五十年の鉱山送りだ。

　問題としては鉄機兵だが、この製造については、魔ま導どう部門をガルゼルド、魔工部門をボーマンが担当し、それぞれ別個に製造していたため、この二人が揃そろわなければちゃんとしたものを組み立てるのは無理なようだった。

　いや、二人揃っても『ちゃんとしたもの』ではないのだが。

　ボーマンはすでに断頭台の露つゆと消え、ガルゼルドもまた死刑が確定している。それぞれのパーツを担当していた鍛か治じ師や技術者はいるだろうが、そいつらも軒並み逮たい捕ほされている。つまり鉄機兵を造れる者は世間にはいないはず……なのだが。

　こういったものは一度造られるとどこからともなく漏もれるものである。第二、第三の鉄てつ機き兵が現れても不思議はない。

「しかし粗そ悪あく品ひんも粗悪品、ボクのフレームギアをどうしたらここまで不細工にできるのか、逆に感心してしまうね」

「で、ありまスなあ。なんだってこんなに雑な作りにできるのでありましょう。小生の考えの及およばぬ領域でありまス」

　ウチの二人のちびっ子が、鹵獲してきた鉄機兵の残ざん骸がいを見て散々にこき下ろしていた。

　博士もロゼッタもあんまりこき下ろすと、ボーマンの怨おん霊りようが出てくるかもしれんぞ。ま、出てきても【バニッシュ】の魔法で浄じよう化かしてやるが。

　一応、戦いで破壊した鉄機兵の残骸も全てこちらで回収した。またこれを盗ぬすまれて、今度は鉄機兵のパチモンとかが出てきたら、目も当てられない。

　フェルゼンも不ふ穏おん分子を一いつ掃そうできてよかったと感謝された。対して、ユーロンでは僕の悪名はさらに轟とどろいたようだ。

　ちゃんと正体を隠してたのだが、八重のシュヴェルトライテとヒルダのジークルーネが鉄機兵を倒すところを、バッチリと見られてしまっていたからなあ。『銀の鬼おに武む者しやはブリュンヒルド関連、もしくは協力者』と取られたようだ。

　天てん帝ていに脅おどかされていた都の人たちには喜ばれていたようだが、決して感謝はされていない。『向こうが勝手にやったこと』として取られているみたいだ。

　いや、別にね、ユーロンの人たちを助けよう、なんて思いで行動したわけじゃないからいいんだけどさ……。なんかモヤッとするよね。感謝されたいわけじゃないんだけど、なんだかなあ、って感じ。

　今度のことでユーロンが再興する可能性はもうほぼ無くなった。再興するとなると、外国の後うしろ盾だてや支し援えんが必要となるが、どこの国も手を貸すことはない。

　すでに中央部では食料の供給が間に合わず、流通が困難になっており、人々は次々と隣国付近の街や村に移転し始めている。

　その街も、生活していくには隣国を頼たよらねばならず、やがてハノックやロードメア、フェルゼン、ホルン、ノキアといった国に取り込まれていくだろう。

　その中にあって、魔ま王おう国ゼノアスだけは不干かん渉しようを続けているが、これは今に始まったことではない。それにゼノアスの食文化はいささか慣れが必要なので、ユーロン人とてあまりそちらには向かわなかったということもある。

　元からゼノアスに近い都はそうでもないのだが。

　なんだかんだあったが、これで懸け念ねんのひとつは消えたといえる。

　しばらくはのんびりしたいところだが、やることはいろいろあるからなあ…………ふう。










「それで、これから皆さんはどうするんですか？」

　城下の宿屋『銀月』に宿しゆく泊はくしていた、ソニアさん、蓮月さん、ジェスティさんにこれからのことを尋たずねてみた。仇あだ討うちは終わったのだからもう旅をすることもないと思うのだが。

「もともと我々は冒ぼう険けん者しやですからね。この国には迷めい宮きゆうもあるというし、しばらくはここを拠きよ点てんとして稼かせがせてもらおうと思っています」

　蓮月さんの言葉にソニアさんや、ジェスティさんも頷く。それは助かるな。実力のある冒険者はこちらとしてもありがたい。

　一応、ヘイロンの都でのことは口止めしておく。まあ、彼かれらも自じ称しようとはいえ天帝を害しているのだから、そう軽々しく口にできることではないと思うが。

　本音を言うとウチの騎き士し団だんに誘さそおうかとも思ったのだが、三人ともあまり国に仕えることが好きじゃないようなので、あえて言わなかった。

　三人と別れて久しぶりに城下を散歩する。

「おや、陛下。お一人ですかい？」

「おいしいリンゴがありますよ。ひとつどうです、陛下」

「へいかー！　一いつ緒しよにベーゴマやろーよ！」

　老ろう若にやく男なん女によ、大人から子供まで街の人たちが声をかけてくる。お忍しのびにならんな。まあ、いいけど。

　しかし、どうも『陛下』という言葉がアダ名みたいになってる気がする。舐なめられてるというわけじゃなく、親しみから出てる言葉だとわかるから構わないけどね。

　ブリュンヒルド公国にはここしか町がない。なので、この町自体もブリュンヒルドと呼ばれる。もっと大きい都になったら『ブリュンヒルドの都』と呼ばれるようになればいいなあ。

　街の東にある農耕地帯へ行ってみる。そこには立派な田んぼが広がっていた。すでに田植えが始まっていて、ここだけイーシェンの田舎いなかみたいだ。水車がまた風ふ情ぜいを誘う。

「順調みたいだね」

「あ、陛下。いらしてたんですか？」

　アルラウネのラクシェが木こ陰かげで休きゆう憩けいしているところへ声をかけた。彼女も騎士団の一員ではあるのだが、ほぼ農耕作業員として働いている。

　農作業関連で植物系魔族の彼女に敵かなう者はなく、適材適所として、訓練なども免めん除じよしてある。基本的には農林大臣の内ない藤とうのおっさんの部下という位置付けだ。

　ウチの騎士団は百名ほどだが、その四割近くが非戦せん闘とう員だ。ラクシェのような農地開発から、事務、諜ちよう報ほう活動、建設作業などに従事している。

　かといって弱いわけではない。あの試験を突とつ破ぱできるほどの実力者だ。有事の際は剣けんを持つこともあるため、自主的に訓練もしている。

「秋にはまとまったお米が収しゆう穫かくできますよー」

「そりゃ楽しみだ。あとはなにか足りないものってない？」

「うーん、そうですねえ、最近雨があまり降ふらないのでちょっと困ってますかね。あはは、これは陛下に言っても……」

「【雨よ降れ、清らかなる恵めぐみ、ヘヴンリーレイン】」

　魔力を天に放つと雲もないのにザーッと雨が降り出した。降っているのは農耕地だけで、町の方には及んでいない。以前は力加減を間違えたが、今度は大丈夫のようだ。

　作業をしていた農夫たちは突とつ然ぜんの雨と、彼らの頭上に展開する【シールド】に戸と惑まどっていたが、僕の姿を見かけると納得したようで、近くの小屋の軒のき下したで雨がやむまで腰を下ろすことにしたみたいだ。

　雨を降らせた僕に呆あきれたようにラクシェが声をかけた。

「……まったく……陛下にはできないことってないんですか？」

「たくさんあるよ。だからみんなに手伝ってもらっているんじゃないか」

　自分一人でできることなんてたかが知れてる。人の手を借りられるなら借りた方がいい。全部僕がやるなんて無理だ。

　実際、この国を動かしているのは僕ではなく、内藤のおっさんや高坂さん、ラクシェや仕事に励はげむ町のみんなだ。僕の役目はみんなが安心して働ける環かん境きようを守ることだと思う。

　故ゆえに僕はこの国を害そうとするものを許さない。ユーロンのように、いきなり話し合いもなしに喧けん嘩かを売られたら、迷わず買うし、十倍にして返す。

　雨があがり、農耕地を後にする。

　今度はできたばかりの学校へ行ってみた。まだ生徒はいないけれど、桜のお母さんのフィアナさんとこないだ雇やとった教員が二人、教室の掃そう除じをしていた。

　雇った教員のうち、一人は二十代前半の女性、もう一人はエルフの男だった。年ねん齢れいはエルフのため若く見えるが、二百歳さい以上だという。それでもリーンとか博士とかより年下ってのが、微び妙みように笑えないな……。

　名前は女性の方がミエット、エルフの方がレイセールだったか。

　ミエットはもともとレグルスの帝てい国こく学院で学んでいたそうだが、この国へ流れてきたらしい。

　レイセールの方は元冒険者だった魔ま法ほう使つかいで、冒険者ギルドのギルドマスター、レリシャさんからの推すい薦せんだった。

　一応ユミナの魔ま眼がんで確認はしているので、悪い人間＆エルフじゃない。どちらも穏おだやかな人物である。

　三人に挨あい拶さつでも、と思ったが、ふと校庭の隅すみの方で、たくさんの猫ねこが集まっているのが見えた。

「なんだありゃあ……」

　ミカン箱のようなものに乗っかり、ニャンタローがなにやら猫たちに、身み振ぶり手て振ぶりを交えて話しかけていた。

「にゃにゃにゃ！　にゃー、にゃん、にゃにゃ！　にゃんにゃにゃんにゃ、にゃーっ！」

　猫語？　で喋っているため、なにを言っているのかさっぱりわからん。

「なにやってんだ、ニャンタロー？」

「だからダルタニャンですニャ！　我わが輩はい、配下の者から町の情報を聞き出していたですニャ！」

　配下って。いつの間にこの町のボス猫になってんだよ。まあ、お前より上に琥こ珀はくがいるけどな。

「町の情報を集めてどうするんだ？」

「怪しい奴がいないか調べてるニャ！　この学校は我輩の領地であるからして、母上様とこの学校は我輩が守るニャ！」

　お前の領地にした覚えはないんだが。でも、これだけの猫から情報を得られるのは使えるな。確かにニャンタローの言うとおり、怪しい奴がいてもいち早く発見できるかもしれない。

「まあ、そういうことならいいか。何かあったら、必ず桜に念話で報告するんだぞ」

「了解だニャ」

　ニャンタローは僕の召しよう喚かん獣じゆうじゃないので、桜としか念話ができない。ニャンタローが桜に報告すれば、彼女のスマホで僕のところにも連れん絡らくがくるだろう。

　そんなことをぼんやりと考えていたら、懐ふところのスマホがブルルッと震ふるえた。電話か。スマホを取り出すと『着信　博士』の文字。嫌いやぁ～な予感……。

「はい、もしも……」

『冬夜君冬夜君！　次はやっぱり可変機能を入れようと思うんだが！　戦せん闘とう機き型から人型に……』

『マスターマスター！　それよりも超ちよう弩ど級きゆう戦せん艦かんでありまスよ！ フレームギアを輸送できるような……』

『ＡパーツとＢパーツをだね……！』

『桜殿どのの機体は歌を振動波ソリタリーウエーブとして使えば……！』

　うるさっ！

　スマホから博士とロゼッタの大きな声が聞こえてきて、思わず耳から離してしまった。あー、やっぱりあいつらにロボットアニメなんか観せるんじゃなかった……。ドハマりしてるじゃんかよ。はあ……。

　や、僕も男の子だし、その気持ちはわかるんですがね。あまりにも熱ねつ狂きようされるとちょっと引いちゃうというか。あと、アニメのメカ設定とかしつこいくらい聞かれて、ちょっとうんざり気味なんで。

　詳くわしく説明すると熱核かく反はん応のう炉ろなど教えてはいけないようなものも出てくるので、そこらへんはぼやかしたり、噛かみ砕くだいて説明したりするしかない。詳しく説明したらさらりと作りそうで怖こわい。

　僕はスマホから耳を離しても聞こえてくる二人の声を聞きながら、諦あきらめの境地で再びため息をついた。







第四章　異世界の旅人







　驚くべきことに、ニャンタローの組織した猫ねこ警けい邏ら隊たいはとても優ゆう秀しゆうだった。

　町中でなにかトラブルがあると、すぐさま騎士団の詰つめ所しよへ走り、騎き士し達たちを呼んでくる。怪しい人物がいるとそれとなく追つい跡せきし、その行動を見張る。子供たちが危ない遊びをしようとすると、大人たちに注意を促うながす。

　言葉は喋れなくてもこれだけのことをやってのけた。いつしか町の人たちは猫を可愛かわいがるようになり、そこらじゅうで猫を見かけるようになった。

　これだけいると魚を盗んだり、悪さのひとつもしそうなものだが、そういった話は聞いたことがない。ニャンタローがうまく手た綱づなを握っているのだろう。

　また、大人しい猫を一方的にいじめていた冒険者が、裏路地でボロボロになって発見されたこともあった。その身体には無数の引ひっ掻かき傷があったという。どうも集団で襲おそわれたらしい。それ以降、面白おもしろ半分に猫をいじめる冒険者は激減した。動物だって怒おこる時は怒る。ちなみに襲われた冒険者はかなりのトラウマになったらしく、猫ねこ恐きよう怖ふ症しようとなって町を去って行った。

　こうして猫たちはブリュンヒルドにおける市民権を勝ち取ったのである。

「で、怪しい人物ってのはあれか？」

「ニャ」

　僕はニャンタローと共に、ギルド横の酒場にいたその人物に陰かげから目を向けていた。今日はフィアナさんが城で桜さくらと一緒に過ごしているので、ニャンタローは警護から外れている。

　猫たちが見つけた怪しいというその人物は、カウンターの一番端はしで酒をチビチビと飲んでいた。薄うす汚よごれたフード付きのローブに身を包つつんでいるため、顔はわからないが、どうも女性のような気がする。そんな気がするだけだが。

　ローブから伸のびた手と脚あしには、手甲ガントレツドと足甲グリーブが見える。どこかの騎士だろうか。

　まあ、怪しいっちゃ怪しいけど、そこまで警けい戒かいするほどではない。正体を知られたくない、なにか事情を持った人もいるだろうし。

「見るからに怪しいけど、それに輪をかけて怪しいのが、あの者からは全く臭においがしニャいということですニャ」

「臭いがしない？」

「程度の差はあれ、人ニャらその人固有の臭い、体たい臭しゆうってもんがあるニャ。もちろん、香こう水すいニャんかでその臭いが誤ご魔ま化かされていることもよくあるけど、全くしニャいってのは異常ニャ」

　なるほど。猫も犬ほどではないが、嗅きゆう覚かくは人間の数十万倍あるという。食べ物の良よし悪あしも臭いで判断しているというし、飼い主などの足に身体を摺すり寄せるのは、自分の臭いをマーキングしているからとかいうしな。

　その猫たちが異常というからには、なにかあるのだろう。

「可能性としては三つニャ」

　そう言ってニャンタローは短い指を三つ立てた。器用だな、オイ。

「ひとつめ、魔法で臭いを消している。これはアーティファクトでも同じですニャ。ふたつめ、アンデッドである。だけどこれだと、死し臭しゆうがしニャいのはおかしい。まあ、霊れい体たいの可能性もニャきにしもあらず。そしてみっつめ。ゴーレム、もしくは魔法生物である。だけど、あんな小さなゴーレムニャど見たことがニャい。可能性としてはひとつめが高いニャ」

　ゴーレムに関しては、フレッシュゴーレムっていって、フランケンシュタインの怪かい物ぶつのようなものもいるが、それはアンデッドみたいなものだしなあ。死臭のひとつもしてそうだけど。

　何らかの魔法で臭いを消しているとして、なんでそんなことを？　となる。そもそもそんな魔法あるのか？ 無属性魔法ならあるかもしれないけど。

　普ふ通つうに考えると、ものすごく臭いので消臭魔ま法ほうをかけている、となるんだが、この町には風ふ呂ろ屋やもある。酒を飲む金があるんなら、そっちにも行けるはずだと思うんだが。

「まあ怪しいっちゃ怪しいが、今のところなにをしたわけでもないしなあ」

「陛下は甘いニャ。ニャにかが起こってからでは遅おそいニャ。今のうちに対策を立てておくに越こしたことはニャいニャ」

　そうかあ？　大人しく酒を飲んでいるだけだし、なにもそこまでせんでも……おや？

　何やら酔よっ払ぱらった冒険者が二人、フードの不ふ審しん者しやに絡からんでいる。悪い意味で目立っているから、そういった輩やからが寄ってくるのも致いたし方かたないと思うが……。

　あれって止めるべきなんだろうか。

　そんなことを考えながら、酒場の入口の陰に隠れて様子を窺うかがっていると、目の前を猛スピードで絡んでいた冒険者が吹っ飛んでいった。ええ!?

　入口から外へ吹っ飛ばされた冒険者が頭から地面に落ちる。フードの不審者に投げ飛ばされたのだ。

　冒険者の男はそれなりに身長も高く、がっしりとしている。それを何メートルも飛ばすとはなんて怪かい力りきだ。

　入口から再び中を覗のぞき込もうとしたら、もう一人の冒険者がまたしても吹っ飛んできた。危なっ!?

　亀かめのように首を引っ込めると、先ほどとおんなじように男が宙を舞まい、地面に落ちる。

　酒場の中を覗き見みると、なにもなかったかのように、再びグラスの酒をチビチビと飲むフード姿の不審者がいた。随ずい分ぶんと肝きもっ玉たまの据すわった人物らしい。

「この野や郎ろう！」

「ふざけやがって！」

　赤ら顔の冒険者たちが、腰こしにしていた剣を抜ぬき、酒場へと突とつ入にゆうしようとしていた。かなり酔ってるんじゃないか、コレ。さすがに間に割って入る。

「おっとそこまで。それ以上はやり過ぎだ。剣を抜かなきゃただの喧嘩、剣を抜いたら殺し合いだよ。さすがに見み逃のがせない」

「なんだこのガキ！　お前、あいつの仲間か！」

「邪じや魔ますんじゃねえ！　お前も痛い目にあいたいのか！」

　ガキ扱あつかいか。もう十七はこえてるんだが、どうも見た目があまり成長してないらしく、未いまだにこういう反応をされる。いよいよもって、神化影響の不老化が信しん憑ぴよう性せいを増してきたな……。不老どころか不死かもしれないが、自分から試ためす気にはなれない。

「なんだなんだ？」

「冒険者がなんか暴れてるみてーだぜ？」

「っていうか、あれ陛下じゃん」

　酒場の周りにいつの間にか人だかりができていた。子供たちまでこちらに手を振っている。

「へいかー！　頑がん張ばってー！」

「やっちゃえー！」

「わるいやつをこらしめろー！」

　いやいや、そういうんじゃないから。

　苦く笑しよう気味に子供たちに手を振り返かえすと、そのことが気に障さわったのか、一人が僕ぼくに斬りつけてきた。

「うらあっっ！」

　大おお振ぶりで腰も入ってない剣筋をひょいっと躱かわす。酔っ払っているせいか、足あし下もともおぼつかない有様だ。

　とはいえ、危険な状態なのは間ま違ちがいない。

　ブリュンヒルドの麻ま痺ひ弾だんで仕留めてもいいんだが、こうもギャラリーがいると、撃ち殺ころしたみたいでイメージ悪いかなーとか考えてしまう。うん、普通に無力化しよう。

　襲ってきた男の攻こう撃げきをかいくぐり、身体に触ふれて【パラライズ】を発動する。糸が切れたように崩くずれ落おちる相方を見てもう一人も剣を振りかざしてくるが、その刀身を指で受け止め、【パワーライズ】でへし折る。安物だな。

「なっ!?」

　そのまま同じように【パラライズ】を発動させて、無力化する。

「ふう」

　ちょうど二人を片付けたところで、酒場の隣となりにあるギルドの中から、ギルドマスターのレリシャさんが出てきた。

「陛下？　一体何ですか、この騒さわぎは？」

「んー、酔っ払いが暴れていたから取とり押おさえました。冒険者らしいから、一応注意はしといて下さい」

　正確に言うとギルドが冒険者を取り締しまることはできないのだが、著いちじるしく冒険者の地位や品性を損そこね、ギルドに実害がある場合、報ほう酬しゆう減からギルドカード剥はく奪だつまで様々なペナルティが用意されている。陰じゃあ暗殺部隊もいるとかいう噂うわさまであるが、ホントかどうかは知らない。

「わかりました。今回はペナルティを課さず、厳重に注意しておきます。何度も続くようならその限りではありませんが。しかし、普通なら一国の王に剣を向けたとあれば、死刑になっても仕方ないところですのに」

「ま、そこらへんは知らなかったんだし、大目に見るということで」

　ギルド職員が倒たおれた二人をギルド内へと引きずって行く。身体は麻痺しているが視覚や聴ちよう覚かくはそのままなので、さっきの話が聞こえていたのだろう。二人とも真っ青な顔をしていた。酔いが醒さめたかな？

「ひとつ聞くが」

「うおうッ!?」

　いきなり後ろから声をかけられて、思わず変な声が出てしまった。背後に立っていたのは酒場のカウンターで飲んでいた、あの不審者だった。全く気配を感じなかったぞ!?　何者だこいつ……。声からしてやはり女のようだが……。

「陛下、というのはこの国の『王』で間違いないか？」

「そうだけど……？」

「ならばお前がモチヅキトウヤ、か？」

　フードの不審者にこくんと頷うなずいてみせる。なんなんだ一体。また何処どこかの国から送られた暗殺者とかじゃないだろうな？　ユーロン以外でそんなの送りそうなのは今のところ思おもい浮かばないけど。

「人のいないところで、少し話せるか。時間は取らせない」

「……わかった」

　怪しさ大だい爆ばく発はつの不審者についていくのは若じやつ干かん抵てい抗こうがあったが、敵対する感じじゃなかったのと、少しの興味からその話を承しよう諾だくした。

　前を歩くフードの女からは、なんと言うか……熱が感じられない。人形かロボットにでもついていっている気分だ。

　一応、ニャンタローはその場に残し、僕らは東側の運河のそばにある森へと入っていく。

　誰だれもあたりにいないことを確かく認にんすると、目の前の女はフードを後ろへと落とし、その顔を陽の下に晒さらした。

「なッ……！」

　思わず後ろへと跳とびすさり、反射的に腰のブリュンヒルドを抜いて、女へと狙ねらいをつける。銃じゆうの照星の先に浮うかぶ顔は、かなり整っていて、美形の部類に入るだろう。

　しかし、それよりも目を引いたのは、赤く光る眼めと頭から伸びる硬こう質しつ的な髪かみ。キラキラと水すい晶しようのように輝くその髪を、僕は以前にも二度ほど見ている。最初はロードメアで、その次はゼノアスで。

「支配種……ッ！」

　くっ！　なんでまた支配種がブリュンヒルドに入り込んでいるんだ!?

「待て。こちらに戦う意思はない」

「…………!?」

　戦う意思はない？　……どういうことだ？

「私はリセ。お前がモチヅキトウヤならエンデミュオンを知っているな？」

「エンデミュオン……？　エンデのことか？」

　あいつ、本名そんな名前なのか。

「エンデミュオンが次元の狭はざ間まから帰ってこない。少々抜け出でるのに時間がかかっているようだ。そこでお前に救助を頼たのみたい」

「救助？」

　わけがわからず、訝いぶかしげに思っていると、リセと名乗った支配種はローブの下から何かを投げてよこした。反射的に受け取ると、それは長さ十センチほどの水晶の三角柱プリズムだった。

「それに魔力とやらを注ぎこめ。ある一定量を超こえればエンデミュオンをこちらへ引き戻もどせる……らしい」

「らしい？」

「エンデミュオンがそう言っていた。あいにく魔力とやらを私は持っていない。困ったらこの国の『王』であるモチヅキトウヤを頼れと言われた」

　もう本当にわけがわからん。目の前にいるのは間違いなく支配種なのに、なぜエンデを助けようとする？　あいつはフレイズと敵対しているはずじゃなかったのか？

　それともこれは罠わなか？

　ちら、とリセと名乗った支配種を覗き見るが、そこにはなんの感情も見受けられない。だが、以前に出会った二人の支配種とはどこか違ちがうような気もする。

　少しだけプリズムに魔力を込める。プリズムにも僕自身にも特に変わった変化はない。大だい丈じよう夫ぶ……か？

　少しずつ魔力を流し込み、次し第だいにその量を強めていった。やがて僕の全魔力の十分の一ほどを注いだところで、プリズムが粉々に砕け散ちった。

「うわっ!?」

　思わず砕けたプリズムから手を離はなすと、キラキラと小さな破は片へんとなったそれが大きな輪を作る。その中からエンデがひょいっと顔を出し、なんでもないかのように、こちら側へ抜けてきた。

「お。やっぱり冬とう夜やだったのか。助かったよ。あのままじゃ、あと半年は出られなかったからね。おっと、ただいま。リセ」

「戻ったか、エンデミュオン」

　相変わらずの白いマフラーをなびかせて、笑えみを浮かべながらエンデがこの世界に帰き還かんした。
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「さて、なにから話したもんかなあ」

「全部話せ。話せるところだけでいいから」

　城の一室でラピスさんに淹いれてもらった紅茶を飲みながらエンデがつぶやく。その横にはフードを外したリセ、支配種の女性が座っていて、酒を飲んでいた時のようにチビチビと紅茶を飲んでいた。

　この場には僕しかいない。他ほかのみんなを避さけたのではなく、まずは僕だけで、状じよう況きようを確認しようと思ったからだ。事が事だけに。

「といっても、全部話すと長くなるよ？」

「じゃあ、僕から質問する。その隣の彼かの女じよ……リセ、だったか。その子は支配種か？」

「そうだよ」

　紅茶を飲みながらあっさりとエンデは認めた。

「支配種ってのはフレイズの上位種で間違いないな？」

「そうだね。下級、中級、上級、そして支配種、その上に『王』がいる。支配種はその名の通り配下の種を従え、知性を持ち、感情もある。……まあ、あまり感情を表に出さないのもいるけど」

　リセに向けた僕の視線に気付いたのか、苦笑してエンデが答える。

「もう一度確認するが……その子は『敵』じゃないんだな？」

「何をもって『敵』とするかによって変わってくるけどね。冬夜たちが『王』を消しよう滅めつさせようとしているのなら、僕らは『敵』になる」

　わずかに剣けん呑のんな光をたたえてエンデが僕をまっすぐ見つめた。
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「エンデはフレイズってわけじゃないんだろ？」

「前にも言ったかもしれないけど、僕は『渡わたる者』さ。『異世界転移者』、『シフトウォーカー』、『異邦人エトランゼ』……、いろんな呼び方があるけどね。僕が生まれた世界はここより高位の世界にある。まあ、それより下の世界を行き来できる能力を持っているだけで、万ばん能のうってわけじゃないけど」

　異世界転移者。様々な異世界を渡り歩あるく能力を持つ者、か。自分たちの世界より下層の世界しか渡れないようだが……ってことは、もしかして地球、僕が元いた世界にも渡れるのかもしれない。

「いろんな世界を巡めぐっている時に、僕はある世界を訪おとずれた。そこがフレイズたちの世界だったのさ。『結晶界フレイジア』とでも言うかな。そこで僕は『王』と出会った。『王』と言ってもそれは名めい称しようのようなもので、『彼女』なんだから『女王』と言うべきかもしれないけど」

　フレイズの『王』って女性だったのか……。

「僕らはいろんなことを語り合った。それこそ何年も何年もね。そのうち、『彼女』は僕と共に生きることを望むようになった。僕も同じく『彼女』と共にいたいと思った。だけど僕ら『渡る者』はひとつの世界に縛しばられることを望まない。それこそが『渡る者』の業であり、僕らを僕らたる存在に位置付けていることなんだからね。だけど『彼女』は諦めなかった。天才という者はどの世界にもいるもので……『彼女』は作り上げてしまったんだよ。『世界を渡る存在に至る方法』を」

　どうやら下層の世界だからといって、その世界の人間が劣おとっているとは限らないようだ。確かに僕らの世界では科学技術が発展したけど、この世界にある魔ま法ほう技術がそれに劣っているわけじゃない。傷を一いつ瞬しゆんで治す回復魔法に代わるものなんて無いしな。

　それにしても異世界を渡る方法か……。

「確か自分自身を『核かく』の状態にして、世界の結界を抜け、そこに生きる生命体から力を少しずつ吸収し、また上の世界へと登る……だったか？」

「そう。もしも『彼女』が僕と同じ高位の存在へと辿たどり着つけたなら、『彼女』は僕と同じ存在へとなれる。共に生きていくことができる。そう――――『彼女』は考えたんだ」

　少し沈ちん痛つうな面おも持もちでエンデが語る。それを知ってか知らずか、隣のリセはルーお手製のクッキーが気に入ったらしく、少しずつ味わうようにして食べていた。リスみたいだな。酒場での酒といい、紅茶といい、チビチビ食べたり飲んだりするのは癖くせなのか？

　とりあえず放っておいて、エンデに視線を戻す。

「もちろん、他の支配種たちからは反対の声が上がった。一番反対していたのが、冬夜もこの間見た支配種の女性……ネイっていうんだけど……」

「エンデミュオン、ネイに会ったのか？」

　クッキーを齧かじる手を止めて、隣のリセが口を挟はさむ。

「え？　ああ。元気そうだったよ」

「そうか」

　それだけ言うと、リセはまたクッキーを齧り始めた。知り合いなのかな？　表情を表に出さないから、感情が読みにくいな。

「そのあと僕は支配種のギラって奴やつに襲われたぞ」

「ギラ？　ああ、彼は典型的な野心家だね。『彼女』の力を取り込もうとしている一人だ」

　それは見ればわかる。暴れるのが好きな傲ごう慢まん野や郎ろうって感じだったし。

「話を戻すけど、『彼女』が世界を渡ることに、ほとんどの支配種が反対だった。理由はバラバラだったけどね。『彼女』を心配する者、『彼女』の力を留めておこうとする者、そして『彼女』の力を狙う者。『王』の力は全すべてのフレイズに力を与あたえる。その『王』がいなくなったらフレイズたちは力を失ってしまう。それを危き惧ぐしていたんだ。だけど、『王』がいなくなり、全てのフレイズが認める者が出てくれば、その者が新しい『王』となる。『彼女』ほどの力を持たないにしろ、ね。『彼女』はそれを願い、後こう継けい者しやを指名して僕と共にフレイズの世界から去った」

「まるで両親に結けつ婚こんを反対されて駆かけ落ちするカップルみたいだな」

　思ったことを口にしてみると、エンデは苦笑しながら口を開いた。

「言い得て妙みようだけど否定はしない。僕が連れ去ったわけじゃなく、二人で望んだことだし。それからしばらく僕らは順調に世界を登っていった。僕は『彼女』が核の状態でその世界に留まっているときはその世界を巡り、『彼女』が次の世界へ旅立つと同時に、同じように世界を転移していった。生命体から転移するその僅わずかな間だけ、『彼女』を感じられる。それを辿って僕も転移していたんだけど、ある時、信じられないことが起こった。僕らの訪れた世界にフレイズが侵しん攻こうしてきたんだ」

「ちょっと待てよ。ってことはフレイズたちも異世界を渡る力を手に入れたってことか？」

「そう。『彼女』は異世界を渡る方法を幾いくつか考えていた。その中で一番簡単な方法が、『世界の結界』を破り、強ごう引いんに異世界へと乗り込む方法だ。だけど、僕も『彼女』もその方法はとらなかった。『世界の結界』を破は壊かいされた世界は全くの無防備となる。自分の目的のために他の世界を危険に晒すことはできれば避けたかったんだ。だから、『彼女』は仮死状態の『核』となり、結界を素す通どおりする方法をとった。だけど、他のフレイズたちは『彼女』の残したその方法を使い、僕らを追いかけてきたんだ」

　なんとなく頭の中で、マフィアの娘むすめと駆け落ちしたエンデが、娘の父親が放った手下たちに追われているような映像が浮かんだ。

　もちろんこの場合、捕つかまれば娘はともかくエンデは撃うち殺されるストーリーだな。

「その世界では『彼女』は早々と次の世界へと跳んだから見つかることはなかった。だけどその世界はメチャクチャにされてしまってね。その時、リセに出会って、残されたフレイズたちがどういう行動に出たか教えてもらった。それからは世界をまたにかけての追いかけっこさ」

「エンデは世界を渡る能力があるからわかるけど、彼女……リセはどうやって渡っているんだ？」

　エンデに他人を渡らせる能力があるなら、『王』である『彼女』も、仮死状態になるなんて面めん倒どうなことをしなくてもよかっただろうに。

「一人や二人なら一緒に世界を渡ることは時間がかかるけど不可能じゃない。だけど『王』である『彼女』が求めたのは『転移』じゃなくて『進化』だからね。僕と共に生きていくために、世界をひとつひとつ渡り歩く必要があったのさ」

　なるほど。フレイズという存在から、別の存在へと生まれ変わるようなもんか。そう考えると、僕と似ているのかもしれない。

　だけど僕の場合、神様の手が加わっているからなあ。そのフレイズの『王』が世界の螺ら旋せん階段を一段ずつ上っているとしたら、僕はエレベーターで最上階まで上ってしまったようなものだ。

「僕らは異なる世界をひとつずつ上ってきたけれど、奴らは次元の狭間でタイミングを窺うかがっていた。世界には結界の強い世界もあれば弱い結界もある。結界の弱い世界に『王』が転移したところを狙って、何度か襲われたことがあったよ。もちろん、その世界の人間たちだってむざむざと殺されたりはしない。中にはフレイズを撃げき退たいした種族もいた。ま、僕も手を貸したけどね。そうやって、僕は追いかけてくるフレイズを撃退したり、邪魔したりして『彼女』を守り、世界を渡り歩いてきた。そして、数千年前にこの世界へと辿り着いたんだ。……そこで、フレイズたちの大侵攻が起こった」

　五千年前の世界崩ほう壊かいか。やっぱりその時からエンデはこの世界にいたんだな。

「あの時はさすがに焦あせったよ。この世界の人類が皆みな殺ごろしになってしまっては、『王』はいずれ見つかってしまう。僕も戦ったんだけど、さすがに一人ではね。リセは手伝ってくれないし」

「私は同どう胞ほうを積極的に討うつ気は無い。ただ、『王』の辿り着く先を見たいだけだ」

「これだからね」

　エンデが肩かたを竦すくめる。どうやらリセはフレイズとの戦いに参加する気は無いようだ。

「当時、この世界の結界はボロボロだった。まあ、だからこそほとんどのフレイズが溢あふれてきたんだけれど。支配種たちも数多くなだれ込み、一部抵てい抗こうを続ける人間や、亜あ人じんたちも滅ほろびゆくだけだった。僕は最後の手段として、フレイズたちが『王』の核を手に入れたなら、それを横取りして別の世界へと跳び、身を隠かくすことも考えていた。ところがある時を境に、世界の結界が修復されていったんだ。なぜだかはわからない。だけど世界の結界が修復されたならやりようはある。僕はこちらの世界へ出現していた全ての支配種と上級種を、こないだのネイのように次元の狭間へと転移させた。おかげで五千年も力を失って、異世界転移の能力は使えなくなってしまったけどね。僕らが転移したあとこの世界の人たちが頑張って、下級、中級種を駆く逐ちくしていったようだ。そしてやっと力が戻って、再びこの世界へ降り立ったときに、冬夜に出会ったってわけさ」

　長いエンデの語りを聞き終え、僕は呆ぼう然ぜんとしていた。なんというか……スケールがデカすぎる。いったいいくつもの世界を渡り歩き、幾いく星せい霜そうもの月日を費やしてきたのか想像もつかない。

「他の世界を危険に晒さないようにしたはずが、結果、危険に追い込んでいるってのは皮肉な話だな」

「そうだね。言い訳はしないよ。僕らがこの世界に来なければ五千年前の世界崩壊はなかった。僕らは自分の身勝手で他の世界を犠ぎ牲せいにしている。だけど今さらやめるわけにはいかない。『彼女』も僕も、もう引き返せないんだよ。そのためになら、僕は全ての世界を敵に回しても戦おう」

　僕を真まっ直すぐ見るエンデの目には固い決意の光が宿っていた。開き直りとも言えるし、無責任とも言えるかもしれない。自己中も自己中、自分のことしか考えていないようにも思える。しかし、それをわかった上でこいつは行動している。決して褒ほめられたことではないが、その意志の強さだけは敬服する。

「さて、この話を聞いて冬夜はどうする？」

「……現状、どうしようもないってのが本音かな。『王』の核がフレイズに渡ったらどのみちこの世界も終わりだし、かといってお前をなんとかしたところで事態が好転するわけでもない。もちろんむざむざフレイズたちにやられる気もないけどな。現れるフレイズは上級種だろうが支配種だろうが、片かたっ端ぱしから潰つぶしていく。お前たちがなんて言おうともだ」

　目の前にいる同じ支配種にそう言い放つ。それを受けてリセが口を開いた。

「賛同はできないが、それも止やむをえない。お互たがいが覚かく悟ごの上で戦うのなら、私は傍ぼう観かん者しやとなろう」

　フレイズたちと全面戦争になってもリセは手を出だしてこないということか。

「僕らがフレイズたち全てを滅ぼしても文句は無いと言うんだな？」

「もともとはよその世界に攻撃を加えた我らに非がある。それで滅ぶならそれがそいつらの運命だったということだ」

　ひょっとして、リセはそういうことになった時のために不干かん渉しようを取っているのか？　少なくともリセが生き残れば、フレイズという種が滅ぶことはない。

　いや、違うか。『結晶界フレイジア』とやらに残ったフレイズたちもいる。言ってみれば、この世界を襲っているフレイズたちは元の組織から分ぶん裂れつした『はぐれ』なわけだ。迷めい惑わくな。

「僕も出来るなら、ここで『彼女』を狙う輩には消えてもらいたい。そのためには冬夜の力を借りるのがいいと思ってね。それと……前々から聞きたかったんだけど、冬夜って本当にこの世界の人間かい？」

　ズバリと切り込んできたな。まあ、世界を渡り歩くこいつに隠しても仕方ないか。

「……確かに僕もこの世界で生まれた人間ではないよ。だけど、エンデのように世界を渡る力なんてないし、自分自身はこの世界の人間だと思ってる」

「世界を渡る力がない？　じゃあどうやって……ああ、異次元災害に巻き込まれたのかな？　次空放浪者ドリフターズか」

「まあ、そんなところかな」

　神様を災害扱いするエンデに、僕は少し苦笑しながら答えた。







◇　◇　◇







　仮死状態であるフレイズの『王』、名も知らぬ『彼女』は、おそらく何もわかっていないのだろう。結局は力を求めた野心家たちと、力を諦めきれない亡もう者じやたちが、ストーカーまがいのことをしているに過ぎないように見える。

　じゃあ自分が犠牲になって、他の世界を救えと言うのもなんか違う気がする。もっと話し合うべきだったとは思うが。

　フレイズたちの世界を飛び出す時、エンデの忠告により、『彼女』は『王』の後継者を一応決めていたらしいが、いかんせん、『彼女』は優秀過ぎた。『彼女』がいなくなったあと、その後継者に従う者、従わない者、真っぷたつに分裂し、従わない者たちは『彼女』が処分した『世界を渡る方法』を独自に蘇よみがえらせ、『彼女』を追ったというわけだ。

　支配種の中に『彼女』ほどではないが、天才がいるらしい。どうやら支配種たちも一枚岩ではないらしく、それぞれ派は閥ばつがあるようだ。

　リセに関しては本当にどちら側にも干渉していないと言う。エンデと行動を共にしているが、エンデやフレイズたち、どちらにも手は貸してはいない。だけどそのリセを『裏切り者』としている支配種たちもいるようで……。

『王』の後継者に従わない自分たちを棚たなに上げて、恥はずかしげもなくよく言えたもんだ。裏切り者はどっちなんだか。

　なんだかフレイズたちが親おや離ばなれのできない甘あまったれに思えてきたな。

　いつまでも誰かに頼たよりっぱなしでは……そうか、高こう坂さかさんが言っていたのはこういうことか。

　ブリュンヒルドも僕に頼りきりになってしまうと、フレイズと同じような過あやまちを犯おかすかもしれないんだな。

　僕の国じゃない。みんなの国なんだ。それを忘れないようにしようと心に誓ちかった。










　街から外れた大地に立つ竜騎士ドラグーンは朝日を浴びてキラキラと光ひかり輝かがやいていた。預かっていた竜騎士ドラグーンをエンデに返す。

　そういえば、リセが感知板タブレツトに反応しなかったのは、単純に支配種には反応するようにできてなかったからだった。この際だから波長を計測させてもらい、支配種のパターンを記録しておこうと思ったのだが、その気になれば支配種は全てのフレイズが放つこの波長を消すこともできるらしい。

　というか、仲間や配下と関かかわらない時は、常時消しっぱなしとか。ステルス機能持ちかよ……。リセはフレイズたちと行動を別にしているから、どのみち感知板には引っかからなかったわけだ。それでも他の支配種が出現したときにわかるようにと、無理を言って記録させてもらおうと思ったが拒きよ否ひされた。ちっ。

　竜騎士を見上げるエンデに声をかける。

「これからどうするんだ？」

「とりあえず今まで通り出現するフレイズを狩かるよ。『彼女』がこの世界を旅立つまでね」

　それはいつのことになるんだろうか。ただ、それによりこの世界は助かっても次の世界で同じことが行われる可能性がある。

『王』がどの世界へ行くかは誰にもわからない。『彼女』自身にもわからないと思う。エンデは陰から守るために、これからも『彼女』を追いかけて行くのだろう。

　できるならここでフレイズを全部叩たたいておきたい。次に襲おそわれる世界は僕の元いた世界かもしれないのだから。

　僕はエンデの気持ちもわからないわけじゃない。僕だって大切な人と世界を天てん秤びんにかけて、どちらかを選べと言われたら、昔の僕ならわからないが、今なら間違いなく大切な人を選ぶと思う。他にどんな犠牲や、無関係な人が迷惑を被こうむろうと、省かえりみないかもしれない。

　もしここで『王』の核を斬きり捨すてないとみんなが死ぬと言うのなら、エンデが何を言おうと斬り捨てただろう。

　立場が違えば僕だってエンデと同じことをしていた。僕らは似た者同士なのかもしれない。

　エンデがコックピットに乗り込む。フードを被ったリセを右手に乗せると、踵かかと部分からタイヤが降り、竜騎士が高機動モードに移行する。

「じゃあ冬夜、また」

「ああ」

　土つち煙けむりをあげて竜騎士は滑すべるように走り出し、あっという間に小さくなっていった。

「ここにいらっしゃったんですね」

「ん？　ああ、ユミナか」

　振ふり向むくとユミナと琥こ珀はくがそこにいた。昨日、エンデたちのことをみんなには話しておいた。みんな一様に驚おどろいたりしていたけど、結局これからの方針は変わらない。今まで通り、奴らが襲ってくるなら徹てつ底てい抗こう戦せんするまでだ。

　ユミナが僕の横へ来て、小さくなって行く竜騎士を見つめる。

「もし……冬夜さんが元の世界に戻ってしまったら……」

「なんだい、いきなり」

「思ったんです。冬夜さんと共に生きられないのなら、そこになんの意味があるんだろうって。そして、冬夜さんを追いかける方法があったなら、私は迷わずその道を選ぶでしょう」

　エンデと『王』である『彼女』のことを言っているんだろうか。世界を渡る選せん択たくをし、共に生きることを決断した二人。それが様々な悲劇の引き金となってしまったのは残念だが、僕が元の世界へ戻されたとしても、やはりユミナたちに会うために異世界を渡る方法を探すと思う。

　向こうの世界で『異世界へ行く方法を探している』なんて言ったら、おそらく正気を疑われるかもしれない。だが、そんなことはどうでもいい。オカルトだろうが、怪あやしい宗教だろうが、可能性が少しでもあるならそれに縋すがり付つく。

　僕だってユミナたちと共に生きられないのなら、生きている意味がないのだから。

　僕は隣に立つユミナの肩に手をかけて、軽く引き寄せる。

「大丈夫。僕はどこにも行かないよ。たとえ別の世界へ飛ばされたとしても、絶対に君たちの下に戻る。それこそ神様に頼み込んでもね」

「神様ですか。お願いを聞いてくれるといいですけど」

　冗じよう談だんだと思ったのか、ユミナが小さく笑う。

　この笑顔を守りたいと思う。ずっとそばにいたいと思う。彼女たちと未来を歩みたいと思う。そのために、僕はできる限りのことをしよう。

　彼女の肩を抱だきながら、僕は心からそう思った。










「あ、冬夜様」

　訓練場の前を通りかかると、ベンチに腰こし掛かけたルーが僕たちに気付き、手を振ってきた。訓練用の軽装で、手元には小さい木ぼつ剣けんが二本置かれている。その横には同じようにエルゼが座り、肩に掛かけたタオルで顔の汗あせを拭ぬぐっていた。

　訓練場では八や重えとヒルダがものすごい打ち合いをしていた。諸もろ刃は姉さんから教えを受けるようになってから、二人はメキメキと腕うでを上げてきている。おそらくもうすでに達人レベルに近づいているんじゃないかと思う。

　それを遠巻きに、騎き士し団だんのみんなが目で追いかけている。

　僕らがベンチの二人に近づくと、エルゼがちらりと目を向けて、口を尖とがらせた。

「なによ、朝から二人で一いつ緒しよだったの？」

「ちょっとね。あれ？　拗すねてる？」

「べっ、別に拗ねてるわけじゃないわよっ」

　顔を赤くしながらエルゼがタオルで再び顔を拭ふく。相変わらず分かり易やすい。まあ、そこがまた可愛かわいいところなんだが。

「他のみんなは？」

「リンゼとリーンは博士に連れて行かれたけど。バビロンにいるんじゃない？　専用機フレームギアの調整とか言ってたわね」

「私わたくしの機体も早く作っていただきたいですわ」

「まあまあ。後の方が高性能なものができるみたいだし、楽しみにしてようよ」

　軽く拗ねるルーを苦笑しながら慰なぐさめる。僕だってまだなんだから。というか、たぶん一番最後なんだろうなあ。僕だけフレームギア無しでも上級種とかと戦えるからかな。……ま、真打は最後に出るものさ。

　そう自分にうそぶいていると、城の方から桜とスピカさん、それにスゥがやってきた。

「冬夜！」

「スゥ。今日は朝から来たのかい？」

　駆け寄よって抱きついてきたスゥを受け止める。スゥはベルファストの実家にある自室から、城の転移室を通ってここへ来ている。いつもはだいたい昼過ぎに来るんだが。

「うむ。冬夜の妻として花はな嫁よめ修しゆ業ぎようを怠おこたるわけにはいかないからのう。今日は一日中こちらにいるぞ。お泊とまりしてもいいと父上に許可もいただいたからな。冬夜、今日は一緒に寝ねよう！」

「いやっ、それはどうだろう!?」

　その言葉を聞き、周りの婚こん約やく者しやみんなが一いつ斉せいにジト目を向けてくる。

　今までスゥが泊とまる時は大たい抵ていはユミナの部屋で一緒に寝るのだが、なんで今日に限って。

「なんでじゃ？　冬夜はわらわと一緒に寝るのは嫌いやか？」

「いや、そうじゃないけど、まだ早いっていうか、外聞が悪いっていうか……」

「外聞？　ただ一緒に寝るだけなのにか？」
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　心底なに言ってるのかわからないといった純じゆん粋すいな目でスゥが首を傾かしげる。いや、わかっているけど。スゥが考えてることと、僕ぼくの考えてることの差異は。もちろん何もする気はないですけどね!?

　嫌な汗が流れ始めたところで、隣のユミナに視線で助けを求める。

　それに気付いたのか、ユミナがにっこりと笑顔でスゥへと語りかけた。

「あのね、スゥ。身分のある結婚前の男女が、二人きりで寝しん所じよを共にするのは、あまり外聞のいいことではないの」

「そうなのか？　ユミナ姉様？」

「そうなの。だから冬夜さんも含ふくめてみんなで寝ましょう？　それなら問題ないわ」

「はいぃぃ!?」

　いきなりなに言ってるんですかユミナさん!?　どう考えたって問題あるでしょうが！

「ちょっ！　なに言ってるの!?　そんなのダメだろ！」

「なにがですか？　ただ一緒のベッドで寝るだけですけど？　なにも問題ないじゃないですか。それとも『なにか』されるおつもりでした？」

「……ぐぬう」

　笑顔で切り返してくるユミナに対し、言葉に詰つまる。確かにただ寝るだけなら問題ない……のか？

「ちょ、待ってユミナ！　みんなって、それあたしたちも入ってる!?」

「当たり前じゃないですか。それともエルゼさんだけ別室で寝ます？」

「むぐぐ……。それもなんか負けた気が……。でも……ううう～」

「私は別に構わない」

　全然平気ですよ？　といった感じで桜が口を開く。構わないわりには顔が赤いし、目が泳いでいるが。その隣となりでスピカさんが困ったように眉まゆ根ねを寄せていた。

「わっ、私わたくしも平気ですわ！　冬夜様っ！　一緒に寝ましょ、むぐっ！」

「声が大きいっ！」

　大声を上げそうになったルーの口を慌あわてて塞ふさぐ。なんですかこの流れ！　どうしてこんな状況に!?　誰か助けてください！　ヘルプミー！

　僕の祈いのりが通じたのか、懐ふところのスマホから着信音が流れてきた。これ幸いと取り出すと、ギルドマスターのレリシャさんからだった。

「はい、もしもし！」

『お忙いそがしいところ申し訳ありません。実はライル王国の辺境ギルドで、千を超こえる大多数のフレイズ出現の兆きざしを観測いたしました。上級種はいないようですが数が多く、その上、出現時間が三時間後とのことです』

「三時間!?　また早いな……」

　今まではどんなに早くても一日くらいの余よ裕ゆうはあったんだが……。これも世界の結界が何か影えい響きようしているんだろうか。

『それで避ひ難なんも加勢もできない状況でして、公王陛下にお願いするしか……。もちろんライル国王からは許可をいただいております』

「わかりました。詳くわしい位置はメールに添てん付ぷして送って下さい。こちらも騎士団を出します」

『よろしくお願い致いたします』

　電話を切る。さっきまで一緒に寝る寝ないで騒さわいでいたみんなが、僕の様子に黙だまり込み、視線を向けてきた。さっきのことはうやむやになってくれたみたいだ。救いの神がフレイズってのも皮肉だな。

　訓練場にいる騎士団のみんなを集め、状況を伝える。

「ライル王国辺境でフレイズの出現を感知。その数、千数体。出現は三時間後。ブリュンヒルド騎士団はこれよりフレイズ討とう伐ばつのためライル王国へ向かう。手の空いている者にも連れん絡らくし、一時間後、全ての用意を済ませて騎士団の宿舎前へ集合！」

『はっ！』

　騎士団のみんながそれぞれダッシュして、散って行く。自らの武具を取りに行ったり、出で払はらっている同どう僚りようを呼よび戻したりするためだ。

　僕は僕で団長のレインさん、副団長のニコラさんとノルンさんに電話で状況を伝えておく。それから馬ば場ばの爺じいさんと山やま県がたのおっさんにも留守を頼まなくちゃな。急がないと。

「大変ですね」

「まったくだよ。まあ、これも世界を守るためだ。やってやるさ」

　ユミナの言葉に柄がらにもない言葉を口にして、空を見上げる。

　この世界に来ていろいろあった。正直、生きていくには前の世界よりも厳しい世界なんだと思う。

　それでも、僕は大切なみんなが生きるこの世界が好きだ。だから戦って守る。それだけのことだ。

「よし、いくか」

　僕の言葉にみんなが頷うなずく。

　この世界に来た時の僕には、懐のスマートフォンしかなかった。だけど今はこんなにも心強い味方がたくさんいる。

　これからもいろんなことがあるだろう。だけどみんなとなら必ず乗のり越こえられる。絶対に、だ。

　そう確信しながら、僕はバビロンへの【ゲート】を開いた。










　ちなみにフレイズたちを撃退したその日のお泊まり会は、ガールズトークに耐たえられなかった僕がソファーで独ひとり寝したとだけ付け加えておく。







幕間劇　バビロン博士の異常な愛情







　ブリュンヒルドは日々大きくなりつつある。

　国自体は公国といっても小さな土地に町がひとつ、数時間も歩けば通過できてしまうほどの大きさだ。

　だが、そこに住む人たちは次し第だいに増えており、城下町は確実に広がっていた。

　区画整理を担当する内ない藤とうのおっさんも日々東へ西へ走り回っている。武たけ田だ四天王の中で、高こう坂さかさんの次に忙しいのは間ま違ちがいなくあの人だろう。まったく頭が下がる思いだ。

「ほうほう。なかなか活気があっていいじゃないか。気に入ったよ」

　偉えらそうにつぶやきながら、小さく頷いたりなどして、白衣を引きずった幼女が城下町を歩く。

　バビロンの創造者にして、フレームギアの生みの親、レジーナ・バビロン博士だ。

　今日は彼女が地上を見たいと言うので、こうして案内しているわけだが……。

「なあ、その白衣なんとかならないのか？」

「前にも言った通り、【プロテクション】がかかっているから汚よごれたり擦すり切きれたりはしないよ。心配ご無用」

　いや、そういうことじゃなく、単純に目立つんだけど。それに踏ふまれたら危険だと思うんだがなあ。

「博士は着る物に無む頓とん着ちやくなのデ。言ウだけ無む駄だでス、マスター」

　バビロン博士と並んで歩く、『庭園』のシェスカがそう告げた。

　彼女にとって、博士は『元』マスターだ。細かい性格や嗜し好こうも全て知り尽つくしているのだろう。ならほっとくか。

「お、なんだい、あれは!?」

　博士が道みち端ばたで子供たちがベーゴマをしている中へと突とつ入にゆうしていく。古代の魔法時代にもベーゴマはなかったのか。いや、独楽こまはあってもベーゴマがないだけか。

「ああして見ていると普ふ通つうの子供みたいです、ね」

　一緒についてきたリンゼが博士を見て微笑ほほえむが、甘いと言わざるを得ない。中身は中年のオッサンよりもタチの悪い変態だぞ。

　ベーゴマに興味を無くしたのか、博士が今度は別の方向へと走り始めた。なにか新しい興味を引くものを見つけたのだろう。

　そんな程度に僕が考えていると、走る博士の先に、八百屋の前で野菜を吟ぎん味みしている若いお姉さんの姿が見えた。

「そーれ！」

「きゃああぁぁッ!?」

「ぶっ!?」

　背後に駆け寄った博士がお姉さんのスカートをぶわっとめくり上げた。白が眩まぶしい。

「なにしてんだ、このアホ――――ッ！」

　ダッシュで博士の下へ駆け寄り、その頭をひっぱたく。児童虐ぎやく待たい？　こいつ児童じゃないから！

　リンゼと二人でお姉さんに平ひら謝あやまりし、なんとかその場を切り抜ぬける。お姉さんも子供のイタズラと思ったのか、苦笑いしつつも許してくれた。博士を小こ脇わきに抱かかえたまま、そそくさとその場を去る。

「痛いったいなあ。子供の無む邪じや気きなイタズラじゃないか」

「嘘うそつけ！　大人のヨコシマな気持ちしかないだろうが！」

「これは心外だね。ヨコシマってのはこう……」

　抱えられたままの博士が僕のお尻しりを撫なで回まわす。

「でぇい！」

「あいた!?」

　その場でセクハラ親父おやじを投げ捨てた。その妙に手慣れた手付きが怖こわいわ！　常習犯か！

「お前、これ以上はしゃぐとバビロンに幽ゆう閉へいするぞ……？」

「や、やだなぁ～、ちょっとしたお茶ちや目めじゃないか」

「どこがお茶目……うひゃっ!?」

　博士を問とい詰める僕のお尻をさっきと同じような感かん触しよくが襲う。

「おおウ、コレはナかナか」

「やめんか！」

　不ぶ躾しつけに撫で回すエロメイドの手を払はらう。くそっ、こいつも博士の分身みたいなもんだからな！　油断も隙すきもない！

「………………」

「……リンゼ。その手の動きをやめなさい」

「え？　あ、あはは……」

　右手を広げて細かく回すような動きをしていたリンゼに注意する。リンゼにまでセクハラされたら泣くぞ。

　パンパンと砂を払いながら博士が立ち上がり、懐から例の量産型スマホを取り出す。

「マップで見る限り、酒場はあるけどまだ娼館とかはないんだね」

「あったとしてもお前の姿じゃ入れないからな……？」

　こちらの世界では十五にもなれば一応成人として扱あつかわれる。酒も飲めるし、ギャンブルもできるし、娼館に行くことだってできるわけだ。

　まあ、この世界のギャンブルとは闘とう技ぎ場じようやレース関連のものが多くて、カード系のものだとかは限られてくるのだが。トランプなかったしな。『絵合わせ』みたいなものはあるんだけど。

　ギャンブル場みたいなものはないが、酒場の隅すみで賭かけ事ごとをしているのを見たことはある。

　娼館なんてのも王都なんかには結構な数があるんだが、金と女といった欲の集まる場所だから、悪事の温おん床しようにもなりかねないわけで。

　今のところ騎士団も手いっぱいなので、これ以上トラブルの種は避さけたいってのが本音だ。そりゃあいつかは作らないといけないかもしれないが。

「おや？　その顔は『娼館を作ったら視察という大義名分で通い放題だ、ぐへへへへ』とか考えてるのかな？」

「おい待て！　人の心の中を勝手に捏ねつ造ぞうするなよ！」

「冬とう夜やさん……？」

　博士の言葉を受けて、背後でゆらりと動いたリンゼから冷たい視線が飛んでくる。この子は素す直なおなだけに、こういった話を本気に取ることもあるから危険だ！

「待て、リンゼ。早はや合が点てんしないように。僕にそんな度胸があると思うか!?」

「はっ。そう、ですね。そう言われると……」

　くっ……。あっさり引いてくれたのは嬉うれしいが、なんだこのやるせなさは。

「なんとも情けない理由だね」

「マスターのヘタレは筋金入りでスかラ」

「外野うるさい！」

　まったく！　元はといえばお前らのせいだろうが！

「しかしあれだね、リンゼは冬夜君の婚約者フイアンセなんだろ？」

「それが？」

　なんか文句あるのかとばかりに博士を睨にらみつける。ううむ、いかん。心がささくれ立ってきたな。

「その割にはあまりイチャイチャしてないなと思ってね。ボクらに気を使わなくてもいいんだよ？」

「お前な……。気を使うとかそういうことじゃなくて……」

「わっ、私はイチャイチャしたい、です！　けど……」

　真っ赤な顔をしたリンゼにそう告げられては、僕は黙るしかない。そりゃあ、僕だって気持ちは同じですけど！

　リンゼがススス……と僕の左ひだり隣どなりにやってきて、ぎゅっ、と腕を絡からませる。あの、リンゼさん？　あた、当たってるんですけど……。

「おやおや。お熱いですなぁ」

「ひゅウひゅウ」

　お前らがけしかけといてなに言ってんだ、この……。と言いつつも嬉しいことには変わりはないのだけれど。

　しばらく好きにさせとこうとそのまま歩き始めたのだが、

「おっ、陛下じゃないですか。お熱いこって」

「あら、リンゼちゃん。仲良しだねえ」

「よっ、ご両人！　林りん檎ごはいらないかい！　安くしとくよ！」

　なにせ小さい国だ。周りはほとんど知り合いのようなものである。冷やかされるやら、祝福されるやらで、リンゼの顔が真っ赤なままになってしまった。

「気にしない方がいいよ。僕らは婚約者同士なんだし、別に変なことでもないんだから」

「……はい。そうですね」

　まだ少し顔が赤いが、リンゼが小さく微笑んでくれた。こういうことが自然体でできるようになればいいんだろうけどな。まだまだ道は長い。ま、ゆっくりとでいいさ。

「開き直られるとつまらないね……。ま、娼館は置いといて、娯ご楽らく施し設せつのようなものはないのかい？」

「一応野球場はあるよ。簡単なレース場もその隣に今造っているし」

「やきゅうじょう？」

　あ、そうか。博士たちは知らないのか。説明しようかとも思ったが、見せた方が早いな。ちょうど今日は騎士団のチームと商店街のチームの試合があったはずだ。

　百聞は一見にしかず。僕らは商店街から野球場へと足を向けた。










　カーン、と乾かわいた音とともに白球が飛んでいく。

「回れ、回れーッ！」

　ベンチスタンドの声せい援えんを受けて、打った本人は二塁るいまで進み、そこで足を止めた。

　試合は一進一退の好ゲーム。ベルファストやレグルスといった、国同士の大きな試合ではないが、なかなか盛り上がっていた。

「ふむ。球ボールを使った競技というわけだね。なかなか面白おもしろいゲームのようだ。ひょっとしてこれも『あっち』の世界の？」

「そう。僕の住んでいた国じゃあ人気のスポーツ……競技だったよ。もともとは他ほかの国で生まれたものなんだけどな」

　僕自身は学校での体育の授業でしかやったことはないんだけど。友達が少年野球のチームに入っていて、その応おう援えんに行ったことなら何回かある。

「パルテノ聖王国でも人気の球技ならあったよ。これくらいの大きなボールを相手に向けて投げ合うんだ」

　そう言って博士はバレーボールほどの大きさを手で示した。相手に向けて投げ合う……ドッジボールみたいなものかな？

「受け止め損そこねるとボール内部の魔ま力りよくが暴走して爆ばく発はつするんだ。相手を派手に吹ふっ飛とばすと点数が高い。テンカウント以内に立ち上がることができなければ負けさ」

　ドッジボールでもなんでもなかった。本当にそれ球技か？　ボクシングみたいになってるぞ？

　そんな話をしている間にさっき二に塁るい打だを打った選手がホームに帰ってくる。観客席から悲ひ喜き交こも々ごもな歓かん声せいが響ひびき渡わたった。

　基本的にここの野球場は有料で貸している。といってもそれほど高くはない。みんなでちょっとずつ出し合えば、払えるくらいに設定してある。

　子供たちなんかはそこらの原っぱでやるけどな。

「フレイズに壊かい滅めつされた五千年前より魔ま法ほう文明は衰おとろえたが、やはりこの時代は活気があるね」

「フレイズの大だい襲しゆう来らいでどれくらいの被ひ害がいが出たんだ？」

「うーん。ボクらは空に逃にげていたから正確なところはわからないけど……。ほとんどの国が滅ほろんだよ。大きければ大きいほどね。フレイズたちは人間が多いところへ向かうから……」

　そうか。人の多い国ほどフレイズを呼び込んでしまうのか……。ＶＩＰの観客席から試合を眺ながめる博士にリンゼが話しかける。

「博士の住んでいた国も、ですか？」

「そうだね。パルテノも滅んだ。大陸の三分の一を占しめていた大国があっという間さ。ボクはわずかな友人だけを連れてバビロンに篭こもったから無事だったけどね」

「パルテノの馬ば鹿か王が馬鹿な要求をしテきタので、逃げたンでシタね」

　シェスカが博士の返答に言葉を続ける。逃げた？　馬鹿王ってのはどういうことだ？

「いざという時は王族貴族だけで逃げるから、避難場所としてバビロンをよこせ、ってね。冗談じゃない。何年もかけて造り上げたボクの最高傑けつ作さくを渡せるもんか。それぞれの管理人であるシェスカたちもまとめてよこせって言われた時は、怒おこるよりも呆あきれたよ。それで愛あい想そが尽きた」

「先代の国王はマトモでしタのに。国王が国民を見捨テテ逃げ出スなど、恥はじ知らズもいいトコでス」

　シェスカから珍めずらしくも苛いら立だちを感じる。よっぽど嫌きらいだったのだろうか。確かに国民を見捨てて逃げ出そうとするなんて、同じ国王としてはどうかと思うけど。

　もっとも博士やシェスカはその国王としての在り方に怒おこったのではなくて、バビロンをよこせとか、シェスカたちもよこせってところにムカついたっぽいが。

「まあ、王都の人々を転移魔法で逃がす手伝いはしたが、結局パルテノは滅びた。なんといってもボクら魔法文明とフレイズは相あい性しようが悪すぎたからね。魔法がまったく効かないんだから。ほとんどの国は魔法兵器ばかりで、対たい抗こうしようがなかったんだよ」

　それでもドワーフたちが造ったパワードスーツのような魔ま導どう鎧よろいや、ゴーレムのような魔法生命体などがあったので、わずかばかりの抵てい抗こうはできたみたいだ。

　しかしそれも下級、中級種を撃げき退たいできるくらいで、上級種、そして支配種にはまったく歯が立たなかったらしい。

「それでボクはフレイズを撃退するための決戦兵器、フレームギアを造り始めたってわけさ。ま、完成する前にフレイズたちはいなくなってしまったがね。フレームギアは戦わずしてお払い箱ばこ、『格納庫』行きとなったわけだが、無駄にならなくてよかったよ」

　五千年後に再びフレイズが現れるとは予想していなかった博士だが、結果的にフレームギアを造り、保存しておいたことが功を奏した形になったわけか。

「ま、大切なのは過去より未来だ。五千年前は国同士が諍あらがいあい、とても連れん携けいなどとれる状じよう況きようじゃなかった。フレイズを相手国の生み出だした侵しん略りやく兵器だとか言ってたしね。それに比べれば、この時代の国々はまだまとまりがある。他の国々も協力して一いつ致ち団結すれば、フレイズたちを撃退できるかもしれない」

　いや、フレイズは僕が召しよう喚かんした魔ま物ものだって言いふらしている国もあるけどな……。まあ、もう国としての機能はないけど。

　そんなことを考えていると、博士が再び懐からスマホを取り出した。ん？　メールか？

「スゥの機体の調整がそろそろ終わるらしい。一いつ旦たんバビロンに戻もどろうか」

「そっか。じゃあ迎むかえに行くか」

　ＶＩＰ席から【ゲート】を開き、僕とリンゼ、博士とシェスカはバビロンの『格納庫』へと跳とぶ。博士とシェスカはバビロンへの短たん距きよ離り転移能力を持っているが、ま、ついでだ。

『格納庫』に到とう着ちやくすると、黄金のフレームギア……スゥの専用機である『オルトリンデ』がガレージに入っていた。

　そのコックピットからは無数のコードが延のび、足あし下もとにある白い卵型の筐きよう体たいへと繋つながっている。こちらはフレームギアの訓練機、フレームユニットだ。

　フレームユニットの上方に浮うかぶ画面では、今まさにオルトリンデがサポートメカと合体し、巨きよ大だいフレームギア、『オルトリンデ・オーバーロード』にドッキングを終しゆう了りようしたところだった。

「おし。問題ねぇようだナ」

　映像を見ながら『格納庫』の管理人であるモニカが頷いた。手元にあるタッチパネルのようなコンソールを右手の指で弾はじいていく。

「ふむ。マニュアル合体より早くなったね。これならスゥ一人だけでも出しゆつ撃げきできるか」

　博士がモニカの後ろに立ち、コンソールを覗のぞき込む。数値のようなものがいろいろ並んでいたが、僕にはさっぱりわからない。

「つまりはもうほとんどオートで合体できるってことか？」

「おう。こないだの戦いでデータは取れたからナ。次からはオレたちが乗らなくても合体できるはずだゼ」

　プシュッ、と空気の抜ける音がして卵型のフレームユニットが開き、中からスゥがぴょんと飛び出してきた。

「どうじゃ！　完かん璧ぺきであろ！」

「よっしゃ。じゃあオートに切り替かえとくぜ。調整が終わったらまた来てくれ」

「うむ！　頼たのんだぞ、モニカ！」

　クレーンに乗ったモニカがオルトリンデのコックピットへと上っていく。

「お疲つかれさん」

「お疲れさま、です」

「なに、これくらいなんでもないのじゃ！」

　スゥが僕らの下に駆かけ寄ってきた。フレームギアの操縦に関してはスゥはかなりの腕うで前まえである。こういったものは子供の方が覚えが早い気がするな。

「博士～？　いますかあ？　お邪じや魔まするデスよ～……わわっ!?」

『格納庫』にやってきた『蔵くら』の管理人、パルシェがなにもないところでつまずいた。器用だな！

　持っていた背せ負おい袋ぶくろのようなものが宙を飛ぶ。くるくると回転しながら落ちてきたそれを、シェスカがうまくキャッチした。

　倒たおれそうになっていたパルシェはなんとかバランスをとって、その場に踏みとどまる。

「相変わらずだね、パルシェ。それにしてもボクはこんなにドジじゃないはずなんだがなぁ。なんでこんな子になったんだろう？」

「いやぁ、それほどでも」

　テレたように頭を掻かくパルシェ。今のは褒ほめてないだろ……。

「それで？　またなにか壊こわしたのかい？」

「えっとデスね、『蔵』に保管してあった、そのマジックバッグ、中身が入らないんデスよ。壊れてまスか？」

　マジックバッグ？　ああ、僕の【ストレージ】みたいな効果が付ふ与よされたバッグのことか。ミスミドの商人、オルバさんとかが持っていたな。たくさん入るほど高価だとか。

　前にいざとなったら【ストレージ】を付与して荒あら稼かせぎしようかと考えたことがある。

　博士がシェスカから小さな背負い袋を受け取り、矯ためつ眇すがめつしていた。

「これかい？　こんなの造ったっけな……？」

「おいおい。覚えてないのかよ……」

「博士はヒラメキだけで造っテは飽あきテ、そのママ放っタラかしが日常でシたカラ。本人でモよくわからナイ作品もゴロゴロありまス」

　シェスカの言葉を裏付けるかのように、博士はうーん、と唸うなりながら首を捻ひねっている。

「わからん。【アナライズ】」

　結局解かい析せき魔ま法ほうかよ。

「ん？　あれ、これって……」

「やっぱり壊れているのか？」

「え？　あー……そうみたいだね。ま、そのうち直すさ」

　んん？　なんだ？　トボけるような態度が妙みように引っかかるな。白々しい。なんか隠かくしてるのか？

　問い詰めようとしたタイミングで、隣にいたスゥが僕の袖そでを引く。

「冬夜、お腹なかが減ったぞ。ご飯を食べに行こう」

「あ、もうお昼を過ぎてます、ね」

　リンゼがポケットからスマホを出して時間を確かく認にんする。あれ、もうそんな時間か。

　博士たちと別れ、【ゲート】で城の廊ろう下かに戻る。以前、直接食堂に跳んだら、給きゆう仕じの人が驚おどろいてスープ鍋なべを落としてしまったので、食堂には歩いていくようにしている。

　途と中ちゆうで騎き士し団だん長ちようのレインさんに会ったので、午後からの訓練のことについて、軽く立ち話してから僕らは三人で食堂へ向かった。

「今日のお昼は何かのう。クレアの作る料理は美味うまいから楽しみじゃ」

「最近はルーも作ってるんです、よ。ルーの料理もコック長のクレアさんと同じくらい美味おいしい、です」

　食堂へ向かいながら、スゥとリンゼがたわいない話をしていると、向こうからものすごく焦あせったような顔をしたユミナがこちらへと駆けてきた。珍しいな、ユミナがこんなに慌てるなんて。それに顔も真っ赤だけど、なにがあった？

「ととと、冬夜さん！　冬夜さんは男性ですからそういうことに興味があっても仕方ないと、わたっ、私は理解しているのですが、でっ、できればこういうやり方はやめていただけたらと！」

「は？」

　真っ赤な顔で一気にまくしたてたユミナにキョトンとする僕ら。ユミナがなにを言っているのかさっぱりわからんのですが。

「でっでっ、ですから、その、返してさえいただければこのことは内密に……。さすがに一国の王が下着泥どろ棒ぼうというのは外聞が……」

「ちょっと待てぃ！　ホントになんの話!?　なんで僕が下着ドロにされてんの!?」

　冤えん罪ざいですよ!?　あれっ、なんでスゥとリンゼまで睨んでんの!?

「冬夜……。さすがにそれはいかんと思うぞ？　盗ぬすみなどせず欲ほしいなら欲しいと……」

「そんなに欲求が溜たまっていたん、ですか……？」

「だから違ちがうって！　僕は無実だ！」

　なんで婚約者の下着を盗まないといかんのだ！　そこまで落ちぶれてないぞ！

「でっ、ですが、いきなり身につけている下着を奪うばうなど冬夜さん以外に……！」

「え!?　身につけてたのを盗とられたの!?」

　僕の返した言葉に、かああぁぁっ、とさらに真っ赤になるユミナ。僕の視線から逃げるようにユミナが身をよじる。

　着衣の下から下着だけを盗み取とる……。確かに僕の【アポーツ】を使えば不可能ではないが……。

「なるほど。冬夜の【アポーツ】なら可能じゃの。それでユミナ姉様、それはいつ盗まれたんじゃ？」
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「ついさっきよ。食堂に行こうとしたら急に……。こんなことできるのは冬夜さんだけだと思って……」

「ですが冬夜さんは私たちとずっといました、よ？　下着なんか持っていませんでした、けど……」

「言っとくけど【ストレージ】に収納したりもしてないからね？」

　だからといって無実の証しよう拠こにはならないだろうが。【ストレージ】に出し入れできるのは僕だけだし、中身を覗けるわけでもないしな。

「ひゃあっ!?」

　僕が身の潔白を示そうと頭を捻っていると、廊下の曲がり角の先から、短い悲鳴が聞こえてきた。あの声はルーだ。まさか……。

　角を曲がり現れたルーも顔を真っ赤にして僕の方へと迫せまってきた。

「とっ、とっ、冬夜様っ！　いかなる事情があろうと乙女おとめの下着を盗むとは言語道断、下衆の極きわみですわよ!?　なにもお気に入りのを穿はいていない時に盗まなくても……！」

「だ――――っ！　違うから！　それ僕が犯人じゃないから！」

　なんで真っ先に僕を疑うかな!?　まあ、それが可能な人物だからですよね！　わかってる！　でも違うぞ！

　じ――――っ、とユミナたちの視線が僕の握にぎりしめた手に注がれている。無いよ！　僕は手をひらひらと振ふってみせた。

「ホントに冬夜さんじゃなかったんですね……」

「信じてもらえて光栄だよ……」

「……冬夜様じゃありませんの？」

　キョトンとルーがユミナに尋たずねる。もしもこのタイミングで僕の手に下着が握られていたら犯人確定だろうが、逆にルーが被害にあったことで身の潔白を証明できた。

「【インビジブル】とか【ミラージュ】で消してたりしませんわよね？」

「してないっての……。リンゼならわかるだろう？」

「確かに魔法の発動は感じられませんでしたが……」

　当たり前だい。使ってないからな。ふう。なんとか下着ドロ疑ぎ惑わくを払ふつ拭しよくできたか。

「む？　エルゼと八や重えがこちらへ向かって走ってくるぞ？」

「えっ!?」

　スゥの言葉にドキッとして振り向むくと、やはり顔を真っ赤にしたエルゼと八重が、こちらへ向けて城の廊下を爆ばく走そうしてきた。

「いたっ！　冬夜、そこ動くんじゃないわよっ！」

「破は廉れん恥ち者にはお仕置きでござるうぅ！」

「待った！　違うから！　誤解だから！」

　ダメだ！　完全に聞く耳を持っていない！

「か、【風よ包つつめ、柔やわらかき抱ほう擁よう、エアスフィア】！」

　風属性の魔法を発動させると、空気のクッションが僕ぼくの周りを包み込む。突っ込んできたエルゼと八重は、その空気のクッションに阻はばまれて勢いが止まり、ボヨンと優やさしく弾はじき飛ばされて尻しり餅もちをついた。

「落ち着いて下さい、エルゼさん、八重さん。冬夜さんは下着泥棒じゃありません」

「だ、だっていきなり上も下も消えたのよ!?　そんなことできるのって冬夜ぐらいじゃない！」

「拙せつ者しやもでござる！　訓練場で突とつ然ぜん……！」

「ついさっきルーも盗られましたが、冬夜さんはなにもしてませんでした。私たちの目の前にずっといました、よ」

　ユミナたちが僕の無実を証明してくれている。その甲か斐いあってなんとか僕が犯人じゃないと二人も納なつ得とくしてくれたようだ。

「となると……私たちの、その、下着はどこへ……？」

　リンゼとスゥ以外の四人がもじもじと身体を縮こまらせる。あらためて考えると、今現在、彼かの女じよたちは下着を着けていないということで……。そうか……。

「ちょっと！　今変な想像したでしょう！」

「え!?　いや、してないしてない！」

　エルゼが怒りなのか羞しゆう恥ちなのか、顔を真っ赤にして迫ってくる。当然、してても認めるわけにはいかない。誰だれだって命は惜おしい。

「そうじゃ。盗まれた下着を冬夜のスマホで検けん索さくしてみれば一発でわかるんじゃないかのう？」

「あ、そうか」

　犯人がまだ持っていたり、どこかに隠していたりしたとしても、結界が張られてない限りは見つけることができるはずだ。

　スマホを取り出してマップ画面を呼び出す。この国全体を範はん囲い指定して、と。

　……あれ？

「………………」

「どうしたのじゃ、冬夜？」

「いや、その……。検索するには絞しぼり込まないといけないんだけど……」

「『盗まれた下着』ではダメなのか？」

「それが盗まれたものかどうか、一目で僕がわかるならそれでいいんだけど。たぶん無理かと……」

　その下着が盗まれたものかどうかなんて、普通は判断などできないと思う。

「なら『ルーの下着』とかではどうじゃ？」

「ちょっ、スゥさん!?　なに言ってますの!?」

「いや、同じだって。一目でルーの下着だって僕がわかるわけないだろ」

　名前とか書いてあったらわかるかもしれないが。……僕がルーの下着を事前に見ていればまた話は変わってくるけどさ。

「うーむ。では八重のなら珍しいし、探せるのではないか？」

「ちょっ、スゥ殿どのぉ!?」

「いや、うちの国ってイーシェンの人たちが多いからそれも無理じゃないかな……」

　検索してもフンドシだらけでヒットしまくるぞ。男の。

　うーむ。いきなり消えた下着。僕に濡ぬれ衣ぎぬを着せて、評判を下げようとでもしたのか？　いや、違うな。本当に下着目的だとしたら……。

　その時、僕の脳のう裏りに先ほど見た博士のトボけたような態度がフラッシュバックしてきた。

「あの背負い袋……！　マジックバッグじゃないな……！」

　確信めいたものを感じながら、僕らは再びバビロンへと【ゲート】を開いた。










「おおっと。リーンはなかなかアダルティなものを着けているね。さすが年の功ってところかな？」

　バビロン博士が例の背負い袋の中に手を突っ込んで、小さな黒いレースの下着を取り出した。それを『格納庫』のコンソールの上に広げる。他にも色とりどりの下着がそこに並んでいた。

　嬉き々きとしてそれを眺める白衣の幼女からは、ゲスいおっさんのオーラしか感じられない。その隣となりでニタニタとしているエロメイドも同様だ。

「なるほど。その背負い袋は【アポーツ】が付与されているのか」

「厳密には違う魔法だけどね。元々は森の中で特定の木の実なんかを自動で採るための……ぐえっ!?」

　後ろから襟えり首くびを捕つかまえて白衣の幼女を持ち上げる。そのままくるりと博士ごと百八十度回ると、そこには顔を真っ赤にした少女たちがずらりと。

「あ、あはは……お揃そろいで……。あれっ、怒ってらっしゃる、かな？」

「当たり前です！」

　彼女たちは怒りつつも、コンソールに並べられた自分たちの下着を回収していた。当然ながら僕はあさっての方を向いている。しっかりと目に焼き付けましたが。数が多かったので、どうやらユミナたち以外からも引き寄せていたらしい。

「あ、いや、こ、これは純じゆん粋すいな研究であってだね……」

「なんの研究だ」

「えーっと、『年とし頃ごろの少女たちにおける下着の色と形態から導き出される今後の世界経済の発展と考察』……」

「今考えたろ」

「ソンナコトハ」

　目が泳いでんだよ。

　僕は隣のエロメイドも睨みつけた。

「私は無関係でスかラ。お仕置きなラ博士だケでお願いしまス」

「まさかの裏切り!?」

「私のマスターは望もち月づき冬夜様でス」

　叫さけぶ博士に澄すました声で答えるシェスカ。こいつ……しれっと前の主人を切り捨てやがった。

「お前も見ていて止めなかったよな？」

「止めラれるとお思いデ？」

　むう。そう言われると……。

　まあいい。今回のお仕置きは僕の役目じゃない。僕はぶら下げたままの博士を八重に手て渡わたす。

「古来より子供のお仕置きといったら決まってござる」

「いや、ボク、君らより精神年ねん齢れいは上なんだけど……ひゃい!?」

　八重は博士をコンソールに押おさえつけると、白衣とスカートを捲まくり上あげ、ぱんつを引き下ろした。幼女お尻丸出しである。

「ちょ、ちょ、ちょっと待ちたまえ！　いくらボクでもこれは……！　ぱんつまで下ろす必要はないだろう!?」

「辱はずかしめを受けねば罰ばつにはならんでござろう？　しっかりと悔くい改あらためられよ」

　博士がジタバタともがくが、左手で八重ががっしりと押さえつけているので動けない。

　そして八重は右手を振り上げると、真っ白な小桃のようなそれにまっすぐ振り下おろした。

「ひとぉつ！」

「んきゃん!?」

　叩たたかれた博士が悲鳴を上げる。思ったより強くは叩いていない。お尻ペンペンの罰で与あたえるべきは痛みではなく屈くつ辱じよくってことなのだろうか。

「ふたぁつ！」

「うきゅん!?」

　これって盗んだ下着の数だけ叩く気か？　いくらなんでもそれはやりすぎな気も……。

「ハァハァ……。博士のボディは私たちバビロンシスターズと同じでスので、かなり頑がん丈じようにできていまス。心配ご無用……ハァハァ……」

「お前……いつの間に……」

　僕の隣にはなぜか鼻血を流したティカがいて、興奮気味に博士のお尻を凝ぎよう視ししていた。そういや、彼女らにはお互いの情報を共有する能力があるんだっけか。この幼女趣味ロリコンがこんな状況を見み逃のがすはずはない。

　ティカが現れたのでスゥがユミナの背中に隠れた。身の危険を感じたのだろう。

「みいっつ！」
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「うはぁん！」

　おい。なんか声が変になってきたぞ。これ、お仕置きになるのか？

「少女たちに辱めを受けて、嫌いや々いやながらも感じてしまう幼女……！　ヤッフゥ――――ッ！」

　突然ティカが叫び出したので、みんながビクッと引いた。僕もだが。なんだこのカオス空間……。

　それから数分後、きっちりとお仕置きを受けた博士が、お尻しりに氷ひよう嚢のうをのせた状態で『錬金棟』のベッドに横たわっていた。ボディが頑丈といってもそれなりにダメージは蓄ちく積せきされるらしい。

「うむうぅ……。もうお嫁よめにいけない……」

「自じ業ごう自じ得とくだろ。欲望に走るから痛い目に遭あうんだ」

「欲望とは心外な。せっかく冬夜君にプレゼントしようと思ったのに……」

「人から盗んだ下着をプレゼントしようとすんな」

　ハァ……。なんかいろいろ疲れた。

　やっぱりあの休きゆう眠みんカプセルから出すべきじゃなかったかなあ。今さら言っても仕方がないが。







あとがき。







　こんにちは、冬原パトラでこざいます。

　今巻で『異世界はスマートフォンとともに。』も皆様のおかげをもちまして、とうとう十巻になりました。やれ、めでたい。







　この十巻に登場するバビロン博士によって、異世界にスマートフォンが普及します。

　そもそも自分は昔、『縛られるのはまっぴらだ！』とわけのわからない主義のもと、頑として携帯を持たない人間でした。

　自分一人が携帯を持っていない状態でも、『別に困らん』と通していたのですな。ところがある時、時間を潰しがてら、『仕事に使えるかもしれない』という軽い気持ちで、ある携帯電話販売店にふらりと入ってしまったのです。

　販売のお姉さんのセールストークがうまかったのか、自分が単純だったのか（おそらく後者）、数時間後、その店から出てきた時には最新のスマートフォンが入った紙袋を下げていました。

　今じゃスマホがなくてはなにもできないような人間になってます。昔の自分はどこいった？

　あの時にスマホを買っていなければ、この作品も生まれることはなかったと思います。







　アニメの方はこの本が出る頃にはちょうど最終回を迎える直前といったところでしょうか。九巻が出る時には始まる直前で、あっという間の三ヶ月間でした。

　アニメだけではなく、様々なイベントやキャンペーンなど、大勢の人たちがこの作品に携わって下さり、感謝の念に堪えません。

　少し早いかもしれませんがアニメスタッフの皆様、本当にありがとうございました。声優の皆様も、イセスマのキャラたちに命を吹き込んでいただき、ただただ感謝の気持ちでいっぱいです。幸せな三ヶ月でした。







　さて謝辞を！

　イラスト担当の兎塚エイジ先生、とうとう十巻という区切りに至りました。ありがとうございます。これからもよろしくお願い致します。

　メカデザイン担当の小笠原智史先生、スゥの機体は悪ノリしたかもです。お手数おかけしまして申し訳ございません。

　担当Ｋ様。ここまできました。これからもよしなに。

　編集部の皆様、本書の出版に関わった皆様方、いつもありがとうございます。

　そして読んで下さった全ての方々に感謝の念を。










冬原パトラ
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